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　魔王城の玉座の間に、三体の怪かい物ぶつが転がっていた。

　ひとつは、巨人。ひとつは、悪魔。ひとつは、合成獣。いずれもその実力は魔王に次ぐとして、人間たちから恐れられていた存在である。

　そんな彼らが、今は転がったままぴくりとも動かない。すでに死んでいるのだ。一体で千の兵士に匹敵するとまで言われた彼らは、三人がかりでたったひとりに敗れた。

　みっつの死体のさらに向こう、玉座の前には今まさに崩くずれ落ちた別の怪物がいる。それはこれまで相争うばかりだった闇やみの一族を力で統一し、余勢を駆かるようにして人間諸国にまで攻めこみ、そのことごとくを滅ほろぼす寸前までいった恐怖の象徴。魔王である。

　誰がやったのか。玉座の間に侍はべる三体の強力な魔物をただ一太刀で倒してのけ、さらには魔王すら打ち破ったのはいったい誰なのか？　問うまでもない。選ばれし者、光の救世主、最後の希望。勇者である。

「終わりだ、魔王よ。これがおまえの最さい期ごだ」

　静かだが、内に秘めた強さを感じさせる声が玉座の間に響ひびき、戦う力を残していない魔王の首筋に剣があてがわれる。勇者がわずかにでも力をこめれば、ドラゴンの牙きばから作り出された剣は魔王の首に食いこむのは間違いない。しかし、ここに至っても魔王は命いのち乞ごいをしたりはしなかった。それは、あらゆる魔物たちの支配者としての誇り──というだけでは、ない。

「最期だと？　愚おろかな。我は滅びん、我が魂たましいは不滅なり。ここで死すとも、新たな肉体を得てこの地に舞い戻るのみ。残念だったな、勇者よ。我を倒そうという貴様の行いは、最初から徒労となる運命であったのだ」

　幾いく多たの困難と悲しみを乗り越えた果て、ついに倒した魔王。なのに、魔王は何度でも蘇よみがえるという。それは絶望的な事実のはずであった。しかし、勇者の心はなにひとつとして動じることはない。

「やはり、そうか。おまえは闇が意思を持ったとでも言うべき存在。闇ある限り、おまえは不死。ならば──」

　勇者は剣を持つのとは逆の手で印を切ると、口から小さく低い言葉を紡つむぎ出す。

「そ、その呪じゆ文もんは──」

　初めて焦あせりの色を見せる魔王。

「城外では数多くの兵たちがおまえの軍勢と戦っている。すべてはわたしをここへと辿たどり着かせるため。平和を願い散っていく彼らの犠ぎ牲せい、どうして無駄にできるものか。おまえのこの地への復活など、許せるはずがないのだ。──禁断の次元魔法。魔王よ、おまえをこの世界から追放する」

　詠えい唱しようを終えた勇者はそう宣言し、やおら剣を突つき立てる。魔王にでは、ない。足元、石造りの床に突いたのだ。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの機であったはずだ。剣は首筋から離され、しかも、中ほどまでを床へと埋めた。反撃の糸口もあったかもしれない。しかし、それどころではない。魔王は最後の力を振り絞しぼって玉座へと這はいずりながら、腕を伸ばす。

　その禍まが々まがしい指が玉座の端はしに触れかけたそのとき。

　魔王の身体からだが浮かび上がりかけた。

　まるで、上方へと吸いこまれるように。

「こ、これしきのことで……」

　魔王は石いし畳だたみに爪を立て、必死にしがみつく。

「諦あきらめるのだ、魔王よ。抗うだけの力は残されてはいまい」

　突き立てた剣の柄をしっかりと握りしめる勇者は厳おごそかな声で言い、そして、兜かぶとに隠された眼で頭上を見やる。

　玉座の間の高い天井。そこに、小さな穴が開いていた。空へと向けて、ではない。色が違う。灰色ではあるが、この呪のろわれた地を覆おおう雲の色ではない。穴の向こうは城外ではなく──ここではない無の空間、次元の境目。よく見れば穿うがたれたのは天井、ですらない。穴は、空間に開いているのである。そして強い引力をもって、眼下の人間と魔物を吸いこもうとしているのだ。突き立てた剣を握る勇者は、それに耐えられる。しかし石畳にしがみつくだけの魔王には──。

「おのれ、おのれ勇者よ。次元魔法とは、ぬかったわ」

　じりじりと身体を浮かせながら放った言葉は、敗北を認めることの証。魔王は、この世界から消え去るのだ。

　そんな宿敵を見やる勇者、どのような眼をしているのかは兜の向こうで窺うかがうことはできない。

　爪先が床に引きずられる痕あとを残しだしたときだった。魔王は、唐とう突とつに高笑いをあげた。

「まあ、よいわ。この世界にもちょうど飽いていたところよ。次元の境目を越えた先の世界。新たな肉体を得たらそこを我の新たな領土にしてくれる」

　本気か、ただの悔くやし紛まぎれか。どちらにせよ、勇者には関係のないことであった。この世界が生み出した災さい厄やくを違う世界に押しつけてよしとする。そんな者が勇者と呼ばれるはずはないのだから。

「そうはいかない。おまえを封じるのがわたしの使命。ならば──」

　勇者は一分の迷いもなく剣の柄から手を放し、もはや身体のほとんどを宙に浮かせた魔王に組みついてみせる。

「な、なにをする。なんのつもりだ」

「ここではない世界でも支配をもくろむというのなら、わたしも共に行こう。そして何度でもおまえの野望を阻止してみせよう」

「バカめ！　気でも狂ったか。我を破った貴様は英雄だろう。富も名めい誉よも思うがままなのだろう。それらすべてを捨てて我を追うというのか」

「それがわたしの使命だ」

「次元の境目は、無の空間。貴様の肉体とて、消しよう滅めつは免まぬがれないのだぞ。新たに得る身体が強きものである保証などどこにもない。それでも貴様は我を追うのか！」

　吠ほえ声をよそに、勇者は魔王を掴つかむ自らの左腕、その手首を静かに見やる。屈くつ強きような彼には似つかわしくない、女性物のブレスレット。それは、もういない彼の最愛のひとが残したもの。仲間であり、恋人であった彼女のいないこの世界にもとより未練はなかったのかもしれない。

　空間の穴の吸引力、そして組みついてきた勇者により、いよいよ指先にこめられた魔王の力も限界を迎えようとした。

　そのときである。勇者の背中にみっつのおぞましい気配が迫りかかった。

『行かせん、行かせんぞ、勇者ァ』

『我ら三魔将、死してなお魔王様のためにィ』

『おまえはこの世界で我らとともに朽くちるのだァ』

「おお、魔将どもか」

　それは斬きり捨てられた三体の死したる魔物たち、その怨おん念ねんであった。勇者を地獄への道連れにしようと、卑ひ劣れつにも背後から襲おそいかかったのだ。

　が、勇者は振り向くことすらしようとしない。ただ、ふっ、と力をこめるだけ。

　たったそれだけで、怨念どもは取りつくこともできずに弾はじき飛ばされてしまった。

　勇者の身体の内からあふれる光の力、それが悪あしき者を阻はばんだのである。

　弾かれた怨念どももまた、空間の穴が発生させる吸引力に飲みこまれる。三体はあっけなく次元の境目へと消えていった。

「ええい、使えんやつらめ。かくなるうえは貴様ら、ひと足先に新たな世界の地ならしをしておけい」

「三魔将よ、おまえたちの好きにもさせはしない。おまえたちが再び魔王のもとに集ったとしても、わたしが必ずおまえたちを倒してみせる。必ず──必ずだ」

　それが双方にとっての最さい期ごの言葉となった。石いし畳だたみにしがみつく魔王の爪がついに床から離れた。魔王、そして組みつく勇者が宙へと浮く。

　勇者と魔王は自らの身体よりもはるかに小さいはずの穴に吸いこまれていき、消えた。

　それからしばらくして玉座の間に踏みこんできた人間の兵士たちが発見したのはみっつの魔物の死体と激しい戦いの痕、そして玉座の前に突き立った剣だけであった。

　おまえたちの主はどこへと行ったのか？

　問うてみても、剣も玉座もなにも答えはしなかった。
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　背中を冷たい汗が伝い、眼の下が小刻みに震える。

　教室の椅い子すに座るおれは、戦せん慄りつという名の感覚を十数年ぶりに味わっていた。

　今日が特別な日だなんてわけじゃない。高校二年生の二学期最初の日というのは留年でもしない限りは一生に一度しかない。だからそういう意味では今日だってそこそこ珍めずらしい日ではある。しかし、特別とまで言えるかどうかはやっぱり疑問なところだ。

　事実、今この瞬しゆん間かんまではごく平凡な日だったはず。久しぶりの登校に寝坊しながらも、電車に乗り遅れることはなかった。在籍している翠すい晶しよう高校に着くと、九月になったとはいえまだたっぷりと蒸し暑さを残す体育館で汗をぬぐいながら校長の長話を聞く。それからホームルームのためにこの２─Ａの教室の席に着いて。そんな、どこにでも転がっている始業式の一日を過ごしてきた。

　つまり、前触れなど一切なかったのだ。

　体育館は暑かったが、あの程度で熱射病を起こすほど虚きよ弱じやく体質の持ち主ではない。夏なつ風か邪ぜにやられたわけでもない。

　じゃあ、なんでおれの身体からだは震え始めた？

　平凡な日のはずの今このときに、どうして額にあぶら汗を浮かべなければいけない？

　どうして？

　どうして？

　──いいや。

　本当は、分かっている。消しきれない本能の部分、そいつが正解を教えている。

　感じ取れる。やつが、近づいてきている。

　まだ、視界に入ってきていないというだけだ。

　逃げなければならない。このままこの教室にいるのは危険極まりない。分かっているのに、脚の筋肉が一向に言うことを聞いてはくれない。

　クラスメイトたちの雑多なお喋しやべりに混じってかちかちという音が聞こえてきた。おれの奥歯の音らしい。

　ホームルーム開始を告げるチャイムが鳴った。

　やつはまだ、こちらに近づくのをやめていない。

　もう、どれほどの距離もない。

　チャイムの残ざん響きよう音おんが消えてからわずかな間を置いて、教室のドアが開かれた。現れたのは、担任の鈴すず木き清きよ隆たか先生。

　まさか!?　まさか鈴木先生がそうだったのか？　この五十絡みで個性というものがただのひと欠片かけらも感じられない化学教師が、実は？

　──いや、違う。

　気配は開け放たれたままのドアの向こうにある。

　いるんだ。そこに。やつが。

　くる。この教室に。

　呼吸がおかしい。吸っているのか吐はいているのかよく分からない。

　おれの緊張の糸ってやつは、もう擦すり切れる寸前だった。

　教室の中が、また騒然となる。

　鈴すず木き先生のあとから、もうひとりが教室に入ってきたからだ。

　見知らぬ──しかし、よく知った人物。

　そいつは、ちょっとうつむき加減に、身を縮こませていた。

　クラスメイト全員が好奇の視線を張りつけていることだろう。視界をにじませつつも、おれも眼を離さなかった。離せなかった。

　ふたりの足が止まった。

　鈴木先生は教師机に出席簿を置くと、抑よく揚ようのない声でこう言った。

「ホームルームを始める前に転入生の紹介をします。今日からこのクラスで一緒に勉強をすることになった、菅かん田だ香か澄すみさんです」

　月並みな紹介を述べると白チョークで名前を黒板に書きつける。大きくもなければ小さくもなく、綺き麗れいでも汚くもない字で。

「菅田さんからも挨あい拶さつしてあげてください」

　うながされ、やつはおずおずと一歩、前に進み出た。緊張からか赤らんだ顔をして、叫ぶようにこう言った。
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「ご、ご紹介に預かりました、菅かん田だ香か澄すみですっ。み、みなさん、これからどうぞよろしくお願いします！」

　やつの頭が深々と下がるとクラスの何人かがよろしくと言い返し──そこが限界だった。

　おれは糸の切れた操り人形のように椅い子すから転げ落ちた。




「菅田さんは昨日、県外から越してきたばかりです。みなさんも菅田さんと仲よくしてあげてください」

　気を失っていたのはほんの一いつ瞬しゆんだけだったらしい。気がつくと、鈴すず木き先生のそんな声が聞こえた。

　転がったときに相当派手な音がしたようだ。クラスメイトの視線を集めながらおれは立ち上がって椅子を起こし、着席し直した。

「……すみません」

　一応はそう言ったが、鈴木先生は眼を向けてくることもない。おれが転がったことに気づいてすらいないかのように淡々と菅田の紹介を終え、それから教室を見渡した。

「それじゃあ菅田さんの席は──」

　喉のどを気管までわし掴づかみにされた気がした。

　おれの席は一番後ろ。そして、左隣が空いている。しかも、クラスで空席はここひとつ。となれば必然的に……。

「北きた瀬せくんの横が空いていますね。さっき転がった男子生徒の隣に座ってください」

「はい、分かりました」

　気づいていたのかと驚く余裕なんか、あるはずがない。

　やつはこちらに向かってくる。

　胸が苦しい。やつが一歩、近づいてくるたびに心臓が飛び出してしまいそうなほど跳ねる。

　やつはそんなおれになにひとつ情けをかけることもなく。ぎこちない手つきで隣の席の椅子を引き、そこに腰を下ろした。

　互いの距離は一メートルもない。

　まずい。この近さはまずい。

　おれはこみあげてくる吐はき気を必死でこらえた。

　鈴木先生がなにか話し始めたようだがまったく頭に入ってこない。

「あのう……」

「は、はいぃっ！」

　裏返った声が、座ったまま気をつけをしたおれの喉から飛び出た。

　教室中が振り返る。集中する視線。

「──そういうわけで、夏休みも終わりました。高校生活も半分が過ぎたことになります。これからも今まで以上に充実した日々を送れるように各自努力を──」

　たったひとり、鈴すず木き先生だけはどこを見ているか分からない眼で話を続けている。この先生のこういう機械のような我関せずぶりは心底から尊敬できる。

　先生の毒にも薬にもならない、まさにゼロの話にクスクスという幾いくつかの笑い声が重なった。

　普段なら少なからず気分を害するところ──そもそも普段ならあんな声を出さないがとにかく、今はそれどころじゃない。

　声をかけてきた方向は左。つまり、やつ。

　なんの目的があってそんなことをしたのか分からない。が、少なくともおれに言葉を発しようとしたのは事実。

　おれが注目を集めたせいか、やつはすぐには再び声をかけてくることはしてこない。

　それでも、必ずもう一度くる。

　おれは汗でぐっしょりと濡ぬれたワイシャツのすそをぎゅっと握り、そのときを待った。




「今日はこれで終わりです。明日から授業ですから、予習を忘れないようにしてください」

　チャイムが鳴ると鈴木先生はそれまでしていた話をぶつ切りにしてそう言い、教室から立ち去って行った。

　長い長いホームルームが終わったのだ。

　結局、やつがあれからおれに話しかけてくることはなかった。

　やつはあのときなにを言おうとしたのか？

　分からない。見当もつかない。脳みそがジェットコースターに乗ってるみたいな状態でまともに考えることができない。

　──いいや、違うだろう。

　今大事なのは考えることじゃない。ホームルームは終わり、下校の時間になったのだ。逃げられる。今なら、誰にはばかることなくこの死地から脱出できる。

　なのに、身体がぴくりとも動いてくれない。筋肉が硬直しきって椅い子すと一体化しているみたいだ。

　どうする。いったいどうすればいい？

　このままではおれは、やつに──。

「あ、あのう……」

　今度は奇き妙みような声を出したりはしなかった。代わりに、おれは錆さびついたネジを回すような動きで首を左に向けた。

　やつと、眼が合ってしまう。その瞬しゆん間かん、おれの首がそれ以上回らなくなった。

「あ、あの！　わたし、菅かん田だ香か澄すみっていいます」

　それはもう聞いた。

　そう言いたかったが、唇はまるで動かずに言葉を出すことができない。

「え、ええと。よろしく、お願いします！」

　やつは猛もう烈れつな勢いで頭を下げる。

　なにをよろしくなのか。

　そう訊ききたかったが、それも声として出てこなかった。

　やつの顔が少しだけ上がった。上うわ目め遣づかいにしておれを見てくる。

「えっと……北きた瀬せくんのお名前は？」

　初めての明確な質問。おれの名前を知ってどうしようというのか？　なんの想像もすることができないが悪い予感だけはする。しかし、もしも答えなければなにが起きる？

「キタセ……です」

　全力を振り絞しぼっての返答はかすれていた。

　するとやつはどこか困ったような顔になった。

「う、うん、それは知っているんですけど……フルネームを教えてくれませんか？」

　そういうことか。

『連中のうちの誰なのか』を訊いてるわけか。

　確かにあの頃とは姿形はまったく違う。誰か特定するのは困難だろう。

　答えるしかない。おれは口を開きかけた。

　そのときだった。

「菅田さん！」

　黄色い声がしたかと思うとクラスの女子が集まってきて、あっという間にやつの机の周囲はひとだらけになった。

「ねえ、菅田さんってどこの学校からきたの？」

「部活はもう決めてあるの？」

　口々に飛ばされる他愛もない質問。

　やつの眼はおれから外れ、そいつらに──今しかない！

　おれはカバンを掴つかんで立ち上がると、きしむ身体を無理矢理動かし猛もう然ぜんとした勢いで教室から駆かけ出した。

　廊下で幾いく人にんかと肩がぶつかりそのたびに迷惑そうな視線を送られたが、気にしてはいられない。こっちは命がかかっている。

　教室のある三階から五階まで一気に駆け上がり、茶道部や書道部といったあまり人気のない文化部の部室が立ち並ぶ廊下をひたすら走った。『詩し吟ぎん部ぶ』というプレートの下がったドアの前に到着したときはまさに息も絶え絶えだったが、おれはノブを回すと力の限りでこう叫んだ。

「やつがきた！　勇者がおれたちを追ってきたぞ！」

　叫び終えたおれが見たものは、土気色の顔をした相あい羽ば源げん治じと浦うら河かわ克かつ昭あきのふたりだった。




　パイプ椅い子すに座る源治と克昭は口を半開きにしたまま虚こ空くうを見つめ、おれの言葉になんの反応も示そうとしない。

「……おい、ふたりとも聞いてるか？　あのな、勇者がおれのクラスに──」

「聞こえてる。ていうか、教えてもらわんでも知ってるわ。そうじゃなかったらこんなこの世の終わりみたいな顔せえへん」

　さえぎって言ったのは相羽源治の方だ。

「波動がガンガンきてましたからね。気づくなという方が無理ですよ」

　続けて言ってきたのは浦河克昭。

　このふたりはかつての同どう僚りようだ。

　源治は背中に漆しつ黒こくの翼、額には天に逆らうことを誇こ示じするかのようにして屹きつ立りつする一本角を持つ、五〇万の大軍を誇る悪魔軍団を率いる大悪魔。禁断の地と呼ばれる難所を越えた先に広がる魔界と呼ばれる大地。そこに住まうすべての悪魔どもを統べる大だい公こう爵しやくの地位に君くん臨りんする彼は、無限とも言われる魔力、そして魔界に伝わる呪のろわれた暗黒の武具を駆く使ししてあらゆる敵をひれ伏せさせてきた。魔界の大公爵に指揮された軍団が通ったあとには死し霊りようしか残らない、彼こそが死そのものであるとまで称えられた。

　一方の克かつ昭あきはとある獣じゆう人じん部族の呪じゆ術じゆつ士しにより禁断の魔術で有機物と無機物とを問わず様々な物質を組み合わせ、部族の守護神として生み出された合成獣だ。古参兵で構成された親衛軍団の長を務める彼の身は、小山ほどの獣の体たい躯くに頭は三つ、腕と脚は合わせて二三本、尾は六本。特に恐れられたのは右肩部から生えたドラゴンの頭部で、これが巻き起こす灼しやく熱ねつの火炎、極寒の氷嵐、そして致死性物質を多量に有する猛毒の息はすべての生物から平等に生命を奪うばった。部族の守護神だったはずの合成獣はいつしか敵にとっての悪神と化していたのだ。

　そして現在名を北きた瀬せ鉄てつ次じ郎ろう、つまり巨人軍団長たるこのおれもふたりに肩を並べる存在だ。血統という概がい念ねんのない巨人族にあっておれが巨人軍団長に任命された理由はたったひとつ。強いから。それだけだ。人間の五倍の体格を誇る巨人兵はひとりで他種族兵士一〇人分の働きをするという定説があるが、巨人戦士としてのおれの実力は他の巨人一〇〇人分に匹敵すると自他ともに認めていた。大木のような腕はひと振りするだけで敵の隊を根こそぎ吹き飛ばし、得意としていた投石は幾いくつの城じよう塞さいを崩ほう壊かいさせたのか自分にも分からない。二頭のドラゴンを同時に相手取って打ち勝ったことすらある。巨人の祖であり神話の時代に世界を制せい覇はしていたと伝わる邪じや神しんの再来。あるいは、史上最強の戦士。それがおれに与えられた称号だった。

　三人は競い合うように脆ぜい弱じやくな人間どもの軍隊を蹴け散ちらし、叩たたき潰つぶし、焼き尽つくした。そしておれたちは誰にともなくこう呼ばれるようになった。魔王軍の三魔将、と。

　──と、これは昔の話。

　かつての力は死んだときか次元の境目を彷徨さまよっているときにほとんどが失われた。現在のおれたちはどこにでもいる高校二年生の男子生徒にすぎない。記憶、それに申し訳程度の力も一応は、本当に一応は残ってはいるが、それがなんだというのだ。あの『勇者』の前で。

「なんであいつ追ってきたん……」

　とりあえずそこにあった椅い子すに腰かけると、源げん治じが力の抜けきった声でそう言った。

「なんでって、そりゃ、ぼくたちを始末するために決まってるじゃないですか……」

　応じた克かつ昭あきの声にも力感がまったくない。

「それは分かってる。そうやなくて……おれらなんにも悪いことしてへえやん。生まれてこの方、お天道様に顔向けできへんようなこと一度もした覚えないで」

「それはこの世界に生まれ変わってからでしょう。もといた世界でやったこと、忘れたわけじゃないですよね？　勇者も忘れてないと思いますよ」

　源治の肩ががくっ、と落ちた。

　狭い部室が絶望的な沈ちん黙もくにおおわれかけたときだった。克昭が急に立ち上がった。

「よし、決めた」

「なにかいい考えでもあるのか？」

「鉄てつ次じ郎ろうくん、ダイナマイト巻いて勇者に特攻してきてください」

「ただのテロルじゃないかよ、それ……」

「魔王軍の鉄則、やられる前にやれ、です」

「嫌いやだ。今のおれは魔王軍じゃない、ただの高校生だ。だいたい自じ爆ばくテロなんておれも死んじゃうじゃないか。死にたくない」

「投げてもいいですよ？　ダイナマイト」

「おれの未来が死ぬことには変わりない。絶対嫌だ」

「根性なし」

「じゃあおまえがやれ」

「いびつなテロリズムには賛同できかねます」

　おれやこのふたりは勇者に倒されたあと、魂たましいだけとなって次元の境目に引きずりこまれ、やがてこの世界に辿たどり着いた。そして新たに人間の赤子として生を受け、ごく普通の両親のもとでごく普通に育て上げられて現在に至るわけだが、そんな今だから思う。

　──もとの世界の人間たちにはすまないことをしたなあ。

　この年齢になる頃には普通の日本人としてごく真っ当な価値観と倫理観を持つに至っていた。だから、この世界に生まれてからというもの悪事らしい悪事は特にしていない。もっとも、たとえその気になってもただの一七歳にできることなどたかが知れたものだろうが。

「腹でも切ろか。そこまですれば勇者だって許す気になるかも」

「許してもらっても死んだら意味がないだろ……」

　すでに諦あきらめきったことを言う源げん治じにそう反発する。おれはまだ、死にたくないのだ。

「それに、切腹ぐらいで勇者が許してくれるとも思えませんよ。さっきも言いましたけど、ぼくらがなにをしたか……」

「おまえはそうやろうな、克かつ昭あき。勇者の恋人の魔法使いを殺したの、おまえやもんな。それは許してもらえん。おれが勇者でも許さんわ」

「あれは勇者にブレスを吐いたのにあの女が勝手に飛び出してきたんですよ！　不可抗力です、殺意はありません。だいいち、恨みの深さなら鉄てつ次じ郎ろうくんの方が上のはずです。なんといっても勇者が生まれ育った村を配下の巨人軍団を率いて滅ほろぼした張本人なんですから。勇者の家族も含めて村人皆殺しですよ？　あの話を聞いたときは正直、どん引きしましたよ。なにもそこまでしなくても、って」

「魔王様の命令だったんだぞ。拒否してたらおれが一族もろとも殺されてたわ。それに、偶ぐう然ぜんにも森で狩りをしていた勇者は難を逃れただろ。これは実は偶然じゃない。そう、おれは勇者がいなくなるのを見計らって攻撃したんだ。つまりおれは勇者の命の恩人で、さらに魔王様の討とう伐ばつの旅立ちをうながした功労者ということになる。そういう論法を使いたい。だいたい、死人の数の話をするなら源治の方がまずいだろ。おまえが開けた地獄の門、そこから溢あふれ出た暗黒の力のせいでどれだけの死者が出たのか想像もつかないぞ」

「おれは知らない。部下が勝手にやった。監かん督とく不行き届きは反省している。辞任をせずに綱こう紀き粛しゆく正せいに努めることで責任を取りたい」

　おれたちは顔を見合わせ、そしてしばしの間を置き、同時に深いため息をついた。

　そう、三人とも例外なく、勇者に殺されるだけの理由は充分すぎるほどあるのだ。

　というか、実際に殺された。前の世界で。

　しかし勇者は一度殺したぐらいでは飽あき足らず、この世界に生まれ変わってもおれたちを追って現れたというわけだ。

「……まあ、今さら過去を悔くいてもどうにもなりません。それより前向きに対策を練ねった方が建設的というものです。鉄次郎くん、勇者が転入してきたのはきみのクラスなんですよね？　どうでした、この世界の勇者の見た感じは」

　克昭に問われ、おれは頭をひねる。見た感じと言われても、勇者のプレッシャーに圧倒されっぱなしで脳の記憶装置がまともに働いてくれなかった。それでも、どうにかあのときのことをひねり出す。

「小さかったな」

「小さい？　あの勇者が、ですか？」

「ああ。かつての姿とはほど遠い。波動さえなければ勇者と見分けることは無理だったろうな」

「おれよりも小さいんか？」

　源げん治じは小こ柄がらで身長は一六五センチぐらいしかない。

「おまえよりもずっと小さい。背は一五五センチあるかどうかってところだな」

「小さくても身体はマッチョとかやないの？」

「つつけば柔らかいと思う、たぶんだけど」

「へえ、変われば変わるもんやな」

　源治は感心したように言った。

　かつての勇者は人間としてはかなりの大男だった。だが、新たな肉体を得て生まれ変わったのだから以前の姿はもう関係ないことだ。悪魔の貴族として妖あやしい魅み力りよくを漂ただよわせていた源治はちっこいし、合成獣で人間らしい部分なんてひとつもなかった克かつ昭あきに至ってはテレビに出てくるモデルのような整った容姿を持っている。おれだってそうだ。邪じや神しんの末まつ裔えいと言われる巨人族、その中でも史上最強と称えられたあの頃の面おも影かげはどこにもない。だから勇者だってかつての姿とかけ離れていても別に不思議でもなんでもないのだ。

「顔つきの方はどうでした？」

「顔は……眼が大きかった。あと、挨あい拶さつするときに赤くなってた」

「ヒゲを生やして迫力を出していたりは？」

「いいや。つるつるしてたな」

「ふうむ。まとめると、小さくて眼が大きくて赤面症で肌の手入れはちゃんとしていて恐らくはぷよぷよしている、と」

「なんか弱そうやな」

「弱そうというか、これは……。ええと、名前はなんていうんです？」

「菅かん田だ香か澄すみ。二回も名乗られたからこれははっきり覚えてる」

「……つかぬことを聞きますが、どんな格好をしてました？」

「普通にこの学校の制服だよ。上は夏服の白シャツ。下はスカート……」

　あれっ？　スカート？

「ひょっとしてやけど、勇者って……」

「女性のようですね」

　なんと。勇者は女だったのだ。




「変われば変わる言うても、これは変わりすぎやろ。性別が変わってるて」

　衝しよう撃げきの事実が明らかになって、源治が呆あきれたように言った。

「驚くことでもないでしょう。ぼくなんて合成獣で性別とかありませんでしたけど、それでも男に生まれたんですから」

　克昭の方は冷静な口調を崩くずさない。

「まあそうやけど……イメージ湧わかんなあ、あの勇者が女て」

「源げん治じくんのイメージはどうでもいいです。勇者が女になっているからといってもぼくらの状況が好転したわけじゃないんですからね。さあ、みんなで対策を考えましょう」

「対策って言っても……これ、普通に勝てるんやないの？」

「勝てる？」

「そうや。鉄てつ次じ郎ろうの話やと、勇者はちんまい女の子なんやろ。おれらもこんなやけど、いくらなんでもそんなのと戦いになって負けるとは思えんで」

「バカ言うな。無理だ、絶対に無理。おまえは勇者と間近に出会ってないからそんなことが言えるんだ。おれはあの波動にあてられて身体がすくんだ。動けなかった。おまえも確実にそうなる。勝つどころか戦いを挑いどむことすら夢物語だ」

「ああ、そうやった。光の波動があるんやったな……」

「忘れないでくださいよ。ぼくらはこれを感じて勇者が現れたことを知ったんでしょうが」

　光の波動。それは勇者がごく自然と全身から放出しているもので、勇者に近づいた魔物をおびえさせ、戦意を喪そう失しつさせてしまう効果がある。上級の魔物──例えばかつてのおれたちなら多少の能力低下程度で済むが、今は『かつて』ではない。

　これに対抗できるのは魔王様の放つ闇やみの波動のみ。光の波動と闇の波動は互いに打ち消し合うのだ。しかし、魔王様のいない今となってはなんの関係もないことだろう。

「そやけど今のおれらは人間やん。なのに光の波動の効果があるって反則やろ。おれらはもう魔物ちゃうやん」

「肉体的にはそうでも魂たましいは汚れきってるとか、魔物は人間に生まれ変わってもしょせん根っこの部分は魔物のままとか、そういうことなんじゃないんですか？」

「悲しいこと言うなよ……」

　克かつ昭あきにつっこむと、源治から恨うらめしそうな視線が送られてきているのを感じた。

「なんだよ、なにか言いたそうじゃないか」

「責任や、責任。責任の所在の話をしたいんや」

「こんなときになんだよ」

「こんなときだからこそや」

　魔界の大だい公こう爵しやくをやっていたこのちっこい男にその頃の名残なごりがどこにもないのはさっきも言った通りだが、ただひとつ、責任という言葉を好んで使うのだけは今も変わらない。ただ、往時の源治は責任という言葉を統治者たる自己に課していた。責任とは追及するもの、もしくはなすりつけるものとしか思っていない今とは真逆と言っていい。

　うんざりとした顔をしてやったおれを無視して、源治は一句一句、噛かみしめるように続ける。

「おまえが軍団率いての勇者抹まつ殺さつに失敗したことが魔王様にバレて、旅立ったばかりでまだそんなに強くなかった勇者のところに汚名返上を賭かけてひとりで出向いて、余裕かまして中途半はん端ぱにいたぶってる最中に発動したんやったよなあ、光の波動。どう考えてもおまえの責任やん。しかも当のおまえはびびって逃げ出したゆう無責任ぶり」

「昔のことは忘れた。おまえも忘れろ。だいたい、おまえの言った『勝つ』ってなんだよ。勇者を倒す──殺すってことか？　そんなことして警察から逃げきれると思ってるのか」

「思ってない。思ってたとしても人殺しにはなりたくない」

「だろ。おれだってごめんだ。だったら光の波動のありなしは関係ないだろう」

　かつての世界において、人間と魔物の関係はただ敵であるというだけだった。そこでは互いが憎しみ合い、殺し合うのが自然だった。人間と魔物が争い、その結果命が失われたとしても、負けた方が悪い。それだけだ。当時のおれもその掟おきてに疑問を持ったりはしていなかった。

　しかし、今は違う。罪を犯せば法によって裁かれる。それに、倫理観ってものもある。獣みたいに殺し合うなんて真っ平ごめんだ。あの頃のおれはよくあんな野や蛮ばんで無む慈じ悲ひなことができていたなとしみじみ思う。

　そこでおれはふとあることに気がついた。

「もしかして、勇者も同じじゃないのか？」

「どういうことです？」

「だからさ、勇者だってこの世界で新しく生まれ育ったわけだろ。考え方も以前とは変化しているかもしれない。おれたちを一七年間も恨みっぱなしで未いまだに殺す気満々なんて、そんなことあるかあ？」

「甘いですよ、鉄てつ次じ郎ろうくん。だったらなんで勇者はぼくらを追ってきたんです？」

「それは、勇者にはおれたちが普通の人間になったなんて分からないだろ。おれたちが悪さをしていないか、監視の意味もあるのかもしれない」

「ぼくらの以前の所業を知っている勇者が監視程度で済ませるとは思えませんよ。なにかしでかしてからでは遅い、もしそうなったら自分の咎とが、だからあの頃のような悪行をする前に抹まつ殺さつする。勇者ならそう考えます」

「でもさ、おれたちを殺したら捕まるんだぞ？　今のおれたちは普通の男子高校生なわけだし。生まれ変わる前の話をしたって警察も裁判官もそんなことを信じるわけがないってこと、一七年もこの世界で生きてれば分かるだろ」

「……天道に仇あだなす悪を討うつ、それができれば、自分の身はどうなってもかまわない。ぼくらの知る勇者はそういう人物だったでしょう」

　ああ、そうだった。勇者とは、その手の自己犠ぎ牲せい精神がなければやっていられない稼業だ。そうでなければ魔王様を倒した英雄の地位を捨ててまでこの世界にやってきたりするものか。

「はた迷惑やなあ、勇者って……。もうちょい気楽に生きればいいやん、おれらみたいに」

「そう言いたくなる気持ちも分かりますが、この件に関しては完全にぼくらの身から出た錆さびですからね。誰を恨むわけにもいきません」

「それはそうや。これが自己責任いうやつなんやなあ。──よし、辞世の句でも用意しよか」

「詩し吟ぎん部ぶらしくていいですね。こんなことになるなら真ま面じ目めに活動しておけばよかったですね。潰つぶれた部の部室を放課後のだべり用に乗っ取るだけじゃなくてね」

「最初で最後の部活動が辞世の作成て、お釈しや迦か様さまでも想像つかんかったやろなぁ」

　どこまで本気なのか、ふたりは通学用バッグからノートとペンを取り出してしまった。

　しかし、おれは観念するつもりはまったくない。

　こんななんでもないただの一日のつもりだった日に死ぬなんて、死にきれない。

　おれは自分を奮ふるい立たせるために机をどん、と叩たたいた。

「よし、潔いさぎよくこっちから出向こう」

「だから出向いてどうするんです？　光の波動で動けなくなるんですよ」

「別に戦いに行くわけじゃない。──土下座するんだ」

「はぁ？」

「おれたちから出向いてなにも言わずにひたすら土下座しまくる。そうすれば、少なくとも敵意がないことは伝わる。そしてだ、そんなおれたちの無様な態度を見れば、哀れみをくれるかもしれないだろう？」

「哀れみですか？」

「おれたちだって弱すぎる人間が命いのち乞ごいをしてきたら、面倒でいちいち殺して回ったりはしなかっただろ。それと同じだ。誇り高き勇者に殺す価値もないゴミ以下の存在だと思わせるんだよ、おれたちのことを」

　源げん治じと克かつ昭あきは同時に不満そうな顔をする。

「そら悪くない手やと思うけど、だからって土下座かあ？　ちょっとプライドがなさすぎるんとちゃう。勇者の中ではおれ、魔界の統治者の大だい公こう爵しやくのままなんやで。そんな偉えらいひとが土下座て、どうなん」

「ぼくなんて守護神、神ですよ？　神が人間に土下座って、それ、色々とまずいですよ」

「ふうん。ふたりは土下座が嫌いやなのか。それなら別にしなくてもいいよ。勇敢に立ち向かって玉ぎよく砕さいでもなんでもするといいさ」

「待て待て、早とちりするな。土下座して命が助かるなら、頭が地面にめりこんでそこを踵かかとで踏みつけられたとしても安いもんやないか」

「過ちに対して頭を下げることは神にもごく自然なことです。床にこすりつけるほど下げてしまうことも珍しくないですね」

　自信満々にプライドゼロぶりを宣言するかつての魔界の大公爵と獣じゆう人じん部族の守護神。

「よし、そうと決まれば善は急げ。すぐに勇者のところに行って土下座しましょう。もたもたしてあちらから出向いてくれば問答無用の可能性があります」

　三人は一いつ斉せいに立ち上がった。

「行こう、勇者はまだ教室に……」

　おれは最後まで言い切ることができなかった。

　稲妻のような衝しよう撃げきが全身を走ったのだ。

　この感覚は、ついさっき味わったばかりの──。

「ま、まずいですね。遅かったみたいだ」

「ああ、き、きとるな、これ……」

　ふたりもおれと同じ衝撃を受けているのは聞かなくても分かる。

　──勇者が近づいているのだ。

「ま、窓！　窓から逃げるぞ」

「ここ五階や、飛び降りたらぐちゃってなるわ！　それよりどこかに隠かくれるんや！」

「どこかって、椅い子すと机しかない部室なのにどこにですか！」

　おたおたしているうちにも勇者はどんどん迫ってきているのが分かる。

　そして──。

　ついに、こんこん、と、ドアの向こうからノックする音が聞こえた。

　いる。ドアを挟はさんだ場所に、勇者がいる。

　三人は金かな縛しばりにあったように身を硬直させ、物音ひとつ立てることができなかった。

　静まり返った部室の中に再びこんこん、とノック音が響ひびく。

　今度はそれに続く声があった。

「失礼します。菅かん田だ香か澄すみといいます。北きた瀬せくんはいらっしゃいますか？」

　ここにいる三人の中で現在名を知っているのはおれだけ。おれの名が出たのはそういう理由からだろうが、名前を言われて飛び上がりそうになった。

「ご指名やで」

「……分かってる」

　おれは覚悟を決め、足を踏み出す。

「ふたりとも、準備はいいな」

　ドアの前で背後に声をかける。

　返答はなかった。代わりにママ、ぼくをお守りください……という克かつ昭あきのか細い声が聞こえた。今この状況では心底どうでもいいが、こいつはマザコンだ。合ごう成せい獣じゆうで親というものがいなかったから、母親の愛に飢うえていたらしい。ああ、本当にどうでもいい。

　おれはごくりとつばを飲みこみ、震える手をノブに伸ばす。

　そしてひと息にドアを開け放ち──瞬間的に視界が変化した。

「あの、北瀬くんはいらっしゃいま……って、えっ？　ええっ？　な、なに？　なんなの？」
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　勇者の困惑の声が、床に額を擦こすりつけるおれに、みっつ分の土下座を目もく撃げきしたことを伝えていた。




　沈ちん黙もくが続いた。

　土下座を続けるおれに、勇者がどんな表情をしているのか、うかがうことはできない。

　学校の床って結構、冷たいんだな。今度、風か邪ぜをひいて熱を出したときに利用できるかもしれない。でも、すぐに生ぬるくなってしまうかな？　そうなったら別のところに移動すればいいか……。

　静まり返った空気に耐たえきれず現実逃とう避ひをしていると、上の方から声が聞こえた。

「あ、あのう……なにをしているんですか？」

　誰も答えない。姿勢を崩くずすつもりもない。ここは土下座でごり押す。そう決めたのだから。

「ええと、とりあえず、顔を上げてもらえると……」

　遠慮がちな声に背中の筋肉だけではなく、全身がびくっと震える。

　こう言われるのは予想していなかった。どうするのがベストか？　あくまで土下座を続けて誠意を示すべきか。しかし、それでは勇者の命令を無視することになる。そうやって気分を害することが果たして正しいか？　だが、ここで頭を上げて誠意が伝わるものか……。

　答えの出ない自問を繰り返していると、再び声がした。

「と、とにかく、お願いだから顔を上げてください。誰かに見られたら、ヘンに思われちゃいます……」

　思惑もなにもなかった。見えない圧力に押され弾はじけるようにして頭が上がった。背後からも同じ気配がふたつ。

　勇者はほっと息をついたようだが、おれに顔を直視する根性があるはずもなかった。

「よかったあ……けど、どうして頭を下げていたんですか？　びっくりしちゃって……」

「驚かせて申し訳ございません！」

　三人の声が重なり、頭ず突つきする勢いで額を床に打ちつける。

「ああ、また！　だ、だからやめてくださいって……」

　いかん。声色から察するにどうも本気で嫌いやがっている。おれたちはばっ、と頭を上げた。

　勇者はまた胸をなでおろす。

「ふう。……もしかして北きた瀬せくん、あのことをそんなに気にしていたんですか？」

「……あのこと、とは、なにについてでございましょうか」

　心当たりがありすぎてひとつにしぼれない。

「なにって、さっき教室からいつの間にかいなくなっちゃったことですけど……」

　こんな近い過去のことを責め立てられるとは思わなかった。勇者の前では少々の無礼も万死に値するということなのか。

「……愚おろかさゆえに大変な非礼を働きました。席を中座するなど、二度と致しません。なにとぞお許しと哀れみを頂きたく存じます。なにとぞ、なにとぞ──」

　光の波動さえなければ、ここで足にすがりついて靴を舐なめていたと思う。

「そ、そんな、大げさですよ。わたしの方こそ、お話の途中でクラスのみんなとおしゃべりを始めちゃってごめんなさい。それで、北瀬くんはきっとここにいるってみんなから聞いて、会いにきたんですけど……」

「御足労をかけ、申し訳ございません。……それで、何用、でございましょうか」

　訊きかなくても分かっていることだが、訊かずにはいられなかった。

「うん、ええとね、結局、名前を聞きそびれちゃったから、教えてもらおうと思ったんです」

　なるほど、まずはそちらからか。

「鉄てつ次じ郎ろうと申します。北瀬鉄次郎」

　こうなったら勇者の要求にはなんでも応じるつもりだった。首を吊つれとか窓からダイブしろとか以外は。

「そっか。教えてくれてありがとう。北瀬くん、改めてよろしくお願いします」

　そしてさようなら、永遠に。と続くのを覚悟したが、意外にも勇者はくすくすと小さく笑いだした。

「それにしても、北瀬くんは大げさなひとですね。なにもあれぐらいで土下座することなんて──って、あれれ？　それだと後ろのひとたちまで謝るのはおかしいね？　えっと、そちらのふたりはどうして……？」

　話を振られ、源げん治じと克かつ昭あきが動揺しているのが手に取るように分かる。

　やがて克かつ昭あきが裏返った声で答えた。

「わ、我らのせめてもの誠意とご理解くださいますよう……」

「せ、誠意？」

「はい。あなた様を前に我らにはこれしか術すべがないのです。他意は一切、ございません」

「ううん……な、なんだかよく分からないけど……」

　困り声に続いて、ごん、という頭とコンクリートが激突する音が聞こえた。

「申し訳ございません！　あなた様を悩ますつもりはなかったのです！」

「だ、だから土下座はやめてください。おかしいですよ、初対面なのに……」

「いいえ、なにもおかしいところなどは──え？」

　頓とん狂きような克昭の声。おれの頭にもハテナマークが浮かぶ。

「あれっ？　なにかおかしいことを言いました？」

「あの──初対面、と申されましたか？」

「はい、申されましたけど……」

「それは、現世的な意味ということで？」

「現世的？　ええと、わたしは今日転校してきたばかりなので、この学校に知り合いはいないですし……みなさんとは初対面、ですよね？」

　この言葉に、怯おびえから凍こおりついていた頭が急速に回り始める。

　初対面とはどういうことだ？　勇者はおれたちと何度もやり合った。因いん縁ねんの深さから言っても、忘れるなどあり得るはずがない。

　なのに、初対面だという。

　おれは目線を上げて勇者の顔をちらりとうかがった。そこには困惑の色があるだけで、冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きはなかった。

「あ、あの！　訊きいていいやろ……いや、いいでしょうか！」

　思いきった声を張り上げたのは源げん治じだ。

「あ、なんですか？」

「あなた様はなんでこの学校に転校してきたんでございますか？」

「……へっ？」

「こ、答えてください！　とても、とても大事なことなんです」

　必死さが伝わったのか、勇者が話し始める。

「父の仕事の事情で、前に住んでいたところから引っ越すことになったからですけど……それがどうかしましたか？」

　これもおかしい。

　おれたちを始末するために追ってきたのではなかったのか？

「ここにきたのはなんのためです？」

「北きた瀬せくんの名前を教えて欲しかったからですよ？」

「そ、それだけですか？　他にもっと大事なことがあると違いますか？」

「いいえ、特には……」

「本当に？」

「そうですけど……な、なにか大事なこと、ありましたっけ？」

　この言葉も本気のようだ。

　これはいったいどういうことだ？

　まさか、人違いをしていた？　いいや、そんなはずがない。勇者の放つ光の波動は今もこちらの胸を締しめ上げてくるようだ。これが、人違いのはずがない。

　菅かん田だ香か澄すみは勇者で間違いない。

　なのに、おれたちを知らないという。

　これは、ひょっとすると──。

　脳裏にひとつの考えが閃ひらめく。確信を得るため、おれは核心をつく質問をする。

「魔王、と言われて思いつくものといえば……？」

　背中にふたつ分の視線が張りつくのが分かった。眼の前の人物にとっての魔王は、訊きくまでもなくあの方しかいないじゃないかという視線が。しかし、勇者は小首を傾かしげるとこう答えた。

「魔王ですか？　ええと……お父さん、お父さん、そこに魔王が──シューベルトでしたっけ」

　せり上がってくる感情を必死に抑える。ぬか喜びは嫌いやだ。魔王なんて単語、普遍的に過ぎる。おれはもっと特定の個体を指す語を口にした。

「……三魔将、という言葉に聞き覚えはございませんか？」

「サンマショウ？　……サンマの仲間、かな？　あ、もしかして、サンマ礁しよう、サンマがいっぱいいるところ、とかですか？」

　全身から力が抜け、おれたちはその場にへたりこんだ。

　これで決まりだ。

　──勇者はかつての記憶を失っているのだ。

「ご、ごめん、全然違いました？　お腹なかが空すいてきちゃってて、ついサンマなんて……」

「いいや！」

　おれたちはがばっと飛び起きて、初めて勇者に真っ正面から相対した。

「おれたちは初対面だ！」

「そうです、初対面です！」

「バンザイや！　初対面に、バンザイ！」

「バンザイ！　バンザイ！　バンザイ！」

「う、うん、バンザイ、バンザイ……」

　なぜか勇者までつられてバンザイをする。

　なぜ？　どうして記き憶おくがない？

　そんなこと、今はどうでもよかった。助かったという圧倒的な事実の前にはひたすらバンザイをしまくることがふさわしいのだ。

　勇者はふいに笑い始めた。

「な、なにかおかしいことでも？」

「北きた瀬せくんもそちらのふたりも、とっても楽しいひとだなあって思ったんです」

「そうでしたか、楽しんで頂けたのなら光栄です！」

　それにも勇者はくすくすと笑い、やがて笑顔のまま言ってきた。

「敬語、やめませんか。わたしたちはクラスメイトで、席も隣となり。お互いに普通に話しましょうよ」

「は、はい、そう致しましょうか」

「あっ、言ったそばから」

「失礼しまし──いや、そうだね、分かった。これからは敬語抜きで話すよ」

「うん！　わたしたち、お友だちになろう？」

　そう言って勇者は手を差し出してきた。

　顔が強こわ張ばるのが自分でも分かった。

「……どうしたの？」

「い、いや、その手は？」

「お友だちの握手をしよう！」

　にこやかな勇者におれは言葉を失った。

　記憶を失っているとはいえ光の波動は健在だ。こうして近くにいるだけで息苦しさがあるのに、直接に勇者の身体に触りでもしたら──どうなる？

　手を握り返せないでいると、勇者の顔が曇くもる。

「あっ、ごめんね、握手だなんて、知り合ったばかりなのに、いきなりだったよね」

「いや！　いきなりとかじゃなくて、一〇〇年のつき合いでもやばそうというか……そうだ、おれ、日本生まれの東洋人だから、握手ってなにか知らないんだった！」

　我ながら滅茶苦茶な言い訳だが、勇者は冗じよう談だんと受け取ったのか吹き出した。それからにこりと笑って手を伸ばす。

「じゃあ、教えてあげる」

　避ける暇ひまもなかった。勇者がおれの手を取り──。

　脳天からつま先まで、電撃が走ったように思う。

　しかもその雷は外に逃げることなく、身体中で勢いを増しながら暴れ回る。

　ようやく手を離してくれたときは、衝撃と痛みで意識がどこかに飛んでいく寸前だった。

「これが握手。やり方、覚えてくれた？　──あれ、どうしたの？」

「な、なんでもないよ？　全然、なんでも……」

　死を覚悟していたのだ。これぐらいで済めば安いもの。そう言い聞かせてどうにかそれだけ答えた。

　源げん治じと克かつ昭あきが笑いをこらえているのが分かる。ふたりとも死の恐怖がなくなり、おれのこの様を楽しんでいるのだろう。

　だが、それも勇者の次の言葉で凍こおりつくことになる。

「ふたりも同学年だよね。わたしは菅かん田だ香か澄すみっていいます。ふたりもわたしと友だちになってくれませんか？」




　別れの挨あい拶さつを残して勇者──いや、菅田香澄の姿がドアの向こうに見えなくなると、三人は同時にその場にへたりこんだ。

「た、助かったんだな、おれたち……」

「波動を直接流しこまれたのはききましたが……命に別状はないようです」

「まだ眼がチカチカしとるわ。脳みそもメトロノームみたくなっとる。アゲそうや」

　脱力感と光の波動の衝しよう撃げきから立ち直るまでの時間を置いてから、源治が天井を仰あおいだ。

「予想外やったなあ。勇者に記き憶おくがないのは」

「そうですね。ぼくたちはごく自然に記憶を受け継いでいましたからね。例外があるとは思いませんでした」

「と、安心させておいて実は──みたいにいきなりドアが開くことはないよな？」

「それはないでしょう。彼女は校外に出たようです、もう波動は感じられません。それに、あれはウソをついている雰ふん囲い気きではなかった」

「そうやな、騙だましたりしてもしかたないもんな。おれらをやる気なら、土下座してるときでも波動にやられてるときでもいくらでも機会があったもんな」

「よく考えてみれば最初からおかしかったんですよ。ぼくらを始末するためにわざわざ転校してくる必然性がありません。車でも電車でも飛行機でも使ってこの街にきて、ある日突然ブスリといけばいいんですから」

　克昭の言うことはもっともだ。そんなことにも気づけないほど、先ほどまでのおれたちは動転していたというわけだ。

「親父の仕事で越してきた言うてたしな。転校してきたのは本当にただの偶ぐう然ぜん、てことか」

　そういうことなのだろう。確率云うん々ぬんの話をすれば恐ろしく低いだろうが、ゼロではない以上、起こり得てしまうのだ。

「おたつく必要なんかなかったんや。土下座までしていい恥はじさらしや。完全に変人と思われたわ。鉄てつ次じ郎ろう、おまえの責任やで。おれは最初から嫌いやって言ってたんやからな」

「嫌とは言ってないだろ。むしろノッてたじゃないか」

「いいや、ちゃんと言った」

「言ってない」

「言った」

　不毛な水掛け論をしていると、場をとりなすように克かつ昭あきが立ち上がった。

「ま、なんにせよです。こういうことなら勇者が現れてくれてよかったじゃないですか。これでぼくらは勇者がいつ自分たちを殺しにくるかと怯おびえることもなくなるんですから」

　確かに、勇者の所在が判明して、しかも当の勇者は記憶を失っているというのは考え得る最高の幸運に思える。思えるが──。

「ふたりはそれでいいけどな、勇者──菅かん田だはおれのクラスで、しかも席は隣となりなんだぞ。あげくに友だちになってくれだなんて、なにがよかったなんだよ」

「いいことやん。香か澄すみちゃん、可愛かわいかったし、性格もよさそうやん。あんな子と隣どうしなんて羨うらやましい限りや。おまえの人生にもやっとツキが回ってきたんとちゃう？　あやかりたいわ」

　急に勇者を慣れ慣れしく名前で呼ぶ源治。そのにやけた顔にむかっ腹が立ってきた。

「じゃあおれと代わるか？」

「遠慮しとく。おれはああいうちんまい女に興味ないんや」

　どうでもいいところで嗜し好こうを暴ばく露ろした源げん治じを克昭は真ま面じ目めな表情ではっと見やった。

「源治くんの言う通りです。ツイてるかもしれませんね」

「おまえまでそういうことを──」

「違いますよ、女性の趣味のことじゃありません。それに、はっきりと言わせてもらえば菅田さんの容姿はぼくのママよりも数段劣りますね。勝っているのは肌の張りぐらいです。だいたい、初対面の男性の手を取るなんて品がない証しよう拠こですよ。女性には品がなければいけません」

「ごめん、話を戻してくれるか？」

「失礼。──思いついたんです、菅田さんには勇者としての記憶がない、それが正しいとは限らないということにね」

「そんなことないだろ。おまえだってウソをついてる様子はなかったって言ってたじゃないか」

「はい、ウソはついていないと思いますよ。けど、こう考えることもできませんか？　勇者としての記憶は彼女の中で一時的に眠っているだけ。なにかの拍子に蘇よみがえるかもしれない、と」

　推測に部室がしん、となった。克昭はさらに続ける。

「だって、おかしいですよね？　ぼくらはちゃんと覚えているのに彼女は忘れている。そんな都合のいいことが起こり得るんでしょうか？　いえ、ひょっとすると起こり得るのかもしれません。けれど、ぼくらにはそれを知る方法がない。そして知ったときにはもう遅い」

「……なにかの拍子に蘇るって、なんの拍子なん？」

「分かるわけがないですよ。だけど、例えば──とても悲しく、辛つらいことが彼女の身の回りで起きたとき、というのはどうですか？　勇者が魔王打倒の使命に目覚めたときのようにね」

「使命に目覚めたときというと、家族皆殺しで記憶が蘇よみがえるゆうことか？　絶対にないとは言えんけど、そんなことまず起きんやろ。どんだけ凶悪な殺人犯が街に潜ひそんでるねんて話や」

「別に同じことが必要とは限りませんよ。眠っているものを起こすだけなら、ハードルはそれよりずっと低いはずですから」

　克かつ昭あきの言いたいことが理解できた。

「なるほどな、余計な刺激が与えられないように注意しろ、ってことか」

「そういうことです。クラスが同じならやりやすいでしょう。彼女が悲しむようなことが起きないよう、鉄てつ次じ郎ろうくんは眼を光らせていてください。そして、なにかあったらすぐにぼくらに教えてください。みんなで解決する努力をしましょう」

「分かった、そうしよう」

「あとは言うまでもないですけど、昔を連想させるようなものも危険です。ちょっとしたきっかけでそれまで完全に忘れたことを思い出すって、珍めずらしい話じゃないですからね。ぼくらが魔将でしたと悟られるのなんか論外ですよ。絶対にバレないよう、気をつけましょう」

　話がまとまったところで源げん治じはぼりぼりと頭をかいた。

「助かったと思ったらなにか面倒なことになってきたなあ」

「殺されるよりはマシだ」

「それはそうやけど……おまえは平気なん？　光の波動、今のおれらには結構きついで」

「殺されるよりはマシだ」

　克昭の推測が正しいならば、そういうことになる。なにせ、勇者としての記憶の目覚めはおれたちの死に直結する。光の波動で気分が悪くなるくらい、なんのそのだ。

　ただ、菅かん田だに触れることだけは注意しなければならない。光の波動を直接に流しこまれる。あれを長時間やられれば、それこそ命にかかわりかねない。

「ま、そら死ぬよりはマシやけどな。けど、あの波動をどうにかできればなあ……」

　それは無理な相談だ。おれたちにはどうしようもないし、菅田自身も自分がそんなものを放出しているとは夢にも思っていないはず。

　あれを無効化できるのは、たったひとりしかいない。

「魔王様、かあ」

　同じことを考えたのだろう。源治はそう、呟つぶやいた。

「どこにいるんでしょうね」

　この世界にきているのは間違いない。勇者が現れたことで、それは確信となっている。

　魔王様は、同じ世界、同じ時代にいる。だとするなら、かなうことならば──。

「絶対に会いたくないな」

　源げん治じの言葉におれと克かつ昭あきは深く深く頷うなずいた。
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　ひゃいっ、という悲鳴とともにおれは理科室の椅い子すから転げ落ちた。

　黒板にチョークをこすりつける音に重なって忍び笑いが立ちこめる。

　またやってしまった。まだ四限なのに、今日だけで二度目だ。始業式からの日々を含めれば何度やったかはもう数え切れない。

　おれは立ち上がると担任にして化学教師の鈴すず木き清きよ隆たか先生に頭を下げる。が、鈴木先生は教科書を片手に振り向いてみることすらせず、一片の個性も感じられない字で板書を続けている。この先生のこういう泰たい然ぜん自じ若じやくぶりは本当に見習いたい。どれほどの人生経験を培つちかえばこの域に達するのだろうか。

　それでも座り直してから鈴木先生の背中にもう一度頭を下げると、心配そうな視線を横から感じた。おれはそれにわざと気づかないふりをして、化学の教科書に集中しようとする。するのだが、できない。教科書の内容も先生の言うことも、頭に入ってきてくれない。

　やがて授業の終了と昼休みの開始を同時に告げるチャイムが鳴った。板書をぶつ切りにした鈴木先生が速くも遅くもない足取りで理科室から出て行った。

　ここ理科室は四階で、教室は三階。移動しなければならない。おれはやたらと重く感じる身体を立ち上がらせようとした。

「ねえ、北きた瀬せくん──」

　声をかけられておれは中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のまま、ゆっくりとそちらを向いた。声をかけてきたのは言うまでもなく、隣となりの席の菅かん田だ香か澄すみ。

「さっきも倒れたけど、大丈夫なの……？　保健室に行った方がいいんじゃあ……」

　声色には気遣い以外のものは含まれていない。菅田は本気でこちらの身を案じてくれているのだ。おれがときどき倒れるのが、光の波動を至近で浴び続ける不快感と緊張によるもの、つまり自分のせいであるということなど知るはずもないままに。

「平気だよ。ちょっと疲つかれがたまってるだけだから」

「でも、ほとんど毎日倒れてるよね……」

「う、うん。疲れをとる機会がないからかな……」

「お節介かもしれないけど、お医者さんに診みてもらった方がいいよ。病気だったら大変だよ」

　おれは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「教室まで歩ける？　よければ肩を貸すよ」

「い、いや、全然平気、この通り！」

　そんなことされたら本気で病院送りだ。おれは無意味に両腕でガッツポーズを作った。それから机の上の教科書を拾い上げてその場から逃げようとした。

「待って。教室まで一緒に行こうよ。やっぱり、心配だから」

　断りようがない。おれは菅田と連れ添って理科室を出ることになってしまった。

　菅田が転校してきてから一〇日が過ぎた。まだ短いつき合いだが、分かったことがある。この記憶を失った勇者の生まれ変わりは初日に受けた印象通りに穏おだやかな性格で、それに誰にでも優しい。そしてその優しさは、ときどきぶっ倒れるこのおれに対して主に発はつ揮きされる。本当なら感謝しなければならないのだろうが、そうやってかまってくるからなおさら辛つらくなる。

　菅かん田だが何事か話しかけてくる。おれは元気そうにやり取りをするしかなかった。




　肩を並べて歩くという、普段以上の近さから浴びせられ続けた光の波動。２─Ａの教室に着いた頃にはおれは身も心もぐったりになっていた。

「き、北きた瀬せくん、本当に大丈夫──あれ？　なんだろう？」

　菅田はふいになにかに気がついた声をあげる。見ると、先に教室に着いていたクラスメイトたちが黒板の前でひとだかりを作っていた。

「連絡事項でも張り出してあるのかな？」

「かもしれない、見てみようか」

　おれは菅田と一緒にひとだかりに紛まぎれこんだ。そしてうっ、とうめき声をあげてしまう。

　黒板にセロハンテープで張りつけられていたのは一枚の写真。写っているのは、苦しげに口を開けて椅い子すから転げ落ちるひとりの男子生徒。

　ずいぶんと歪ゆがませているが、見覚えがありすぎる顔だった。毎朝洗面所の鏡に映っている顔。

　被ひ写しや体たい本人の登場に気がついたクラスメイトの笑い声を浴びながら、おれは写真を引っぺがして教室を見渡した。犯人は分かっている。こんなことをするやつはひとりしかいない。すると案あんの定じよう、そいつは行儀悪く机に太い足を投げ出して、おれの方を眺ながめながら口元に笑みを浮かべていた。おれは小走りでそっちに向かって写真ごとどん、と机を叩たたいた。

「なんだよ、これ！」

「なんだって、見りゃ分かるだろ。北瀬、おまえだよ。よく撮れてるだろうが？」

　そいつ──駒こま場ば喬きよう平へいはまったく悪びれもせずにそう言った。

「そうじゃない、なんでこんなの撮って、しかも張り出してるのかって訊きいているんだ！」

「おまえのこんな間抜けヅラ、そう拝めはしないだろうからな。写真にして保存しときたくなるのもみんなに見せてやりたくなるのも当然だろ」

「当然って、おまえな！」

「怒んなよ。いいじゃねえか、見ろよ、みんなも喜んでるぜ」

　背後を指差され、おれは振り返った。黒板の前にいたクラスメイトたちがみんな、おれを見ていた。どの顔も笑っている。カメラ機能で写真を撮ったのか、笑いながら携けい帯たいをいじっている者までいる。

「みんなが喜ぶ絵を提供するのが新聞部。そうだろ？」

「やりすぎだ、プライバシーとかあるだろ！　だいたいいつ撮ったんだよ、あれ」

「三日前の化学の授業で。理科室の後ろでずっと待機してたんだ、おまえに気づかれないよう、息を潜ひそめてな」

「す、鈴すず木き先生にも気づかれなかったってのか？」

「眼が合ったけど、特になにも言われなかったな」

「そ、そうか。さすがだな、鈴木先生は……って、そんなことはどうでもいいんだよ！」

　なおも怒鳴ろうとすると、駒こま場ばは制するように軽い調子で言ってくる。

「注文をつけさせてもらえればな、転がりすぎだ、おまえは。せっかく撮ってもレア感がねえ。だからもう転がんなくていいぜ。ただの日常になっちまったら写真の価値がなくなるからな」

「こいつ……！」

　おれはさらに身を乗り出して詰め寄ろうとする。が、駒場は肉づきのいい体型に似つかわしくない素早さで椅い子すから飛び退すさってしまった。

「モデル代としてその写真は進呈するよ。遠慮はしなくていい、メモリーカードにある画像を印刷すりゃいくらでも増やせるからな」

　おれは駒場を思いっきり睨にらみつけたあと、写真を小さく小さく丸めて角のゴミ箱に投げた。落着するところまで追わないまま勢いよく背を向ける。こいつに構っていたら購買のパンが売り切れる。それでは昼飯抜きになる。

「おまえ、コントロールいいな。野球部にでも入ったらどうだ？」

　そんな声を背にかけられながら大おお股またで自分の机に向かった。カバンから財布を取り出した。

「北きた瀬せくん……」

　はっとして横を向くと、席に戻っていた菅かん田だのうかがうような顔があった。怒りのあまり光の波動すら忘れていた。気づいてしまうと鳥肌が立ってきて、同時に頭が冷めてくる。

「な、なに？」

「その……大変だったね」

　おれは肩をすくめて応える。平静になって考えれば写真を撮られたことぐらい、眼の前の人物が運んできたものに比べればずっと些さ細さいなことだ。

　菅田はおれの反応にわずかに戸惑った様子を見せたが、声を落として続けた。

「わたしはまだよく知らないんだけど、駒場くんって、どういうひとなの……？」

「どういうひともなにも、ああいうやつだよ。新聞部部長で、ちょっとでも面おも白しろいことがあるとなんでも写真に撮りたがる」

　短い説明はかなり省略してある。実は、新聞部としての駒場喬きよう平へいは結構な人物なのだ。持ちこみ禁止のデジタルカメラを常に隠かくし持ち、運動部が躍やく動どうするその瞬しゆん間かんから教師が滑すべって転ぶところまでチャンスを逃さずシャッターを下ろしまくる。カメラの腕だけではなく書く記事も面白いと評判だ。この男が潰つぶれかけていた新聞部に入ってからというもの、それまで誰も興味を持たなかった校内新聞が一気に名物と化した。

　廃部寸前だった部を立て直した新聞部の麒き麟りん児じ。一部ではそんな呼び方までされている。

　ただ、そんないいところまで説明してやる義理はない。おれは会話を打ち切ろうとした。しかし、菅かん田だはまだなにか言いたそうだった。

「そんなにおかしかった？　あの写真」

「あっ、ううん、写真はちょっとしか見てないよ。本当だよ」

「じゃあ、どうしたの？」

「北きた瀬せくんもみんなの前でああやって怒ることがあるんだなあって。相あい羽ばくんと浦うら川かわくんといるときはそんなことないけど、クラスではそんなにおしゃべりとかしないで、いつも静かにしてるから。ちょっとびっくりしちゃった」

　そういえばそうだ。このクラスであれほど感情をむき出しにしたのは初めてかもしれない。

　実のところ、おれはクラスにこれといった友人がいない。人づき合いが苦手だという自覚はある。かつておれがそうだった巨人族にそんな文化はありはしなかった。ほとんどの種族にあった恋愛という概がい念ねんすらなかった。それを今でも引きずっているかは自身では判断しようがないが、源げん治じと克かつ昭あきの前以外であんな風に大声を出したりするのは本当に珍めずらしいことだ。

「……もしかして、北瀬くんにもそういう面があるんだよって、駒こま場ばくんはみんなに教えてあげたかったのかもね。うん、きっとそうだ」

　菅田はひとり納なつ得とくするように言う。

　この記憶を失った勇者の生まれ変わりはただ優しいだけじゃない。

　とんでもなく、お人ひと好よしでもあるのだ。




　購買で入手したアンパンとカレーパン、それにパック牛乳を手にしておれは裏口から校舎を出た。昼休みは憩いこいの時間と決めているのだ。でなければ身がもたない。正面側の第一グラウンドと違い芝生の敷いてある第二グラウンドまで行った。ぽつんぽつんと置かれているベンチはほとんどが生徒で埋まっている。おれは端っこのいつもの場所に向かって歩き出した。

「おう、鉄てつ次じ郎ろう、今日もお疲つかれさんやな」

「お勤めご苦労様でした、の方が似合う顔してますね」

　先客のふたり、すでに昼食を摂とり始めている源治と克昭の座るベンチになにも言わずにどっかりと身を投げ出した。

「ちょっと、揺らさないでくださいよ。ママの愛情弁当をこぼすところだったじゃないですか」

　頬ほおを膨ふくらませた克昭を無視しておれは空を見上げた。今日も雲ひとつなく晴れ渡っている。太陽も憎々しいほどに元気満々で、気象学上では秋、などという言葉が虚むなしいぐらいに暑く、湿度も高い。光の波動よりはマシではあるが、爽そう快かいとはかけ離れた天候だ。

「どうやった、今日は。香か澄すみちゃん、悲しむようなことなかったやろな？」

　母親手製の爆ばく弾だんおにぎりを平らげた源治がいつもの通りにそう訊きいてきた。

「大丈夫だ。ああいう性格だからな、友だちはいっぱいできてるし、先生方からも好かれてるみたいだ。悲しむなんてことからはほど遠い学校生活だよ」

「油断は禁物ですよ。悲しみなんて人間関係だけじゃないんですからね。困ったことがあるようならすぐに手助けしてあげてください」

「分かってるよ」

　この一〇日間、菅かん田だが悲しむようなことは特になかった。というよりも、でき得る限り悲しむような事態は事前に防いできたつもりだ。迷ったりしないように転校してきた次の日に学校中を案内した。消しゴムを忘れたときは自分のを千切って分けてあげた。放課後のにわか雨に玄関で往生していたときはさりげなく傘を手渡した。昼休みの音楽タイムにスピーカーからドナドナが流れ出したときなどは、三人して放送室に乗りこんで大音量の六ろつ甲こうおろしに変えさせた。おれたちの不断かつ献けん身しん的てきな努力により菅田は実に快適な学校生活を送れているはずなのだ。

　おれはパンを食い尽つくすと牛乳をストローで一気に吸い出し、パックを荒々しく握り潰つぶした。

「ご機き嫌げん斜ななめみたいですね。なにかあったんです？」

　さっき教室であったことを言おうとして、やめた。こいつらにまで笑われるのはごめんだ。

「ま、光の波動を浴びまくってご機嫌な元魔物がいたら薄気味悪いですけどね。そのことでしょう？」

　少々ずれていたが、それも事実ではある。おれは頷うなずいた。

「授業もまともに受けられないからな。学生としてこれでいいのか、不安になってくる」

「でしょうね。勉強を取り上げられたら無になっちゃいますもんねえ、インテリは」

「インテリって、おれが？　別にそんなんじゃないぞ」

「嫌いや味みですねえ。夏休み前の校内テスト、ぼくも源げん治じくんも散々でしたけど、鉄てつ次じ郎ろうくんは何位でしたっけ？」

「……四位」

　そう、おれは勉強が得意なのだ。脳みそまで筋肉でできていたあの頃とは正反対に。この世界に生まれ変わり学校に通うようになって学問というものを知ると、おれはあっという間にその虜とりこになった。放課後、詩し吟ぎん部ぶの部室でやることと言えば勉強だった。家に帰ってからも勉強だった。義務的にやっているわけじゃない。おれにとっての勉強とはひたすらに面おも白しろいことなのだ。知らないことを知るということはわくわくして仕方ない。どうして多くの人間がこれをつまらないことだと感じるのか、理解ができないほどだ。そして勉強すればするほど、歴史といえば戦争ばかり、文明といえば魔法などというものに頼りきりで産業革命どころか火薬の発明もできなかった、かつての世界のレベルの低さに嫌気がさしてくる。

「けど、インテリってそういうもんじゃないだろ。もっとこう、勉強ができることとは違った頭のよさというかだな。それに、四位っていったってまだ上がいるわけで、いいや、そもそも勉強ってのは順位のためにやるものじゃなくてだな……」

「勉強できるひとはみんな頭がいいんです。頭のいいひとはみんなインテリですよ」

「そうやそうや、インテリなら光の波動を食らいつつでも勉強できるやろ」

　源げん治じまでがそんなことを言ってくる。

「ひとごとだと思いやがって。だいたい、おまえらだって散々だったって言うけど、克かつ昭あきは生物、源治は社会科全般が得意じゃないか。それはどうなんだよ」

「合ごう成せい獣じゆうでしかも神でしたからねえ、ぼくは。生命の神秘には憧あこがれてるんです。生物だけじゃなくて保健体育も得意ですよ。それ以外は特に憧れないのでやる気ないです」

「おれは魔界を統治する大だい公こう爵しやくやったからね、国の歴史とか政治経済とかは今でも興味あるんや。けど、興味があるから学んでるだけやで。別にお勉強してるつもりはない。一切ない」

「自信満々に言うな！　勉強は学生の本分だろうが」

　ふたりの不良学生ぶりに思わず大声が飛び出したが、ふたりはどこ吹く風という顔で聞き流して、昼食と一緒に持ってきていた小袋から携けい帯たい型のゲーム機を取り出した。慣れた手つきでイヤホンを装着して電源を入れる。

「おまえらな、学校はゲームの持ちこみ禁止だぞ。見つかって没ぼつ収しゆうされても知らないからな」

　そう注意してみてもひとつの効果もなく、ふたりはすぐにゲームに熱中し始める。

　おれは源治のやっているゲーム機を覗のぞきこんでみた。こういうのに疎うといおれでも知っている有名な作だった。伝説の勇者が悪の魔王を倒すという内容のものだ。

「元魔将のくせによくそんなのできるな……」

　呆あきれ声にも、どちらからも反応は返ってこない。

　このふたりだけのくせなのか、それとも誰でもそうなのかは知らないが、ゲームをやっているときのふたりの顔には表情というものがない。

　正直、ちょっとばかり不気味だ。

　おれはふたりから眼をそらし、ワイシャツのポケットから英文法帳を取り出して開いた。授業に身が入らないから合間の時間を利用して勉強するため、持ち歩くようにしている。

　書きものもちゃんとある。ボールペンだ。これは本当に素晴らしい発明品だと思う。かつての世界で紙に記すには、いちいちインクを用意しなければならなかった。それが、この世界ではこうも手軽に文字が書ける。ボールペンを初めて知った幼子だった頃のおれは大いに感動し、以来、どこに行くにも手放すことはない。

　そこでおれは眉まゆをひそめた。

　──紙は持たないのにペンだけ持つって、なにか新しいことわざを生み出せそうやね。

　──携帯電話のメモ帳機能を使えば済む話じゃないですか。

　源治と克昭にそうからかわれたことを思い出したのだ。

「アナログの魅み力りよくが分からんとはな……」

　そう呟つぶやいて、おれは英文法帳へと没ぼつ頭とうしていった。




「ふん、なんと他愛のないやつらだ。この程度の実力で挑いどんでくるとはな」

　そんなひとりごとを発したのは昼休みが終わる一〇分前ぐらいだろうか。集中しすぎると地の部分がつい口をついてしまうのがおれの悪いくせだ。

　我に返って英文法帳を閉じ、まだゲームをやっている源げん治じと克かつ昭あきを置いて教室に戻ろうかと思ったそのときだった。肌にぴりりとした痛みと不愉快さが走った。

「おい……」

　おれはそっと源治と克昭のふたりを小こ突づいた。

「なんや、いいところで。──って、なんか嫌いやな感じすると思ったら、あれ、香か澄すみちゃんやん」

「なにしてるんでしょうね、あんなところで」

　菅かん田だはふたりの女子生徒と一緒にいた。クラスメイトだ。話したことはないが名前ぐらいは知っている。吉よし川かわと岡おか島じまといった名だと思う。ふたりとも勝ち気な感じがするが、おれを除けば菅田とはクラスで真っ先に仲よくなった二人組だった。

　そんな三人が、校舎裏口のすぐ近くに植えてある大きな松の木を見上げているのだ。

「アカン、なんか困り顔しとるで！　様子見てみよ！」

　ゲーム好きのくせに視力のいい源治がそう言っていきなりベンチから駆かけ出した。おれと克昭も慌あわててあとに続く。

「香澄ぃ、ダメだ、降りてきそうにないよ」

「う、うん、そうだね、困ったね……」

　菅田たちから五メートルほど離れたゴミ入れの陰かげにしゃがみこんだとき、そんな会話が届く。
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「おい、困ってるみたいだぞ」

「やばいな、なんやろ」

「木がどうかしたんですかね」

　おれたちはささやき合いながら顔だけを覗のぞかせてみた。そして菅田たちが見上げているところへと視線を追わせてみる。すると、緑色に茂った松の木のずいぶん高いところ、枝に四本脚を器用にしがみつかせた、真っ黒い毛並みの太った猫がいた。

「ほら、猫ちゃん、こっちだよ」

「そんなところにいたら危ないって」

「降りてきなさいよ」

　菅田たちが口々に言っても黒猫は気にも留めないといった風ふ情ぜいで、なにが見えるのか遠くを眺ながめている。

「……話が見えてきたな」

　松の木の枝に登った黒猫を発見して、落ちたら危ないと降ろそうとしているのだろう。

「たいてい平気なんですけどねえ、ああいうの。風もないのにあれだけ太い枝から落ちることはまずないですし、たとえ落ちたとしてもあの程度の高さでどうにかなるようなら猫やめてしまえという話ですから」

　克かつ昭あきが小声で解説する間にも菅かん田だたちは届きもしないのに手を伸ばしたり、口を鳴らしたりして気を引こうとしている。が、黒猫が降りてきそうな気配は一向にない。

「やっぱり降ろすの無理だよ。なんだか気持ちよさそうにしているし、平気なんじゃない？」

「そうです、その通り。涼すずんでるだけです」

　岡おか島じまの言葉に反応した克昭の声は、もちろんおれたちにしか届かない音量だ。

「登ったってことは降りられるってことかもしれないしね」

「ますますその通り。ネコ科の身体能力を甘く見ちゃいけませんよ」

「そうだね。もうすぐ昼休みも終わっちゃうし、教室戻ろうよ」

「素晴らしい意見です。ぜひそうしてください」

「でも……待って、猫ちゃんを放っておけないよ」

「なんでそうなるんですか……」

　克昭の肩ががっくりと落ちた。おれはその頭を押さえつけるようにして身を乗り出した。

「まずいな、菅田の顔を見ろ。悲しそうになってきたぞ」

「やばい、こらやばいかもしらんで。よし、黒猫ならおれがなんとか──」

　源げん治じが言い終わる前に菅かん田だはもう一度黒猫に顔を上げて、それから眼を伏せた。

「猫ちゃんが木から落ちて怪け我がをするようなことになったら、わたし──」

　菅田の表情が悲しみの色を濃こくしかけた。おれたちはゴミ入れを蹴けり飛ばすような勢いでそこから飛び出した。光の波動の効果が強くなり不快さが増したが構ってはいられない。

「やあ、こんなところでなにしてるの？」

　何食わぬ顔でそう訊きいた。

「あ、みんな。実はね、猫ちゃんが木の高いところに登っちゃって、危ないから降りてって言ってるんだけど、聞いてもらえなくて……」

「そうなんだ、それは困ったな。よし、おれが呼んでみるよ」

　おれは源治に目配せをしてから自然さを装った足取りで松の木に近づき幹に手を当てた。女子三人の視線がおれだけに集中するのが分かった。そして、その後ろで源治が立てた指を黒猫に向けてゆっくりと回し始めたのも。それらを確認してから上方にこう呼びかけてみた。

「おい、みんな心配してるぞ。降りてきなよ」

　するとこれまで無反応だった黒猫がぴくりと動いた。面倒くさそうに枝から地面を見下ろす。すぐにしなやかな動きで幹に飛びついて、そのまま垂直に駆かけ降り──。

「痛い痛い痛い！」

　悲鳴をあげたのは後ろで指を回していた源治だった。黒猫は途中で幹を蹴けって源治の頭の上に乗っかり、そこで爪を研いだのだ。

「そこまでやれゆうとらんやろ！」

　源治が頭上に腕を伸ばしたが、空を切った。黒猫は素晴らしい運動神経で頭から飛び降りると、そのまま第二グラウンドの方へと駆け出してしまったのだ。

「待たんかい、こいつめ！」

　顔を真っ赤にした源治も手にしていたゲーム機を克かつ昭あきに押しつけて走り出した。黒猫は芝生の上で行儀よく待っていた。源治に待てと言われれば、待たざるを得ないのだ。

　が、到着すればその命令から解放される。黒猫はまたしても源治の頭の上に飛び乗った。

「痛い痛い！　爪研ぎやないで！」

　頭をかきむしると飛び降りて走り去る。髪をぐしゃぐしゃにされた源治はますます顔を赤くして追いかける。

　まだ生徒の残っている第二グラウンドがあっという間に騒がしくなってしまった。

　克昭がせき払いをひとつした。

「一件落着、ですね」

「そうなの!?　相あい羽ばくん、だ、大丈夫、なのかな……？」

「平気ですよ。猫大好きですから、源治くんは。ほら、楽しそうにしてるじゃないですか」

　源げん治じと黒猫は芝生の上を走っては止まりそしてひと悶もん着ちやく起こし、を繰り返している。楽しそう、と言われれば楽しそうに見えなくもない。

「う、うん、そう……だね。北きた瀬せくん、ありがとう、猫ちゃんを降ろしてくれて」

「どういたしまして」

　本当は礼を言われるべきは、今バターになるほどの勢いで駆かけずり回っている男なのだが、それを悟られるわけにはいかない。だからおれは素直にそう返した。

「まだ電源がついてますね、これ。消しといてあげましょうか」

　克かつ昭あきが押しつけられた携けい帯たい型ゲーム機の電源を落とそうとした。

「あっ、これ知ってる。最近出たやつじゃん」

　液晶画面を覗のぞきこんだ岡おか島じまがそう言うと、吉よし川かわが訊きいた。

「そういえば、香か澄すみはゲームとかやるの？」

「ううん、わたしはあんまり。特に複雑なのは苦手で……」

「これは結構お勧めだよ。むかし売れたやつの現代版だから。内容もすっごい単純。勇者が魔王を倒して世界を救うってだけの──」

　おれは思いっきりせきこんだ。この話題はまずい。余りにもかつての世界そのまんますぎる。

「違います、違いますよ！　これは宇宙を舞台にロボットで戦う人間ドラマゲームです！　ゾンビが出てくるグロテスクなシーンもあるので菅かん田ださんにはとてもお勧めできませんねえ！」

　力説すると克昭はゲーム機をそそくさとポケットにしまいこんだ。

「え、そんなんじゃないでしょ。あたしあのゲーム持ってるし」

「ていうかロボットとゾンビが出てくるって微び妙みように興味あるんだけど。なんていうゲームなの」

「そ、それは──」

　追及されて言い淀よどんでしまう克昭。その眼がなにか頼むようにこちらに動いた。

　おれは自分がするべきことを理解した。割りこむように一歩前に進み出た。

「吉川と岡島はゲームに詳くわしいんだ？」

「別にそういうわけでも。部活で忙しいし、売れてるやつをたまに買うぐらい」

「あんたはどうなの？　ガリ勉だからゲームなんてやらないっぽいけど」

「ガリ勉ってわけじゃないけど、確かにそれほどやらないかな──」

　そんな中身のない会話をし始めると、克昭の身体からだがすっと動いた。女子三人の背後、裏口のすぐ隣となりに設置してある水道に近づいた。水みず撒まき用の一〇メートル以上はあるホースがつけられているが、外さずに先端の方を自らの口元に持っていき蛇口をひねった。

　水が顔面に勢いよく噴ふん出しゆつし、ワイシャツの胸元まで濡ぬらして長身がのけぞった。

　なにをやっていやがるんだと苛いら立だったが、一応は口にも入っていたらしい、むせるのと同時に水が吐はかれた。きつい陽光にすぐに消えてしまうであろう痕こん跡せきが地面にできた。

　痕こん跡せきから湯気が立ち昇った。

「息抜きに使うぐらいならゲームもいいけど、勉強に支障が出るほど熱中するのは──うん？　なんだか急に暑くなってきたな。日射しが強くなったみたいだ」

　おれはわざとらしく空を仰いだ。熱源が地面に吐かれた水だと気づかれないために。

「うわ、本当だ。汗出てきた。強すぎでしょ、太陽。いつまで夏のつもりなの」

「さっさと中に戻ろ、肌が荒れちゃう。ほら、香か澄すみも早く」

「う、うん。じゃあ北きた瀬せくん、先に行ってるね」

　女子三人が裏口から校内へと消えていった。

　とりあえずの危機は回かい避ひされたと見ていいだろう。

　おれは三人の背中を見送ると息をひとつ吐く。

「ぼくらも戻りましょうか、暑いの嫌いやです」

「そうするか……」

　おれたちも校内へ入ろうとした。

「もう怒った！　おまえ、売り飛ばして三しや味み線せんにしたる！　絶対したるからな！」

　第二グラウンドの方から響ひびくそんな叫び声を丸めた背中に浴びながら、おれは思った。

　授業には集中できない。休きゆう憩けい時間にもこうして気を揉もむ。

　──これで、いいのだろうか？　こんな日々が、本当にこれからずっと続くのか？




「本当に続くんだよなぁ」

　歩きながらぼそりとそう言うと、両りよう脇わきの源げん治じと克かつ昭あきが急にどうしたとうさん臭くさそうな顔をしてきた。おれは別にと首を振って視線を前方へと戻す。

　下校時刻の今、学校から最も寄よりの駅へと続くこの道は生徒たちで溢あふれている。たいして広くもない小道を同じ制服を着た男女が列を作って歩いているのだ。夕方になってもまだ厳しい直射日光を浴びながら、整然さと雑然さを両立させて。

　この状況で周囲に怪あやしまれずに一定の距離を保って特定の人物を監視する。そんなことができるだろうか。できるはずがない。人物はあっという間に生徒の群れに埋まい没ぼつしてしまうのだから。ハードボイルド小説に出てくるような凄すご腕うでの探偵だって無理だ。

　が、おれたちにはできるのだ。なぜなら、相手が光の波動を放っているから。

　そう、おれたちは今、下校中の菅かん田だ香澄を尾行中だった。

　不快感をアテにして、様子をうかがう。帰り道で余計な刺激が与えられることのないようにと。これは毎日の日課として、詩し吟ぎん部ぶ部室でだべるよりも先にやっている。菅田は部活動には入っていないから、帰る時間が放課後すぐと一定しているのが幸いだ。

「女性を尾行するなんて気が引けますけど、なにせ命がかかってますからね。許してもらうしかないです」

　おれの独り言を勝手に深読みしたらしい克かつ昭あきがそう言った。

　もっとも、尾行というのは大げさかもしれない。おれたちがついて行くのは駅までだ。そこから先はさすがに遠慮している。もしも発覚したらストーカー北きた瀬せ鉄てつ次じ郎ろう容疑者のできあがりだ、学校生活が死んでしまう。だから自宅どころか電車通学の菅かん田だがどの駅で降りるかすら知らない。そう考えればやっぱり、尾行なんて大層な代しろ物ものでは断じてない……はずだ。

　──本当にいいのか、これで？

　おれは今日何度目か分からない自問を胸の内でしてみた。しかし、勉強のように明確な答えは出てこない。そしていつもの結論に落ち着くのだ。勇者が復活したら殺されるのだから、こうやって監視するしかないじゃないか、という結論に。

「むっ、なんかきたで。ほら、あれや、あいつ」

　駅まで残り一〇〇メートルほどのところで源げん治じがそう注意を促うながしてきた。見ると、前方の生徒たちが道の端はしに寄るようにしていた。その原因は、反対方向から歩いてくるひとりの男。この暑苦しい日射しの中で黒地に金の刺し繍しゆうが入ったシャツを着て、眼にはサングラス。髪は物理法則を無視するかのように強烈に逆立っているときた。道行くひとにこの男の職業はなんでしょうと尋たずねれば、チンピラあるいはヤンキーという答えが大半を占めるはずだ。

「まさか菅田に絡んだりしないよな、あの男」

「見た目はああでも誰彼構わず噛かみついたりするわけじゃないと思いますよ。……狂犬病にかかっていなければ、ですけど」

「声とかかけられたりせえへんやろか。香か澄すみちゃん、可愛かわいいしなあ。きっぱり断れるんやろか……心配やなあ……押しに弱そうやし……。ああ、アカン、アカンで。あんな男についていったらろくな結果待ってないで」

　が、そんな悲観的なおれたちをよそに男はあっさりと菅田の横を素通りした。

「狂犬病の予防接種、ちゃんとしていてくれたみたいですね」

　克昭が安心しきった声で言ったときだった。男は急に足を止めた。おれたちの前に、立ち塞ふさがるようにして。

「おい、そこの学生。なにガンくれてんだ、あぁ？　おれに文句あるなら聞いてやるからちょっとこいや」

　なんということだ。絡まれたのはおれたちだった。

　こいやと言われても、本当に行ったら肉体的接触が待ち構えているのは間違いない。おれは運動音おん痴ち、源治はちっこい、克昭は長身だが肉づきがよくない。要するにケンカ自じ慢まんはひとりもいない。昔とは、違うのだ。人間たちを恐怖のどん底に叩たたき落としていた、昔とは。

　そんなおれたちにできるのは、たったひとつ。

「す、すみませんでしたぁっ！」

　おれたちはばっ、と頭を下げるとすぐ脇わき、家と家の合間の細道に逃げこんだ。ひとひとりしか通れそうにないその道をそのまま我先にと走る、ひたすらに走る。

　細道を抜けてもまだ全力で走り続けた元三魔将が敗走を踏みとどまったのは、後ろに男の姿が見えなくなったときだった。

「予防接種、し、してなかったんですね。そうならそうと、言ってくれればいいのに」

「ほ、保健所や、保健所。飼い主の責任や、通報したれ」

「あいつが勇者じゃなくてよかった、勇者ならこういうとき、必ず追撃してくるからな……」

　全身を汗まみれにしたおれたちはしつこく後方を確認しながらそう言い、そしてはっとする。

「そうだ、菅かん田だを追わないと……」

「もう駅に着いたかもしらんな」

「だとしても、それを確認しないと安心できませんよ」

　おれたちは汗だくのまま引き返した。細道を戻り、あの男がいないのを確かめてから駅への道に入り直す。

　生徒たちでごった返す駅前に到着した。すると中に入るまでもなく例の不快さを感じておれたちはほっとした。不快感でほっとするというのも奇き妙みような話ではあるが。

「何事もなかったみたいだな」

「みたいですね。……戻りましょうか、学校に」

　おれたちはわずかな白けを感じながらも向かってくる生徒たちに逆らうように、翠すい晶しよう高校への道を辿たどりかけた。

　背後の光の波動の気配が動き出したのはまさにその瞬しゆん間かんだった。

　光の波動だけじゃなかった。駅から生徒たちがぞろぞろと出てきたのだ。

「な、なんだ？　なんで戻ってきてるんだ、みんな？」

「知らんけどなんかあったんや！　克かつ昭あき、香か澄すみちゃん見えるか？　おるはずや！」

「ええと──いました！　な、なんだか難しい顔をしてますよ！」

「難しい顔ってどんな顔だよ！」

「それは……困っているような、悩んでいるような……」

「か、悲しそうではないんか？」

「そうだと言われれば、悲しそうな……とにかく、声をかけてみます！」

　長身を活いかした克昭が上から菅田の名前を叫んで手を振った。おれたちは生徒の群れに揉もまれながら自転車置き場の方へと移動した。

「みんな、一緒の時間は珍めずらしいね。今日は部活動はお休み？」

「なにかあったのか!?」

　すぐに姿を現した菅田におれは前のめりになる勢いで訊きいた。

「う、うん。あのね、電車がね──」

「電車はどうでもいい、菅田のことを知りたいんだ！　困ってることとか、悩みごととか、なにかあるんじゃないのか!?」

「あ、あるけど、でも、そんな大げさなことじゃ……」

「どんな小さなことでもいいんだ！　遠慮なくおれたちに言ってくれ」

「じゃ、じゃあ……。ええとね、暑さでレールが歪ゆがんじゃって、それで、電車が停まっちゃったみたいなの。直るまでまだかかるみたいだから、どこで時間を潰つぶそうかなあって……」

「……それだけ？」

「そ……それだけ」

　申し訳なさそうに言う菅かん田だ。おれたち三人の身体が同時に、同じ方向へと傾かたむいていった。

「三人ともどうしちゃったの!?　大丈夫？」

　三〇度は傾いたところでどうにか身体を真っすぐに戻し、おれたちは揃そろって頭を下げる。

「お騒がせして、すみません……」

「う、ううん、よく分からないけど心配してくれたみたいで、ありがとう。……じゃ、行くね。この辺りまだよく知らないから、いい機会だと思って探検してみる。みんな、また明日ね」

　菅田は手を振ると踵きびすを返した。小さな背中が去りかけた。

　後ろ姿に力なく手を振ろうとしたとき、おれの胸をある想いがよぎった。

　ひとりで探検しているときになにかあったら……。

　そして思ったときには口をついていた。

「待ってくれ」

　菅田が振り返った。

「あ、まだなにか？」

「あのさ、この近くに喫きつ茶さ店てんあるんだけど、よければみんなでそこに寄っていかないか」

　源げん治じと克かつ昭あきの眼がさっと向けられてきたが、構いやしないだろう、おれは続ける。

「おれたち、ゆっくりと話す機会ってなかったしさ。それに、源治と克昭のことも友だちになったはいいけど、まだよくは知らないだろ。だから、探検はまた今度にして──」

　そこから先を言う前に、菅田の表情が変わっていた。花咲くような笑顔になっていたのだ。

「うん！　行こう！」

　おれも笑い返して菅田の隣となりに並んだ。それから源治と克昭を促うながそうとしたが、少しばかり意外なことにそうするまでもなくふたりとも肩を並べてきた。

「毒を食らわば皿までですか。そういうの、ヤケクソって言うんですよ」

　歩きながらささやいてきた克昭の声は嫌いや味みったらしかった。探検する菅田が心配なだけなら、今まで通りこっそりと後をつけていれば済む。一緒に喫茶店に行く必要はどこにもない。そう言いたいのだろう。ただ、それは本心からじゃないことははっきりとしている。

　もちろん、おれはヤケクソになったつもりはない。

　こう思ったのだ。

　記憶を失った勇者がおれたちの前に現れたのは動かしがたい現実。そして悲しませると記憶が蘇よみがえるかもしれない。なら、おれたちは自らの命のためにそれを防がねばならない。全力で菅かん田だに気を遣う。それはもう仕方のないことだ。

　しかしゴミ入れの陰に隠れてうかがったりとか、尾行したりとか、そんなのはやっぱり嫌いやだ。

　どうせ一緒にいるなら、もっと堂々と一緒にいたい。せっかく友人になってくれたのだから。

　光の波動は相変わらずこの身に食いこんでくる。肌に痛みはあるし、気分だって悪い。だとしても、これを至近から浴びる日は続く。なら、一緒にいても動転することのないよう、せめて奇声をあげて転がることだけはないよう、慣れを作っておく必要だってある。それは早いにこしたことはない。

　そして、源げん治じと克かつ昭あきも同じように思ったから、ついてきているのだ。

　四人で歩いていると菅田がふいにくすくすと笑いだした。

「急にどうしたんや、香か澄すみちゃん」

「実はね、電車が停まったって聞いたとき、みんなのところに行こうかなって思ったんだ」

「おれらのとこって、詩し吟ぎん部ぶ部室？」

「うん。でも、部活動の邪じや魔まだろうからやめておこうって。そしたらみんなと会えて、しかも一緒にって誘ってくれたから、本当に嬉うれしかったんだよ。ありがとう、みんな」

「なにゆうとるんや。おれらと香澄ちゃんは友だちやん。あんな狭い部室でよければいつでもきてくれてええんやで？」




　喫きつ茶さ店てんから出ると、陽はずいぶんと落ちていた。ほんの少し前までは明るかったのに今はかなり薄暗い。夏から秋に季節が変わる、その境目の頃にはよくあることだ。陽が落ちきるのも間もなくだろう。腕時計を見やると午後六時を回ってしまっていた。

「結構、長居してたんだな。あっという間だった」

「コーヒー一杯で粘っちゃったね、お店のひとに悪いことしちゃったかな」

「喫茶店はそれが商売です、気にすることないですよ」

「それよりはよ帰ろ。暗いの嫌いや、おれ」

　おれたちはコーヒーの匂におい漂ただよう喫茶店の軒のき先さきから歩きだした。

「ここから駅までどのくらい？」

「一五分ぐらいかな」

　今出たばかりの喫茶店は当初予定していた駅前のところじゃなかった。駅前の喫茶店は電車が停まって時間を潰つぶさざるを得なくなった翠すい晶しよう高校生徒、それに同じ駅を使う他校の生徒でぎっしりだった。ふたつばかり近くの喫茶店を回ってみたが、どこも似たようなものだった。それで仕方なく、閑かん静せいな住宅街にぽつんと店を構える喫茶店まで足を延ばしたのだ。

　住宅街の小道を歩きながら菅田がううん……と両腕を伸ばして言った。

「楽しかったあ。みんな、本当に面おも白しろいひとたちなんだもの」

　喫きつ茶さ店てんでの会話はそれなりに盛り上がったと思う。菅かん田だはよくお腹を押さえて笑っていた。ただ、笑ったのはおしゃべりでだけじゃない。おれたちの言動にもだ。冷房の効いた店内で冷や汗をだらだらとかきながらときおり挙動不審になって意味不明なことを口走るのがそんなにおかしかったのだろうか。

　……おかしかったのだろう。事情を知らない人間には些さ細さいなことにも大げさなリアクションをとる芸人とさして変わりがなかったように思う。

　ともかく、疲つかれはしたが、光の波動にもなんだか慣れてきた気がする。効果を受けなくなったということは全然ないが、それでも緊張しすぎて授業中に椅い子すから転げ落ちたり会話中に動転することはもうなくなるはずだ。それは、光の波動に慣れたというよりも菅田香か澄すみという人物がそこにいることに慣れてきたのかもしれない。

「それにしても、北きた瀬せくんは本当に勉強ができるんだね」

　翠すい晶しよう高校は菅田が以前通っていた高校よりも授業が少し進んでいるそうで、ついていくのが大変だという。そこからおれが勉強が得意なことに話題が及んだ。

「できるっていうか、好きなだけだよ。菅田は嫌いなの？」

「嫌いじゃないけど……得意ではないかな。時間をかけてもいまいち頭に入ってこなくて……」

「そうなんだ？」

「わたしって物覚えがよくないのかも」

「そんなことはないと思うけど」

「そんなことあるよ、ドンくさいもん、わたし……。そうだ、北瀬くん、もしよければ今度時間があるときにでも、分からないところを教えてくれる？」

　おれははっきりと頷うなずいた。

「こいつのことばんばん利用するとええよ。勉強だけが取とり柄えの男やもん」

「天は二物を与えずっていう格言の体現者ですよね。運動は苦手だし見た目はパッとしないしこれといった特技もない。勉強を取りあげたら無に返るようなひとですから」

　口を挟はさんできた源げん治じと克かつ昭あき。じゃあおまえらの取り柄はふたつ以上あるのかと怒鳴りかけたが、それを飲みこんでおれは意地悪っぽく言ってやった。

「源治は社会科全般、克昭は生物が得意だよ。これに限ってならおれより詳くわしいかも。分からない教科がそっちなら、このふたりに教えてもらうといいよ」

「う……うん、でも、数学と英語なんだ、特に苦手なの」

　おれはそれは残念と肩をすくめた。

「保健体育も得意って教えなかったこと、感謝します」

　克昭がささやいてきたが、別に気き遣づかったわけじゃない。おれだってそんなこと言いたくない。

　歩いているとあっという間に陽が落ちきった。明かりは街灯と家々の放つ光だけになった。

　いつも利用している駅は学校も接している大通りを渡った先にある。その大通りまではカクカクとした住宅街の小道を歩く。そうやって進んでいるときだった。前方の道が急に暗くなっていた。道みち端はたを照らす街灯は一本も立っておらず、面している家々からも明かりが漏もれていないのだ。が、特に思うようなことはない。大都会じゃあるまいし、この街ではさして特異な風景というわけじゃない。おれたちはなんとなく黙だまりこんだまま暗がりの中に入っていった。

「うん……？」

　暗い道を歩み始めてすぐ、右肩を指で何度か叩たたかれた。眼をくれると源げん治じがこちらを見ていた。いつになく真剣な眼まな差ざしをして。そのあごがしゃくられた。右側──ではなく、後方にだ。

　おれはさりげなく後ろを見やった。すると道の脇わきにつっ立つ電柱の陰かげに隠れるようにして、なにかが動いていた。年格好までは分からないが、どうやら人間だ。

　なにをしているんだろう……？

　頭をひねったが、分からなかった。ただ、こちらを探るような挙動をしていた気がする。だとしたらなぜ？

「こっちから行きましょうか、近いですから」

　克かつ昭あきがそう言っていきなり左に折れた。その声がわずかに硬かった。こいつも背後の誰かに気づいているのだ。

　折れた先も暗かった。しかも、さっきの道よりも暗がりは長く続いていた。

　源治か克昭のどちらかが小さく舌打ちするのが聞こえた。

　その道を少しばかり行ったところでまた肩が叩かれた。背後を見やるとまたしても電柱に半身を隠した何者かがいた。

　もう断言していい。こいつは、おれたちをつけてきている。

　なにが目的でおれたちを……？

　分からないがしかし、不審者というやつだろう。最近出たという情報は聞かないが、逆に言えば一年中出ているとも言える。そもそも電柱に隠れながら後をつけてくる、そいつが不審者ではなくなんだと言うのか。

　大声を出すべきだろうか。そう思った。玄関を暗くしている家が多いとはいえ、無人というわけでもないはず。家人が気づけば警察に通報してくれる。

「どうしたの？　みんな、黙だまりこくっちゃって……」

　菅かん田だが不思議そうにそう言った。なにも気がついていないらしい。それで大声をあげるのを取り止めた。不気味ではあるがただ様子をうかがってくるだけなら害もないのだ。無む闇やみに怖こわがらせることもない。

　おれたちはなんでもないよ、とだけ答えて少しだけ歩を速めた。

　が、すぐになんでもない、ことがないのが判明してしまう。

「おい、あれ……」

　おれは前方を親指で指した。不審者の影が今度は前方、二〇メートルぐらい行った先の曲がり角から覗のぞいていたのだ。いつの間に回りこんだのか。相手は相当に素早いと思わなきゃいけないらしい。

「新手ですよ──後ろのやつもまだいます」

　克かつ昭あきの低音で、そして低温の声が耳に響いた。言う通りだった。背後からの不審者は変わらず電柱の陰を伝ってきていた。そして前方に現れた不審者はどうやらふたりだ。

「嫌いやな感じがきとるわ。おまえらふたりもそうなんちゃうのん？」

　おれと克昭は源げん治じに同調して頷うなずいた。確かに、妙みような胸騒ぎがする。おれの消そうと思っても消しきれない地の部分、巨人族最強の戦士、その勘かんが、危険を告げている。

　理屈から言ってもそうだ。後方からつけて、それを不気味に思って曲がった先にもうふたりが待ち受けている。これで様子をうかがうだけなどあり得ない。練ねりこまれた計画的な行動であることは疑いようがない。そこまでする相手の目的はまだ分からない。ただ、おれだってニュースは観る。わけの分からない事件が毎日のように溢あふれている。本人に非がなくとも災難というものはやってくる時代なのだという知識はある。

　この道で唯ゆい一いつ立っていた電灯、ちかちかと点てん滅めつする明かりのもとで克昭が足を止めた。

「やりますよ、ぼくは。大声出しても警察がくる前にどうにかされたら意味ないですからね。菅かん田ださんと自分の身を守るためなら躊ちゆう躇ちよはしませんよ」

「本気か、おまえ？」

　驚いて訊きき返したおれに答えたのは源治だった。

「おれもやる気や。拳こぶし一いつ丁ちようでどうにかする自信なんてまったくないしな。おまえはどうや」

「そりゃないけど、しかし──」

　言いかけたおれに源治は眼を動かした。その先には菅田がいた。菅田に刺激が与えられるようなことになってもいいのかと、そう言っていた。

「……分かった、おれもやる」

　おれは民家のブロック塀の下に落ちていた小石をふたつ拾い上げた。克昭は通学用バッグからペットボトルを取り出して中身を口に含み、源治は片手を挙げ視線を宙にさ迷わせる。

「みんな、なにしてるの……？」

　戸惑った様子で訊いてきた菅田は三人の不審者──いや、襲しゆう撃げき者しやのことはまるで勘づいていない。光の波動は健在でも勇者としての記憶がないのだから仕方がない──おれたちとは違う。

「ごめん、菅田、どうしてもお願いしたいことがあるんだけど……」

「北きた瀬せくん、なあに？」

「えっと……眼をつぶって片足立ちでバランスをとるって大変なの、知ってる？」

「えっ？　……ううん、知らないけど、そうなんだ？」

「一分できたら凄すごいぐらい。菅かん田だはどのぐらいできるのか、なんだか唐とう突とつに気になって……今やってみてくれないかな？」

「うん、いいよ」

　菅田は素直にまぶたを下ろし、片足を上げた。

「わっ、本当だ、難しい……」

　ぐらぐらと揺ゆれながら、しかし上げた足をすぐに地面についてしまいそうにはない。自分のことをドンくさいと言っていたが、バランス感覚はいいようだ。

　固く眼を閉じた表情は真剣そのものだ。そのことに微び妙みような罪悪感が湧わいた。しかし、仕方がないのだ。見られるわけには絶対にいかない、過去に通じる力を。

　おれたちは片足立ちの菅田を挟はさむように陣じん取どる。克かつ昭あきが後方からつけていたひとりの方に、おれと源げん治じが前方に現れたふたりの方へと。

「おれと克昭は平気やけど、おまえが心配や。怪け我がだけはさせたらアカンで。取り調べ食らったら言い訳きかんからな。びびらせて追い払うだけやで」

「分かってるよ」

　おれと源治がそうささやき合ったところで幾いく匹ひきかのコウモリが上空を舞い始めた。

　点滅していた電灯がこのとき完全に消えた。

「そういやおまえ、こういうときにいつも口上述べてたよな。あれゆうてくれ。頼む。肩の力を抜きたいんや」

　仕方なく、おれはせき払いをひとつしてから菅田に届かないようにかすれた声で言った。

「小さくか弱き人間どもよ、このわしが直じき々じきに地獄の底へと叩たたき落としてくれる。せいぜい光栄に思うがよい」

　元魔界の大だい公こう爵しやくが思いっきり吹き出した。

「アカン、何回聞いても笑える。おまえの部下たちもおまえがそれ言うたびに笑いそうになるのこらえてたんと──」

　からかいはそこで中断された。おれたちの背後、克昭の方の襲しゆう撃げき者しやが行動を起こした気配があったからだ。おれはそっちを見やった。電柱から人影が飛び出してきていた。そいつは凄すさまじいスピードでこちらに向かってきていた。

　手にしている金属塊かいらしきものがぎらりと鈍にぶく光った。

「つ、冷た、冷たぁっ！」

　悲鳴じみた絶叫は水が克昭の口から霧状になって噴出される音が聞こえた一瞬後だった。その声はどこかで聞き覚えがあるような気がした。が、今はそんなことはどうでもいい。背後に気をとられた隙すきに前方からふたりの襲撃者が音もなく接近しつつあったからだ。

「それ行け！」

　先に反応したのは源げん治じだった。宙を指していた手が振り下ろされた。同時に羽音が聞こえた。上空で舞っていたコウモリが一斉にふたりの襲しゆう撃げき者しやの頭の上を飛び交い始めたのだ。

　足が止まりきゃあきゃあという悲鳴があがった。女のものだった。しかし、そのことにかまっている精神的余裕はまるでなかった。

「動くな！」

　おれは腕を振りかぶり、握っていたふたつの小石を一緒に投げた。手のひらは汗でべとついていたものの、狙ねらいが狂うことはなかった。小石はそれぞれふたりの顔面をかすめてブロック塀に激突し、ぱりんという音を立てて飛び散った。

　ふたりの襲撃者の膝ひざが崩くずれ落ちた。その場にへなへなとしゃがみこんだ。

　克かつ昭あきの方も動きはない。最初の一発で相手は戦意を失ったらしい。

　──おれたちの勝ちだ。

　おれは菅かん田だに振り返ろうとした。そのとき街灯が再び明かりを放った。

　光は今度は点滅することなく、襲撃者の姿を照らしだした。




　おれは呆ぼう然ぜんとなったと思う。

　街灯の下で明らかになったへたりこんでいるふたりの襲撃者、その顔に見覚えがあったからだ。そこにいたのは制服姿のふたりの女──ではなくふたりの女子生徒。吉よし川かわと岡おか島じまだった。

「お……おまえら……」

　ふたりは眼をまばたかせておれを見てくるだけだ。今なにが起きたのか分からないように。

「なんやおまえら、昼に香か澄すみちゃんと一緒にいた連中やん！　ていうことは、なんやなんや、身内の犯行かい！　おまえら仲よいふりして香澄ちゃんになにするつもりだったんや！」

　いきり立った様子で吉川と岡島に詰め寄る源治。それがふたりの瞳の焦しよう点てんを合わすことになった。ふたりはへたりこんだままだがはっきりとした強い調子で言ってきた。

「──なにって、あんたたちこそ香澄になにするつもりだったのよ！」

「そうよ、こんな暗い夜道に連れこんで！」

「……はぁ？」

　おれたちが菅田を連れこんだ？　なにを言っているんだ、このふたりは？

　背後から小さな悲鳴が聞こえた。首を回して再びあ然とした。もうひとりの襲撃者もまた知った顔だったからだ。吹きつけられた霧状の水が凍こごえるほど冷たいとは夢にも思っていなかったはず。それで混乱しすぎて呆ほうけてしまっている新聞部部長、駒こま場ば喬きよう平へいがデジタルカメラを手にそこにいたのだ。小さく悲鳴を発したのは菅田だ。騒動の気配を察して眼を開き、最初に見たのが濡ぬれネズミみたいになっている駒場の姿。そりゃあ、悲鳴のひとつもあげたくなる。

「こ、駒場くんですよね、こちら？　新聞部名物の？　な、なんでここに？」

　克かつ昭あきもひたすらおろおろとしている。

　そこで女子が声をあげた。

「こいつ、駒こま場ばじゃない！」

「なんでこいつがここにいるの！」

「え？　ふたりとも、こいつのこと知らなかったのか？」

「知ってるに決まってるでしょ！　新聞部のカメラ野郎！」

「こいつが一緒にいるってことは、あんたたち、香か澄すみの写真を撮らせようとしてたのね！」

　岡おか島じまのその言葉で吉よし川かわも怒りの形相になる。

「ま、待ってくれ、話が見えない。ふたりがここにいるのは駒場とはまったく無関係なの？」

「なに言ってんの！　あんたたちが駒場と一緒なら、なおさら香澄を助けなきゃって思ってんのよ！」

「いや、そういうことじゃなくて──」

「香澄、行こ！　怖かっただろうけど、もう大丈夫、あたしたちがきたからね。こいつらの顔を次に見るのは指名手配のポスターだよ！」

「あっ……」

　吉川に強引に手を取られて菅かん田だが引きずられるように歩き出す。それを源げん治じが追いすがった。

「待て、待て待て、なんや指名手配て！　通報しようと思ってたのこっちやで！」

「なに寝ね惚ぼけてるの、あんたたちのこと絶対に警察に突き出してやるんだから！」

「な、なんやて、品行方正で鳴らしとるおれに向かって、警察やて──」

　源治の顔が湯気が見えそうなほど赤くなった。吉川と岡島と源治が大声で言い合いを始めてしまった。その横では克昭が呆ほうけた駒場の襟えり首くびを掴つかんで必死に揺さぶっている。

「しっかりしてくださいよ！　証言がひとつ足りないからみんな混乱してるんです！　あなたがなんでここにいるのか分かれば全部解決するんです！　ねえ、正気に返ってください！　お願いですからぁっ！」

　おれの頭の上を種類は色々だが内容は似たり寄ったりの声が飛び交っていく。

　閑かん静せいなはずの住宅街の一角が一気に騒がしくなってしまった。

　このままだと本気で周辺住民に通報されるんじゃあ──。

「みんなやめてぇっ！」

　星の輝きもうっすらと見えてきた空に絶叫じみた声が響ひびき渡ったのはそのときだった。

　騒々しさが潮を引くようにして収まった。

　そして、駒場を除いた全員で金切り声をあげた人物──菅田香澄に視線を送った。

「ケンカはダメだよ……みんな同じ学校に通う友だちなのに……」

　おれは顔面から血の気が失われていくのを感じた。

　うつむいた菅田の頬ほおを涙がつたっていたからだ。
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　うるんだその瞳は──悲しみに満ちているとしか表現しようがなかった。

　源げん治じと克かつ昭あきの口がだらしなく開いていた。その膝ひざががくがくと震え出した。

　おれは静かにまぶたを伏せた。

　──もはやこれまでか。

　こんなところに落とし穴が掘ってあるとは思わなかったが、もうどうにもならない。

　おれは観念して、そのときを待った。

　菅かん田だが喉のどをしゃくり上げる音だけが聞こえてくる。

　それがずっと続いた。

　──まだなのか。あまり焦じらさず、ひと思いに蘇よみがえってくれ。覚悟はできている。

　念じてみても、まぶたの向こうでなにかが起きる気配はない。

　──おかしいな。まだか。いつまで待たせるんだ。

　そう思ったとき、別の声が聞こえた。

「なんかおれ、とんでもないタイミングで出てきちまったな」

　眼を開くと自失状態から立ち直った駒こま場ばがぼりぼりと頭をかいていた。

「そ、そう、あんた！　あんたはなんでここにいんの！」

　菅田の手を握ったままの吉よし川かわがさっそくとばかりに食ってかかった。

「なんでって──」

「北きた瀬せたちとグルで香か澄すみに悪さしようとしてたんでしょう！」

「グル？　違うぞ、ネタの独占のために取材は常に単独、それがおれのモットーだ」

「……そういえば、そんなことを校内新聞で書いてたわね。じゃあ、なんでここに──」

　三人はいぶかしげな眼を交わしたあとでお互いの事情を話し始める。

　駒こま場ばは駅までの道のりでおれたちがあのヤンキー風の男に絡まれた現場にいたらしい。これは面おも白しろいとあとをひっそりと追ったら、おれたちは駅で菅かん田だと合流した。妙みように楽しそうにしていて新聞のネタのにおいがするなと尾行を続ける。誰もが気づかなかったがあの喫きつ茶さ店てんにもやってきていたらしい。そして店を出てまたあとをつけていたらなにもないところで急に尾行対象が立ち止まった。なにか事件があったのだろうが電柱の陰からじゃよく見えない。それでバレるのを承知で近くでシャッターを下ろしてやろうと一気に走り出た……。

　岡おか島じまと吉よし川かわはふたりともこのすぐ近所に住んでいるらしい、ふたりが入っているバレー部の活動が終わって家への帰り道、角を曲がろうとしたときに菅田と男たちの声が聞こえた。こんな夜道にどうして香澄が男と、と角から様子をうかがっていたら何な故ぜかその場で足を止めた。もしかして悪さされてるんじゃと話し合っていたら向こう側から誰かがいきなり走ってきて、いても立ってもいられなくなって自分たちも飛び出した……。

　両方の話をそれぞれ要約するとだいたいこんな感じになる。

「──で、おまえらは？」

　おれはかさかさに乾いた唇でありのままを話した。後ろに尾行者がいたことに気づいたこと、道を曲がってみたら前方にも不審な影がふたつあったこと、それで待ち構えられたのだと思い立ち止まったことを……。

「結局、全員勘かん違ちがいしてたってわけ？」

「バカバカしいけど、そうみたい」

「わざわざ喫茶店で二時間以上も張ったってのに、くだらねえオチだな、おい」

　言い合う駒場たちの声からはすっかり毒気が抜けていた。

　その通りだ、理由は実にくだらなかった。なにが危機に対する魔将の勘だ、そんなもの、とっくの昔に錆さびついているだろうが。しかしもたらした結果は、とてつもなく重大なもの──。

「ううん、そんなことないよ」

　おれはごくりと息を飲んだ。声の主は菅田だったからだ。おれは肉体が拒否するのを懸命にねじ伏せて、ギギギ……と錆ついた音がしそうな動作で首をそちらに回した。

「ケンカの理由だって勘違いだったんだもの。こうやってそれぞれの事情をちゃんとお話しすれば、誤解を解ける。そのことが分かっただけでもとてもいいことだったと思う。ね？」

　そこにいたのは勇者ではなかった。泣き顔でもない。街灯に照らされていたのは笑顔だった。

「……まあ、そう言われりゃそうかもな。すまなかったな、あとをつけたりして。次は明るいうちにつけることにするさ」

「つけるのをやめなさいよ！　……でも、あたしたちが事情も聞かずに連れこんだなんて決めつけたのも、悪かったかも」

「もうちょっとで警察呼ぶとこだったしね」

　三人は誰からともなく頭を下げた。そしておれたちを見てくる。

　おれたち三人もぎこちなく頭こうべを垂れた。

「うん、これで仲直りもできたね。──それじゃ、帰ろうか」

「あたしたちも通りまでついてくよ」

「こいつらだけじゃなにするか分かんないしね」

「ま、またそんな──」

　菅かん田だは吉よし川かわと岡おか島じまと黄色い声でおしゃべりしながら先を行ってしまった。

　あとには男ばかりが取り残された。

　女子たちの背中を見やって源げん治じが言った。

「……どういうことや、これ。あれで勇者の記憶が復活しとるんか？　どう見てもちゃうよな。勇者なら問答無用でなで斬ぎりやろ、おれら」

「おかしいですね。かなり悲しんでいたようですけど。悲しみの量が不足だったんでしょうか」

「それはないやろ。あんな悲しそうな瞳、ドラマでも滅めつ多たにお目にかかれんで。おれらの誤解が解けたらあっさり立ち直ったみたいやけど、他人のケンカぐらいでなにもそこまで、ゆうぐらい悲しんでたと思う」

「なら、どうして……」

　おれはふたりの会話に割りこんだ。

「なあ、悲しみで記憶が呼び起こされるって推測したの、克かつ昭あき、おまえだよな」

「ええ、そうですけど」

「それ、見当違いだったんじゃないのか？」

「……え？」

「だってなんの根こん拠きよもないじゃないか。実際、菅田には記憶が蘇よみがえった様子はないし。そもそも勇者って悲しみで魔王様討とう伐ばつの使命に目覚めたのか？　そんな話聞いたことなかったぞ、おれ。ただ単に急に魔王様を倒したくなっただけなんじゃないのか」

「じゃあ、記憶の復活はどうやったら……？」

「知るかよ、おれが」

「なんや、ちゃうかったんか。なら振り出しやん」

　源治が大げさな手振りをして呆あきれた声を出した。

「しかし香か澄すみちゃんに気を遣いまくったこの一〇日はなんだったんや。克昭、分かっとると思うけどおまえの責任やで。埋め合わせ考えとけよ」

「なに言ってんだ、おまえだって疑いもしなかったじゃないか」

　ここで菅かん田だたちの方から笑い声が夜の空気を伝わって届いてきた。今のことをさっそく笑い話にしているらしい三人のおかしそうな声が。

　菅田に勇者としての記憶はない。悲しみで呼び起こされるというわけでもないらしい。ひょっとすると、どうあっても目覚めることはないのかもしれない。

　しかしおれたちの知るあの勇者のように、周囲の誰からも愛されるあの不思議な性質は内に秘められているようだ。ただしそれはきっと勇者のものではなく、菅田本人のものなのだろう。

「なあ、おい。ちょっといいかよ」

　ふいに野太い声をかけられた。せっかくの感傷的な気分が消え失せた。

「なんだ、駒こま場ば、まだいたのか。おまえもさっさと帰れよ」

「勇者とか魔王とか、なにしゃべってたんだ？」

「内輪の話さ。新聞のネタになるようなことじゃない」

「ふうん、ならいいけど。それよりよ、なんだったんだ、さっきのは？」

「さっきの？」

「だからさ、そっちのノッポで顔も綺き麗れいな──浦うら河かわ克かつ昭あきだっけ？　そいつの吹いた水霧が強烈に冷たかったんだよ。しばらくポカンとしちまうのも当然なぐらい、あり得ないレベルで冷たかった」

　おれは思わずあっ、と声をあげた。

　すっかり忘れていた、力を使っていたことを。

　克昭に限らずおれと源げん治じもやってみせた不可思議な現象。それは、かつての世界で魔将と呼ばれた怪かい物ぶつだったおれたちがこの世界に人間として生まれても、ほんのわずかにだけ残っていた力だった。

　魔界の主として数十万の悪魔を支配下に置いていた源治は、不吉といわれる動物、すなわちさっきみたいなコウモリ、昼休みに木の上にいた黒猫、それにカラスなんかに言うことを聞かせることができた。合ごう成せい獣じゆうとしてみっつの頭から氷や炎、毒なんかを吹くのが特技だった克昭は、口に含んだ液体の温度を変えたり生ゴミみたいな臭においをつけて吐はき出す力が残っていた。そして巨人として関取の腹回りよりも太い腕を活いかした投石を得意としていたおれは、手のひらに握ることができるサイズの物なら弾だん丸がんのようなスピードで、しかも針の穴を通すほどのコントロールで投げることが今も可能だった。

　かつておれたちが有していた力に比べると、ショボい。ショボすぎる。はっきり言って普段の生活で役に立つことはほとんどない。おれのはゴミ箱を手の届くところに用意しておく必要がないことぐらいしかありがたみがない。もっとも、これはまだマシな方だ。源治は寂さびしくなったときに猫を呼び寄せて気を紛まぎらわせたり……克昭は……なんだろう？　使えてよかったと思う機会はこれまでの人生で一度でもあったのだろうか？

　このようにショボくて役立たずな力。しかし、だとしても、この世界においては超常現象に変わりはないのだ。

「なあ、ノッポさん。なんであんなに冷たかったんだ？」

「そ、それはですね、ええと──。すみません、企業秘密でお願いします」

「なんだよ、隠かくされると余計に知りたくなってくるんだよな、おれ。口の中に秘密あんのか？　ちょっと開けてみてくれよ」

「勘かん弁べんしてください、歯並びには自信ないんで……。それより、デジカメは大丈夫でしたか？　濡ぬれてなきゃいいんですけど」

「耐たい水すいだ、心配しねえでいい。そんなことよりさっきのは──」

　こうなったときの駒こま場ばはしつこい。克かつ昭あきもたじたじになっている。

　おれがやった相手がこいつじゃなくてよかった。さっさとふたりから離れようとしたところで光の波動が接近してきた。菅かん田だが小走りで戻ってきた。

「みんなどうしたの？　吉よし川かわさんと岡おか島じまさん、待ってるよ」

「ああ、すぐ行くよ」

「北きた瀬せ、ちょっと待て」

　呼び止められて振り返った。

「おまえ、すげえ豪ごう速そつ球きゆう投げたよな」

「み……見てたのか？」

「やっぱりそうか。ポカンとしちまってたから見間違いかとも思ったんだがな。──で、ありゃなんだ？　菅田、おまえは近くで見てただろ？」

「ううん、眼をつぶっていたからちょっと分からない……北瀬くん、なにかしたの？」

　ふたりして好奇の眼を向けてくる。吉川と岡島までやってきた。逃げ場はないようだ。

　おれは少年時代に肩を壊した元ガラスのエース。克昭は親しん戚せきの悪役プロレスラーから毒霧殺法を伝授してもらった。そしてコウモリの群れは、コウモリ調教師の源げん治じが呼び寄せた。

　おれたちは必死にそうまくし立てるも、駒場も吉川も岡島も、信じてはくれなかった。そりゃそうだ。こんなふざけた理由、信じるのは相当なお人ひと好よしだけだ。

　そう、相当なお人好しだけ──。

「そうだったんだ！　よく分からないけど、すごいんだね、三人とも！」

　納得してしまった菅田の方がちょっと怖い。
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「お礼？　……なんの？」

　おれは放課後、詩し吟ぎん部ぶの部室を訪たずねてきた菅かん田だにそう訊きいた。

　──三人にお礼がしたい。

　菅田は源げん治じと克かつ昭あきへの挨あい拶さつもそこそこにそう言ったのだ。

「みんなはわたしに吉よし川かわさんと岡おか島じまさん、それに駒こま場ばくんともっと仲よくなるきっかけをくれたでしょう？　だから、どうしてもそのお礼がしたくて」

　本当に見当のついていなかったおれはああ、という声を漏もらす。

　あの日からもう一週間近くが経過している。おれたちの力について最初のうちは駒場が根掘り葉掘り訊いてきたが、ここ数日は他に興味のあることでも起きたのか訊かれることはさっぱりなくなっていた。だから、あの件はおれの中ではもう終わった話になっていた。それがまた持ち出されるとは思っていなかったので、お礼がしたい、という意味が分からなかったのだ。

「別に気にせんでいいで、あんなもん。おれらは香か澄すみちゃんのためなら火の中水の中やからな」

　源治がとぼけた調子で言うが、菅田は首を横に振った。

「そういうわけにはいかないよ。それに、みんなとまたゆっくりお話もしたいし。だからぜひ、家にきて欲しいの」

「香澄ちゃんの家に？」

「うん。引越しの片づけでバタバタしていたから誘うの遅くなっちゃったけど、どうかな？」

　三人で顔を見合わせると、源治も克昭もなんとも言えない表情をして首をひねっている。少なくとも、誘いを喜んでいるようには見えなかった。

　おれも同じだ。正直に言って、行きたくない。授業が終わってまで光の波動を浴びていたくないというのもあるが、改まってお礼なんて、どこか気き恥はずかしい。

「……やっぱり迷惑？」

　おれたちの表情を読み取ったのか菅田が小さく訊くと、克昭は慌あわてた様子で手を振った。

「いいえ、そんなことはありませんよ。お招き、実に光栄です。ねえ、鉄てつ次じ郎ろうくん？」

「え？　ああ、うん。そうかな」

　話を振られてそう答えてしまうと菅田の顔がぱっと明るくなった。

「本当？　嬉うれしいな。じゃあ、図書室で本でも読んでいるから、部活が終わったら呼びにきてもらってもいい？」

「えっ？　誘いって今日の話なの？」

「う、うん。やっぱり、いきなりすぎる……？」

　菅田はせっかちとは反対の方にいる。なのに、話がこんなにも急。意外と帰宅後は忙しかったりするのだろうか。引越しの始末でバタバタしていたそうだから、そうなのかもしれない。

「別にええよ、今日で。どうせ明日も明後日あさつてもおれらに予定なんかないしな。図書室で待ってることもない、行くんならこれからすぐに行こ」

「あれっ、部活動はいいの？」

「いつもだべってるだけでなにもやっとらんし。終わりたくなったときが活動終了時間や」

　身もフタもない源げん治じの言い草に、菅かん田だは戸惑った様子でおれの顔を見上げてくる。この机と椅い子すしかない部室を見て分からなかったのか？　という言葉をぐっと飲みこんで、おれは教えることにした。

「源治の言う通りで、活動らしい活動はやっていないんだ、うち」

「そうなんだ？」

「実は部ってのも自称で、学校的には生徒による自主的なクラブなんだよ。だから予算も下りてない。二年前まではちゃんとした部だったらしいから、そのときの部室をこうして使わせてもらってるけどね、本当はこれも無断なんだ」

「心は奥深い詩作世界に想いを馳はせてるんやけどね！　実際に詩し吟ぎんをひねり出すには予算と設備が必要なんや。ああ残念や、残念や」

　これはもちろん大ウソだ。二年生になってから三人で気軽に集まれる場所が欲しくなって、一昨年おととし潰つぶれた詩吟部に目をつけただけの話だ。源治が詩吟に興味を持ったことなど一度たりともないと断言できる。

「そういうわけで、ぼくらは今からでも構わないんです。もちろん、そちらの都合が悪ければ時間を置きますが、どうします？」

　克かつ昭あきに訊きかれ、菅田は少しだけ考える仕草をした。

「大丈夫、だよね。今日は五時間授業だから……」言いかけた菅田ははっとして言葉を切った。

「ごめん、なんでもない。──じゃあ、これからすぐでお願いしちゃおうかな」




　駅から出たおれたち四人は舗ほ装そうされた道路をてくてくと歩いていた。

　田舎いなかではないが都会とも言いがたいおれたちの住んでいる街は、だいたいみっつの地域に分かれている。新幹線も通っている大きな駅を核にして、オフィスビルやデパートが立ち並ぶ中心街。人家が多くを占める住宅街。それに広々とした田園地帯に工場や大型ショップが点在する郊外。このみっつがドーナツ状になって街を形成している。要するにさして特徴的なところはない、どこにでもある街だ。強しいて言えば、海沿いにあるから夏になると海水浴に気軽に行けるのが利点かもしれない。

　おれたちが通う翠すい晶しよう高校は中心街と住宅街の境界ぐらいにある。電車で通う生徒は多い。菅田もご多分に漏もれずそうで、自宅は学校最も寄よりの駅から電車で駅をみっつばかり越えて、そこから一〇分ほど歩いたところにあるそうだ。

　ちなみにおれ、源治、克昭の三人の家は駅をもうひとついったところにある。さすがに隣となりではないが、町内会が一緒ぐらいには近所だ。

　とにかく、普段なら通り過ぎるだけの駅で電車を降りて、アスファルトから照り返してくる午後の太陽に額の汗を何度もぬぐいながら菅かん田だ宅へと向かっているのだ。

　適当な世間話の最中にふと思いついて、おれは菅田に何気なく訊きいてみた。

「男ばかり三人も訪ねたりして、菅田の家族に迷惑だったりしないかな。ご両親とか、あまりいい顔をしないんじゃない？」

「平気だよ。お父さんもお母さんもいないから」

　返ってきたのも何気ない言葉。

　だが、おれは周囲の気温が急速に下がっていくのを感じていた。

　そうだった。

　おれはなんてことを訊いたんだろう。

　勇者の家族を皆殺しにしたのは──。

「お父さんは会社でいつも夜遅いし、お母さんもさっそくパートを見つけて働いているんだ。だから心配しなくても大丈夫。──あれ、急に立ち止まってどうしたの？」

「い、いや、なんでもない！」

　不審に思われない程度に菅田から距離をとっている源げん治じと克かつ昭あきの忍び笑いが聞こえた。そこを強烈ににらみつけてやってから、おれはまた訊いてみた。

「お母さんがパートさんなら、じゃあ、晩御飯はいつも菅田が作ってるんだ？」

「作る日もあるけど、いつもじゃないよ。パートは毎日じゃないし、それに、順番も──じゃなくて、ええと、あのね、あのね……」

　急にしどろもどろになる菅田。

　どうも、なにかまずいことを言おうとしたらしい。

　だが、深くつっこむ気は毛頭ない。言いたくないことのひとつやふたつ誰にでもあるだろう。それをいちいち訊き出そうとするほどおれの趣味は悪くない。

「しかし暑いなあ。もう九月も真ん中なのにこの暑さ、しつこすぎるで。身体からだが溶けでもしたらどうしてくれるんや」

　自販機で買った清せい涼りよう飲料水を一気飲みした源治がぼやくと、克昭も手で顔を扇あおぎながら言う。

「緑色の液体とかになったら参っちゃいますね」

　元合成獣が言うと冗談に聞こえないからリアクションに困る。

　ただ、今日が特に暑いのは事実だ。八月の夏真っ盛りの頃と同じか、あるいはそれ以上に、暑さで体力が奪うばわれていく。

　男三人はついにぜえぜえと口で息をし始めた。

　果たしておれたちはここまで虚きよ弱じやくだっただろうか。そんなわけがない、光の波動を放つ人物と一緒だから、なおさら疲ひ労ろうが早いのだ。現に菅田はそれほど疲つかれているようには見えない。

「家、すぐそこだから、もうちょっと頑がん張ばって」

　なにも知らない疲労の根源は元気よく励はげましてくる。

　すると、わずかだが、日射しが弱まった気がした。

　地面を見ても影に入ったわけじゃなく、空を仰あおいでも太陽が雲に隠かくれたわけでもない。

　ただの気のせいかとも思ったが、確かに暑さが和やわらいできている。

　それだけではない。疲労感が薄れてきた。乱れた呼吸も元通りに戻ってきた。

　それは歩を進めるたびに明確になってきて、もう気のせいで片づけることはできないほどだ。

　──まさか、菅かん田だが励ましてくれたからだろうか？

　かつての世界で勇者の檄げきは周囲の人間たちを奮ふるい立たせる効果があった。勇者の言葉は幾万の援えん軍ぐんよりも仲間を勇気づけ、どんな逆境からも立ち上がらせた。その現場はこの眼で何度となく見ている。それが、今も発はつ揮きされたというのだろうか？

「そ、そんなに見ないで……」

　恥はずかしそうな声でおれは我に返った。知らずのうちに菅田を見つめていたらしい。夏の暑さだけではない理由で赤くなった顔が文字通り眼と鼻の先にあった。

「ご、ごめん！　暑くてふらっときたみたいで」

　おれは言い訳をしながら慌あわてて菅田から顔をひき離した。

　危なかった。あのまま引き寄せられていたら変質者になるところだった。そして逮捕と裁判をすっ飛ばして刑はすみやかに執行され、光の波動を直接に──。

「あれ？」

　そこでなにかがおかしいことに気がついた。

　直接触れたわけではないとはいえあれだけ接近して、声をかけられるまでぼうっとしているなどということがあり得るだろうか？

　あり得るはずがない。光の波動は近づけば近づくほど強くなるのだから。あの独特の気持ち悪さがおれを襲おそい、そこで気がつくはずなのだ。

　なら、菅田から波動が出なくなった？

　それもないはずだ。波動は菅田が意識せずに放出している。そんなもの、止めることができるのかどうかすら怪しい。

　となると、答えはただひとつになってしまう。

　光の波動は、相そう殺さいされているのだ。

「なあ、猛もう烈れつに嫌いやな予感がするんやけど、おれの気のせいなんかな、これ」

「まさか、そんな、ねえ？　そんなこと、あるはずが……いいや、あってはいけない……」

　おれの考えが正しければ、源げん治じと克かつ昭あきふたりも疲労が薄れてきているはず。しかし、ふたりの声はそれをまったく感じさせない。

　そう。あってはいけないのだ。こんないきなり、なんの振りもなく、突然に光の波動が相殺されているだなんて、あってはいけない。あっていいはずがない。やっぱりただの、気のせいだ。光の波動は今も不快感と痛みとしてこちらに浴びせられて──。

「いな……い……」

　呼吸が浅くなる。眼の下の筋肉、それに喉のどがひくひくと震える。唐とう突とつと言うには余りにも唐突に襲おそってきた一大事。これはなにかの間違いだ、間違いなんだ。必死にそう言い聞かせながらも、ほんのひとつまみだけ残っていた理性が勝手に周囲を探り始めた。

　かつての力をちょっとだけ残しているとはいえ、おれは普通の人間だ。離れた人間を気配で感じるなんて、そんな芸当ができるはずもない。

　ただし、例外がふたつばかりある。ひとつは、光の波動を放つ人物。不快感を頼りにしてだいたいどのあたりにいるのかは探ることができる。そして、例外のもうひとつは──。

「お姉ちゃん！　おかえりなさあい」

　元気のいい声が聞こえた。おれはガラス玉みたいになっているであろう眼で見やった。すぐ右手の小ぢんまりとした家の扉が開いていて、そこから幼い表情をした女の子の顔が覗のぞいていた。
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「あ、茉ま那な。ただいま。約束通り、みんなを誘ってきたよ」

「ありがと、さすがお姉ちゃん！　けど、ずいぶん早かったね？」

「そうだね、学校が終わってからすぐに出たから」

「それなら電話をしてくれればよかったのに。まだ時間はあると思っていたから、居間、散らかったままだよぅ」

「そ、そうなんだ？　じゃあ、あがってもらう前に片づけないと。すぐに終わるよね？」

「うん！　お姉ちゃんと一緒ならあっという間だよ」

「じゃあ、済ませちゃおう。──ごめん、急いで片づけてくるから、ちょっとだけここで待っててね」

　言い残して菅かん田だは扉の奥に消えていった。隙すき間まから覗のぞかせていた女の子の顔も見えなくなる。

　あとには三人が取り残された。

　立ち尽つくしたまま、なにも言えない三人が。

　玄関の軒のき下したに、たった一陣の風が吹いた。

　湿しめり気たっぷりの生暖かい空気が頬ほおをなでていった。

　それでおれは、どうもこれは現実であるらしいということを悟った。両りよう脇わきのどちらにともなく言った。

「おい。おれは今、どんな顔をしているのかな」

「知りません。見たくもないです。ぼくの顔も見ないでください。見たら絶交です」

「茉那っていうみたいだな。それに、お姉ちゃんって言ってた。菅田の妹さんだったんだな」

「仲のいい姉妹のようですね。仲がいいのはいいことです。とてもいい」

「セーラー服着てるのが見えた」

「近くの中学校の制服ですね。可愛かわいいって評判です」

「中学校か。ということは、中学生だな」

「ええ、中学生ですね」

　次の言葉が出てこない。それ以前に自分が今どんな会話をしているのかすらよく分からない。想像をはるかに超える現実に頭がついていっていないのだ。だからといっておれの想像力が貧困というわけではない。いったい誰が想像できるというのだ。

　闇やみの一族を切り従えて人間世界に侵攻し、恐怖と支配をあまねく地に振りまき、おれたちがゴミのようにやられた勇者を相手に一歩も引かなかった、魔王様。

　その魔王様が、勇者の妹になっているなどと。

「ああ、用意しておくんやった、辞世の句……」

　誰かがそう、力の抜けきった声で言ったのが聞こえた。




「じゃ、お茶を淹いれてくるから、みんなはソファにかけていて」

　言い残して菅田が居間から姿を消した。

　玄関で五分ほど待たされたおれたちは菅田に案内され、菅田家の居間へと入りこんでいた。

　洋風の居間は格別に広いわけではないが、散らかっていたという言葉がウソのように小こ奇ぎ麗れいな印象を受ける。

　それに、配置された家具もいい。よく分からないが、住人のセンスってやつが伝わってくる気がする。

　特に、音楽コンポを載せているあの木製の棚たながいい。テレビの海外ドラマで似たようなものを見かけたことがある。あのドラマは確かイギリス製だから、あの棚もイギリス様式ということになるだろう。おれの目利きによると、それなりの値段がするはずだ。ひょっとすると、現地の職人による手造りの逸いつ品ぴんかもしれない。

　それに、角に置かれた背の高い照明も素敵だ。なんとなく、品がある感じがする。今は消えているが、明かりを点つけたらきっと、見事に居間全体を照らしてくれるんだろう。

「どうしたの？　そんなところでつっ立ってないで、座っていいよ」

　幼さを残した声が、現実に立ち返らせる。

　これぐらいの逃とう避ひは許して欲しかった。でなければ、問答無用の現実に立ち向かう気力がわいてこない。

　促されるまま楕だ円えん形けいのテーブルを挟はさんで置かれている、三人がけのソファに座った。その場所は、菅かん田だ茉ま那なの真正面。

「ほら、そっちのふたりも！」

　源げん治じと克かつ昭あきも能面のような顔をして、のろのろとした動作で同じソファに腰を下ろす。

　三人は顔を伏せ、なにも置かれていないテーブルの上から視線を動かさない。

　茉那の顔が直視できないのだ。

　全身の毛が逆立ち、鳥肌が立っているのが分かる。外はあれだけ暑かったのに、ここはあまりにも寒い。しかし、クーラーがききすぎているというわけじゃない。

　本来であれば、この人物──魔王様の放つ闇やみの波動は、おれたちのようなものには活力を与えてくれる。今はお茶を淹いれにいった菅田の光の波動と大半が相そう殺さいされているが、それでもこちらの方が少しだけ近い。わずかに残った波動は心地よさとともに肉体に染みこんでくる……はずなのだ。

　しかし、今のおれたちは心地よさなんか、どこにも感じてはいない。

　おれたちの心を占めているのは、ただひとつだけ。

　菅田茉那、すなわち魔王様への恐怖。

　それしかない。

　クーラーの音しか聞こえてこない居間に、声が響ひびいた。

「なんか暗いなあ、三人とも。お姉ちゃんからは面おも白しろいひとたちだって聞いてたんだけどなあ」

　魔王様のご期待に背いている──。

「申し訳ございません！」

　気づいたときにはおれたちはソファから身を乗り出してテーブルに額を擦こすりつけていた。

「ちょ、ちょっと、いきなりなんなの？」

「みんな、お茶を──わわっ、またやってる！　みんな、顔を上げて！」

「そうだよ、上げてよ！　わたしがやらせたみたいじゃないの」

　おれたちは油の切れたロボットのような動きで顔を上げる。

「ふう。──ねえ、お姉ちゃん。お姉ちゃんにもこうしたって言ってたよね。このひとたちって土下座が趣味なのかな？」

「そ、そんなことはないと思うけど……でも、もしかすると好き、なのかも？」

「どっちみち変人だね」

　ひそひそと、しかしおれたちの耳まではっきり届く声で話すふたり。

「と、とにかく、みんな、お待たせ。お茶を淹いれてきたよ」

　菅かん田だはトレイに載せたアイスティーのカップをテーブルの上に並べていく。そのうちのひとつに茉那がさっそく口をつけた。

「うん、今日もおいしいっ。お姉ちゃんはお茶を淹れる天才だね」

「もう、お世辞ばっかり。──あれ、みんな、もしかして紅茶、嫌いだった？」

　おれたちは無表情のままで髪を振り乱さんばかりに首をぶんぶんと横に振った。ぎこちなく手を伸ばし、赤茶色の液体をカップの半分ぐらい喉のどに流しこむ。おいしいらしいが味はまったく分からない。

　カップを置き直すと、ふたりはまたひそひそ話を始める。

「……いつもこんなに暗いの、このひとたち」

「え？　う、ううん、そんなことないよ。でも今はちょっと疲つかれてるみたいで……」

「三人して眼が死んでるよ」

「つ、疲れてるからだよ、きっと……」

　茉ま那なはさっ、とおれたちに眼を戻すと改まった口調で言った。

「わたしはお姉ちゃんの妹で、菅田茉那といいます。中学三年生です。よろしくお願いします」

　おれたちはなにも返せなかった。

「よ、ろ、し、く！」

「……よろしくお願い致します」

　死人のような声でやっと返事をする。

「挨あい拶さつぐらいちゃんとしようよ。疲れててもそれぐらいできるでしょ」

「ま、茉那、そんな失礼なこと言っちゃダメだよ。みんなに会いたいって言ったのは茉那でしょう？　ほら、謝らないと」

「……はあい、ごめんなさい」

　克かつ昭あきが生気のない瞳を菅田に向けた。

「あ、うん、実を言うと今日のお誘いはね、茉那の発案なんだ。みんなのことを茉那に話したら、ぜひ会いたいから家に連れてきて欲しいって。──ね、茉那、みんなに言いたいことがあるんだよね」

「あったけど、言う気、なくなっちゃったよ……」

「そんなこと言っちゃダメだよ。みんなもせっかくきてくれたんだから。ほら、ね？」

　茉ま那なはおれたちをうさんくさそうな眼で眺ながめたあと、やおらこう言った。

「お姉ちゃんがいつもお世話になってます。妹としてお礼を言います。ありがとうございます」

　感情のこもっていない、投げやりで、棒読みな、お礼の言葉。しかし、その言葉はおれの心を大きく揺さぶった。

　──魔王様が礼を述べただって!?　唯ゆい我が独どく尊そん、自分以外のすべてはゴミ以下としか思っていない、あの魔王様が!?

　脳を見えないハンマーでぶん殴られて、それを機に思考が一気に動き出す。

　待て、待て、待て。なにか、おかしくないか。礼を言っただけじゃない。さっきはよろしくと挨あい拶さつをされた。しかも、そのあとはなんて言った？　そう、菅かん田だに促されたとはいえ、ごめんなさいと言ったのだ。魔王様が謝るなんて、あり得るか？　いいや、絶対にあり得ない。絶対に、絶対にだ。

　だいいち、魔王様が勇者の妹に収まっているなんて幾いくらなんでも異常すぎる。魔王様が光の波動に気づいていないはずがない。この世界では姉だろうとなんだろうと、さっさと始末してしまうのが魔王様じゃないのか。それが、どうも菅田のことを慕したいきっている様子。

　──これはまさか、ひょっとして。

　おれはちらりと上うわ目め遣づかいで茉那の顔を盗ぬすみ見る。表情は二歳上の姉に比べればずいぶんと幼い。が、顔立ちそのものはやはりよく似ている。

　そして──そして、似ているのは顔だけではないのでは？　境遇も菅田と、いや、勇者と同じなのでは？

「なに？　わたしの顔になんかついてる？」

　視線に気づいた茉那が不思議そうに問いかけてきた。おれは意を決した。

「……茉那、さん」

「うん？」

「おれはお姉さんの友人の北きた瀬せ鉄てつ次じ郎ろう。どうもはじめまして。よろしくな」

　目玉が飛び出るんじゃないかと思うほどに眼を開いて源げん治じと克かつ昭あきがおれを見る。魔王様になんて口のきき方を、と声に出さずに言っている。

「うん、はじめまして。なんだ、ちゃんと挨拶できるんだ」

　眼を何度かまたたかせてから軽い口調で応じる茉那。顔からどっと噴き出てきた汗をぬぐいながら、おれは賭かけに勝ったことを知った。

　やはり、やはりだ。魔王様も勇者と同じ事態になっている。

　かつての世界の記憶を失っているのだ。

「ほら、そっちのふたりも名前ぐらい教えてよ。お姉ちゃんから聞いてるけど、自分から名乗るのが礼儀でしょ」

　源げん治じと克かつ昭あきはおれと茉ま那なの顔を金魚みたいに口をパクパクとさせながら交互に見やったあとで、震える声でそれぞれ名乗った。ふたりも名前のあとに『はじめまして』と加えたが、茉那がそれに特別な反応を見せることはなかった。

　身体中の力が抜ける。勇者のときのようにバンザイをする気力もない。嬉うれしさはあのときと勝るとも劣おとっていないはずなのに、心を占めるのは助かったという想い、ただそれだけだ。

「うんうん、三人とも、緊張してただけなのかな？　お姉ちゃんに妹がいたのがそんなに意外だった？」

「そ、そうだね。菅かん田だはそんなこと、教えてくれなかったから」

　菅田は申し訳なさそうに口を開こうとした。それをかばうように茉那が言ってくる。

「わたしがお姉ちゃんに言わないでって頼んだの。だって家に妹がいるって知ったら誘いを遠慮されるかもでしょ。──じゃあお姉ちゃん、さっそくだけど、いい？」

「もう？　わたしはいいけど、みんなはどうかな……」

「緊張も解けたみたいだし、いいと思うよ」

　おれはなんのことかという視線を菅田に向ける。

「あのね、茉那がひとりでみんなとお話をさせて欲しいって」

「菅田抜きで？」

「そう。学校でお姉ちゃんがどんな感じか、色々と聞きたいもの。でもお姉ちゃんがいると言えないこととかあるよね？　だからお姉ちゃんには自分の部屋に行ってもらって、わたしがひとりで話を聞くことになってるの」

　なってるの、と言われても、気が乗るわけがない。記憶がないことが判明したとはいえ魔王様と話しこむなんて、恐おそれ多すぎる。

　が、どう断ったものかと思案しているうちに話が進んでしまう。

「それじゃあお姉ちゃんは部屋に行ってて。すぐに終わるから」

「う、うん。ごめんね、みんな。ちょっとだけ茉那の相手をしてあげて」

　茉那は背中を押すようにして菅田を居間から追いやってしまった。記憶がなく、姿も話し方もあの頃とはまるで違うのに強引な性質だけは同じらしい。この招待の話が急だった理由もなんとなく読めた。きっと茉那が今日すぐにでもと菅田を押し切ったのだろう。

　茉那は再びソファに腰を下ろすとテーブル越しにおれたちをじっ、と見てくる。値踏みをするような視線だった。

　おれたち三人はまたなにも言えなくなってしまう。

　お姉ちゃんのことを聞きたいとのことだがなにを言えばいいんだろう。魔王様抜きにしても、友人の妹というだけでよく知りもしない人物と話さなければいけないこの状況はなんとも気まずい。

　しかし、逆に考えればチャンスとも言えるか。勇者と同じで魔王様にも記憶がない。いったいなぜなのか、答えを茉ま那なから得ることができるかもしれない。ひいてはなにをどうすると記憶が復活してしまうのか、そのヒントも掴つかめるかもしれない。

　どう話を進めればいいかを考えながら、おれは慎しん重ちように言葉を選んで口を開こうとした。

「それで、どうなの、状況は？」

　言いかけたところでじっと見てくるだけだった茉那がそう訊きいてきた。

「……状況？」

「そう。状況を報告してよ」

「報告って……なんの状況を？」

「なにって、決まってるじゃない」

　茉那はここでにやりと笑うと、言った。

「世界征せい服ふくの進しん捗ちよく状況。わたしがなにをしにこの世界にきたか、忘れたわけじゃないよね？」
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　その言葉の意味を理解したとき、源げん治じと克かつ昭あきが上を向いた。口をぽっかりと開き、眼から黒い部分がなくなっていた。どうしたと訊きこうとした次の瞬しゆん間かんには天井が正面に見えていた。なぜだろうと思うよりも先にすべてが遠くなった。




　遠くから呼ぶ声が聞こえた気がして、おれは眼を覚ました。

　どうやら眠っていたらしい。

　嫌いやな夢を見た。

　魔王様がなぜか勇者の妹になっているという夢だ。

　夢にしてもあまりに現実離れしていて、しかし冗じよう談だんとしては笑えなさすぎる。

　が、夢ならそれでいい。こうして眼を開いてしまえば、霧む消しようするだけの存在でしかないのだから。おれはそう思いながら身体を起こそうとした。そのとき、腹のあたりから奇き妙みようなものが生えているのが見えた。白くすらりと伸びたそれは、人間の脚だった。おれはまだはっきりとしない頭で脚の先を追った。そこにはスカートがあって、セーラー服があって、そして苛いらついた表情の女の子の顔があった。その顔は、まさに夢に出てきた──。

「起きなさいよ。招かれた先で気絶するなんて失礼でしょ」

　低い声とともに足に力がこめられ、ぐいと腹部が押される。それで意識がはっきりとした。

「夢じゃない!?」

　おれは上半身を起こした。慌あわてて左右を見ると、源げん治じと克かつ昭あきも起き出したところだった。そしてふたりは視線を茉ま那なにやり──抱き合いながら文字通り震えあがった。

　その様子を見た茉那はため息をつくと、呆あきれたように首を振った。

「色々言いたいことはあるけど、とりあえず、ちゃんと座って」

　おれたちは揃そろってソファの上で正座をした。頭の中は混乱しきっている。菅かん田だの妹が魔王様で、でも魔王様は記憶を失ってるみたいで、でも世界征せい服ふくについて問いかけてきて。

　つまり、魔王様は忘れたふりをしていただけなのだろうか。それとも、あの一言だけはやはり夢だったのだろうか？

「あのう──」

「あのねえ──」

　ふたつの声が重なる。おれは自分のタイミングの悪さを呪のろいながら身を小さくした。

「なに？　そっちからでいいよ」

「いいえ、そちらからで……」

「そっちからでいいって言ってるの」

「では、失礼しまして……単刀直入にお訊ききしますが、お、覚えていらっしゃるのですか？」

「なにを？」

「ですから、その……昔のこと、とかを。例えば、生まれる前のこと、などを……」

　答えを聞くのはやはり怖くて言葉を濁にごすおれに対して、茉那ははっきりと頷うなずいた。

「覚えてるよ、当然。わたしが魔王で、あんたたちが部下だった頃のことだよね」

　眼の前がシャッターを下ろしたかのようにいきなり真っ暗になった。

「ちょっと、話が進まないでしょうが！　起きなさいよ！」

　その怒声でおれははっ、と意識を取り戻した。

　また気を失ってしまったらしい。

　そして眼の前にあるのはまたしても怒り顔の女の子。菅かん田だ茉ま那なだ。

　ということはさっきの言葉もやっぱり、やっぱり、現実……。

　記憶がないふりをしていたのは魔王様のお戯たわむれだったのだ。そう結論づけた瞬しゆん間かん、おれ、そして源げん治じと克かつ昭あきは行動に移していた。ごん、ごん、ごん、とリズミカルにテーブルに頭を打つ音が三度、菅田家の居間に響ひびく。

「知らぬこととはいえ申し訳ございません！」

「魔王様に対して生意気な口をきいたこと、どうか御ご慈じ悲ひを！」

「二度と致しません、誓います！」

　おれたちは泣き叫びながら、何度も何度も額をテーブルに打ちつけた。

「ちょっ……大声出さないでよ！　お姉ちゃんに聞こえちゃう！」

「いいえ、お許しが出るまでは！」

「我ら、軍団長の地位を返上し、一兵卒からやり直す覚悟です！」

「愚おろかな我らにどうぞ、どうぞ哀れみをくださいませ！」

「やめてってば！　──いい加減にしろおっ！」

　嘆たん願がんを上回る怒声がした。みっつの頭が火を点つけられたロケット花火のような勢いで上がる。

「今度、土下座とかしたら……許さないからね。特にお姉ちゃんの前では絶対にやめて」

　おれたちはひたすら首を縦に振るしかなかった。

　茉那はソファに座り直すと、改まった口調で言ってきた。

「どうせ誤解してるだろうから言っておくけど、わたし、もう世界征せい服ふくとか興味ないからね。本当はあんたたちに会うのも嫌いやだったんだから」

　おれは一瞬、思考を遠くへと連れ去られかけた。それほどに意外な宣言だった。

「本当、でございますか？」

「当たり前じゃない、誰が好き好んで昔のわたしのことを知ってるひとに会いたがるっていうの。お姉ちゃんから転校早々に土下座してきたひとたちがいたっていう話を聞いたときのわたしの気持ち、あんたたちに分かる？」

「い、いえ、そこではなく──世界征服に興味がない、と？」

「ああ、それ。うん、もう興味は全然ない。これっぽっちもないよ」

　おれは心が大きく揺れ動くのを感じた。

　魔王様が征服に興味がない、というのが信じられなかったのだ。

　あらゆる闇やみの一族をひざまずかせただけでは飽あき足らず、ついには人間勢力にまで侵攻した、あのとどまるところを知らない支配欲の持ち主が。

「なによ、その顔は」

「あまりにも意外すぎまして……。疑うわけでは決してありませんが、またお戯れということは……？」

「この世界で一五年も生きていれば考え方も変わるよ」

　こともなげに茉ま那なはそう言った。

「で、では、先ほどはどうして世界征せい服ふくのことをぼくらにお尋たずねになったのですか？」

「冗じよう談だんのつもりだったの！　本気にされるなんて思わなかったんだもん」

　頬ほおを膨ふくらませる茉那。その冗談とやらでみっつ分の心臓を停めかけたことは気にもとめていないようだ。

「まさかとは思うけど、あんたたちはまだ世界征服したいわけ？」

　おれたちは同時に力いっぱい首を横に振る。

　そんなつもりがあるはずもない。

　確かに、この世界に生まれ変わったばかりの頃はそれなりに、やる気もあった。わしの身体が成長したら見ておれ人間どもと、暗い想いを秘める嫌いやな赤子だった。

　しかし両親の愛を受けながらごく真っ当な人間として育てられていくと、そんな考えはあっという間に薄れていった。近所に生まれて同じ幼稚園に通っていた源げん治じと克かつ昭あきの前ではやる気があるように見せかけていたが、もうこのふたりが疎うとましく感じるほどだった。

　そして学校に通うようになり世の中のことがぼんやりと見えてくる歳としになると、今度はそこに物理的に無理だという想いが加わる。

　──アレキサンダー大王にもチンギス・カンにもナポレオンにもできなかったことがどうしておれたちにできるんだよ。そもそも世界征服ってどうすりゃいいんだ？　この国のトップに立って世界各国に軍事侵攻すりゃいいのか？　まず選挙に勝てないだろ。じゃあ、クーデターを起こして政権の打破？　いやいやそれをやるだけの同志をどうやって揃そろえるんだ。だいたい、まかり間違ってトップに立てたとしても宣戦布告したその日にアメリカから飛行機が飛んできて終わりだろうが。無理無理、世界征服なんてまさに子どもの夢。そんなことを企たくらむやつはおとぎ話の世界の中だけで充分だ。

　こうしておれは昔のことはすっぱりと忘れ、この世界でごく普通の人間として生きようと決意した。そして過去を捨て去るために源治と克昭に自分の心境と決別を告げたところ、ふたりは安心したような顔でこういったのだ。「だよね」と。

　それからというものは第二の人生を真っ当に満まん喫きつすることに努めて、この歳に至っている。いいことばかりでもないが、平和で穏おだやかで、でもそれなりに刺激もあって、学問に打ちこめて。戦いと血に彩いろどられていただけの第一の人生よりは数百倍は豊かだった。

　だからこそ、恐ろしかったのだ。

　いつか、勇者がおれたちを追って現れることが。

　そして、魔王様が世界征服の尖せん兵ぺいを改めておれたちに命じる日がくることが──。

「じゃあいいんだ。あんたたちの根性じゃそんなところだろうとは思っていたけど、念のため、釘を刺しておきたかったから。世界征せい服ふくなんてバカなことをまだ夢見てたら承知しないよって。わたしはもうどうでもいいんだから」

　しばし過去に思いを馳はせていたおれの耳に、茉ま那なの声が届く。

　茉那の表情はあっけらかんとしたものだ。しかし、おれにはどうしても信じられなかった。それは先ほど記憶を失ったふりに騙だまされたから、というだけではなく、かつての所業を知っているからだ。

　心中が顔に出てしまったのか、茉那の眼が細まる。

「あんたたち、わたしの言うことが信じられないんだ」

「信じたくてたまらないのですが、信じろという方が無理、かと……」

「あっ、ひどい言い草」

「ご自身がかつてなされたこと、思い返してくださいませ……」

「むっ、そりゃあ、昔のわたしはちょっとだけ凶暴だったかもしれないけど……」

　ちょっと？　これはもしかして笑うところなのか？

　おれの内心をよそに、茉那は急に胸を反らしてしたり顔になった。

「そう言うだろうと思って、ちゃんとわたしのことが信じられる証しよう拠こを考えておいたんだから」

「証拠、ですか……？」

「そう。要するに、あんたたちは昔のわたしを無む慈じ悲ひで冷れい酷こくな悪そのものだと思ってる。だから今のわたしの言葉も信用できないんでしょ？」

「はあ、まあ……」

「でもね、それは大きな誤解。あの頃のわたしだって、優しいところはあったんだから」

　そう言って茉那はびしっ、と指を差した。その先には、克かつ昭あきがいた。

「あなた、魔界の王でしょう」

　自信満々で間違った茉那に、克昭は戸惑いがちな愛想笑いを浮かべて答えた。

「いえ、ぼくはその、合ごう成せい獣じゆうでして……」

「え？　あれがこんなに格好良くなっちゃったの？　いかにも『失敗作』って感じだったあの謎なぞの生き物が？」

「し……失敗作？　神だったのに、失敗作……。親衛軍団長だったのに、失敗作……」

　どんよりと暗くなった克昭を無視して指が動いた。

「じゃあ、魔界の王は──」

　宙をさ迷った指がおれを指そうとしたところで、源げん治じがおずおずと手を挙げた。

「自分です……。ついでに、王やなくて大だい公こう爵しやくです……」

「うん、やっぱりね。さっき間違ったのはただのシャレだからね。でもおかしいな、王じゃなかったっけ？　一番偉えらいのが大公爵ってヘンだよね。王はどこにいったの？」

「おれが王でしたけど、魔界が魔王様の軍門に降くだったときに王の位は返上しました……」

「あれっ、そうだったっけ？　なんでそんなことしたの？」

「王がふたりとは我が慢まんならん。が、我が帝王を名乗るのは地上のすべてを支配してからと決めている。よって貴様が降格せよ。そうおっしゃられたやないですか……」

　この事件はよく憶おぼえている。源げん治じはそれまで存在しなかった、王と公爵の中間の大公爵をわざわざ新設させられてまでその位についたのだ。はるか古代から続いた由ゆい緒しよ正しき魔界の王家が潰つぶれたに等しく、魔界の地のみならず闇やみの一族すべて、そして人間世界までが震しん撼かんした。

　茉ま那なは瞬まばたきを繰り返していたが、ふいに右手で口元を押さえて気まずそうな顔になった。どうも本気で忘れていたらしい。

「あ、そうだった、そうだった。うん、今からでも王を名乗る？　わたしは構わないよ？」

「いいですよ、もう……。領土も家臣もないのに王になっても……」

「そ、そう。謙けん虚きよなんだ。わたしも無理にとは言わないけど」

　ここで茉那は気を取り直すようにせき払いして、声を張り上げた。

「そんなことはどうでもよくて！」

　魔王軍に組みこまれてからの源治の原動力は魔界の王の座に返り咲くことだった。それだけを念じて戦っていたのは誰の眼にも明らかだった。それも魔王様にとっては『そんなこと』にすぎなかったというわけだ。

「魔界の大公爵！」

「なんですか？」

「あなた、わたしに謀む反ほんを起こそうとしたことがあるでしょう」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉だった。おれは思わず視線を横にやった。そこには口をぽかんとさせた源治の顔があった。その向こうの克かつ昭あきと眼があった。視線で知ってるかと訊きくと、いいやと首を横に振ってきた。

　そんなやり取りを知らず、茉那は得々と続ける。

「あなたはわたしに魔界を奪うばわれた恨みから謀反を企たくらんだ。けど残念、全部、お見通しだったの。すぐにでも処刑して、あなたの悪魔軍団は帰ってくる見こみのない戦線に残らず送ってやろうと思ったけど、直前で踏みとどまった。どうしてか分かる？」

「……知りません」

　茉那はここぞとばかりに胸を張る。

「それはね、そんなことしたらあんたが可哀かわいそうだったから！　どうせあんたじゃわたしに勝つことなんてできないんだし、もう少し様子見してあげてもいいかなあ、って思ったの！　どう、これで分かった？　わたしも血も涙もないわけじゃなかったって。もしわたしがあんたたちが考えてるみたいな優しさのかけらもない魔王だったら、あんたはここにいないんだからね」

　得意げな茉ま那な。おれはまた視線を横にやってみた。源げん治じの頬ほおが病人のように青白くなっていた。その血の気のない唇が動いた。

「その……慈じ悲ひをくださったのは感謝しますけど……企たくらんだことないです、謀む反ほん……」

「隠かくしてもダメ。わたしは全部知ってるんだから。今さらどうこうしようなんて思ってないから、ほら、白状しちゃいなさい」

　源治の上半身がふらふらと揺れ始めた。

「さ、逆らうようですが、魔王様にウソはつけません。本当に知らんのや。本当や……」

　気の毒すぎて聞くに耐たえなくなってきた。

　茉那もようやくおかしいことに気がついたのか、きょとんとした表情になった。説明を求めるように克かつ昭あきの方を見た。

「源治くんの言葉にウソはありません。少なくとも、ぼくはそんな事実は知りません……」

「え？　いや、だってほら、上陸軍団長、覚えてるでしょ？　海かい賊ぞくあがりのあの半魚人。あいつが悪魔軍団の動きが不穏って……」

「覚えています。しかし、彼は源治くんの地位と功績を妬ねたんでいるふしがありましたから……」

　克昭の言葉で思い出した。確かにあの半魚人は源治のみならず、おれや克昭を見る眼もおかしかった気がする。当時のおれは格下の視線などいちいち気にしない性質だったから断言できるわけではないが。

「ちょっと、合ごう成せい獣じゆう！　わたしがあいつに騙だまされたって言いたいの？」

「いえ、彼にそんな度胸があるとも思えません。魔王様をだますなど、発覚すれば一いち族ぞく郎ろう党どう皆みな殺ごろしにあってもなお余りある罪ですから。大変言いにくいのですが、ちょっとした密告、例えば悪魔軍団が上陸軍団と揉もめ事を起こしたとか、その程度の報告が魔王様の中で膨ふくらんだ結果ではないかと……」

　恐る恐る克昭が告げると、茉那は腕を組んでなにやら考え始めた。そしてややあって思い出したような顔つきになって、こう呟つぶやいた。

「そういえば、謀反とまでは言ってなかった、かな」

　肩からふっと力が抜けると同時に、隣となりからうめくような声が聞こえた。

「あんなに頑がん張ばったのに、え、えん罪で処刑されるところやったんか、おれは……。助かったのは魔王様の気まぐれのおかげか……」

「……いや、ね？　これは違うの。これもただの冗じよう談だんなの。久しぶりの再会だし場を和なごませようかなあって思っただけ。わたしがあんたたちにきてもらったのは、こんな話をするためじゃなくて──」

　茉那が最後まで言う前に源治の眼が裏返り、身体がソファからずり落ちていった。




「完全に眼を回していますね」

　倒れたまま動かない源げん治じの顔を遠慮のない手つきで叩たたいたりつねったりしていた克かつ昭あきがそう報告すると、茉ま那なは呆あきれかえったように首を振った。

「こいつ、本当に魔界の王、じゃなくて大だい公こう爵しやくだったあいつなの？　魔界の貴族たちがこの有あり様さまを見たら情けなさで泣き出しちゃうかもね」

「そこらへんはぼくからはなんとも……」

「ま、いいや。起きてたらそれはそれでうるさそうだし、こいつにはこのまま寝ていてもらおう。わたしがこれから話すこと、あんたたちがあとで伝えて」

　そう言うと茉那はふう、と息をひとつ吐はき、それから真剣な表情になって話し始めた。

「わたしがあんたたちを呼びつけたのは、昔話をするためじゃない。あんたたちにどうしても伝えておかなければいけないことがある。──お姉ちゃんのこと」

「な、なんでしょうか？」

「その前に訊ききたいけど、あんたたちはお姉ちゃんを何者だと思ってる？」

　おれは克昭と視線を交わしたあとで答える。

「前の世界の記憶を失った勇者、と……」

「半分は正解。でも半分は違うよ」

　分かりにくい言い方に、おれは眉まゆをひそめる。

「順を追って話そうか。まず、わたしが次元の境目を抜けたのは勇者とほとんど同時。けど、この世界に生まれたのはわたしの方が二年ほどあと。これは理解できる？」

　おれは頷うなずいた。これは実例があるから分かる。上下左右も前も後ろも、そもそも時間が未来に向かって流れているのか否かすらも不確かなあの空間。仕組みは分かるはずがないが、同じときに抜けたからといってそれがこの世界でも同じ時間であるとは限らないということは知っていた。おれと源治と克昭の三人もだいたい同時に次元の境目から抜け出したはずだが、同日同時間にこの世界に生を受けたわけではもちろんないからだ。

「そして、生まれ落ちたわたしはこの世界の自分の姉が勇者だとすぐに知った。当然、勇者も妹がかつての宿敵だと気づいた」

「ええと、お姉様は菅かん田ださんではなく、勇者なのですか……？」

「うん。その頃はまだね」

「よく分かりませんが……それで、勇者はどうなったんです？」

「どうって、そりゃあ、わたしと戦ったよ。魔王と勇者が出会えば戦う以外になにするの」

「ぜ、〇歳と二歳なんですよね？　いったいどうやって？」

「波動と波動のぶつけ合いで」

　魔王様と勇者以外にはまるっきり想像できないことを言う茉那。

「で、その戦いはわたしが勝ったわけだけど──」

「な、なんとおっしゃいました？」

「え？　どの部分？」

「戦いは、どうなったと……？」

「わたしが勝ったけど、それが？」

　短い答えにおれは思わず絶句してしまう。

「……なに、その意外そうな顔は。まさかわたしが負けるとでも思ってたの？」

「い、いえ、そうではありませんが……勝ったんです、か？　あの勇者に……？」

「うん、勝ったよ。波動を操る戦いならわたしの方が断然上だもん。光の波動の放出を制御すらできない勇者に負けるはずがないでしょ」

　おれはかつての世界での最さい期ごを思い出していた。魂たましいだけの怨おん念ねんとなって源げん治じ、克かつ昭あきと一緒に勇者に取りつこうとして、光の波動にあっさりと弾はじかれたあのときのことをだ。その勇者の波動をして負けるはずがないと言ってのける茉ま那な。おれたちだって実力は魔王に次ぐとか言われてそれなりに別格だったはずなのだが、魔王様はさらに規格外であることを改めて思い知らされる。

「けど、魂までを完全に消しよう滅めつさせることだけはわたしにもできなかった。そのへんはさすが勇者ってところかな。それで、記憶に封印をかけることにしたの。二度と昔を思い出すことがないように、強力な封印をね」

「じゃあ、菅かん田だは……」

「お姉ちゃんはすべての記憶を失った勇者の上に生まれた人格。けど、普通は二歳のときのことなんか覚えてないよね。だからお姉ちゃんのすべてがお姉ちゃん。どう、理解できた？」

　急に喉のどが渇かわいてきた感じがして、おれはアイスティーの残りをぐいと飲み干した。カップを置いて中途半端に頷うなずいたところで、克昭が茉那に訊きいた。

「魔王様が直じき々じきに封印をされたということは、勇者の記憶が目覚める可能性はまったくない、ということでよろしいのでしょうか……？」

　その質問におれははっとする。そうか、そうなるのか。悲しみで復活するだのなんだの、今までの心配はなんだったのかということになるが、そうであるならそれが一番に決まっている。が、茉那は顔を曇くもらせて首を振った。

「そうとも言えないの。──闇やみの波動を止めてみるね」

　茉那は肩から力を抜く仕草をする。すると、おれの腕に鳥肌が立った。胸にはわずかだが不快感がこみあげてくる。

「ほら、感じるでしょ？　二階の部屋にいるお姉ちゃんが放つ光の波動。これが出ているということは、勇者の力はまだ健在。記憶も封印されているだけで、お姉ちゃんの中に存在はしている」

　言葉を切った茉那がまぶたを下ろし、わずかに眉まゆをひそめた。それで鳥肌と不快感が消え去った。闇の波動の放出が再開されたのだ。

「勇者の記憶が復活したってまた戦って勝てばいい。でも、そうなったときにお姉ちゃんはいなくなる。勇者に記憶を上書きされて」

「上書きって、菅かん田だの記憶がなくなるということですか？」

「そう。記憶が勇者のものに置き換わって、これまでこの世界であったことは全部忘れちゃう。つまり、お姉ちゃんはどこにもいなくなるの。封印は簡単には解けないはずだけど、前の世界のことをお姉ちゃんが知ったりすれば、それで魂たましいが揺れ動いて封印が外れることになるかもしれない。だから、あんたたちは絶対にお姉ちゃんの前で前の世界のことを話したりしないで。そういう世界があると認識させるのもダメだからね。お願い。それが言いたくて、今日はあんたたちにきてもらったの」

　おれと克かつ昭あきは神しん妙みように頷うなずいた。『忘れているから思い出すきっかけを与えないように』というおれたちの必死の気遣いは、結果的には大正解だったわけだ。

「それなら、平気です。勇者だったことを思い出すかもしれないと、昔の世界のこともおれたちの過去のことも、一切、話していませんから。これからもするつもりはありません」

「うん、そうして。勇者が復活してもいいことなんて、なんにもないからね」

　そこでおれはあることを思い出した。かつての世界のことを認識させてはいけない、その命令をすでに違反しているかもしれないということを。

「実は、魔王や魔将という単語を覚えているかと、訊きいてしまったことがあるのです、が……」

「聞いたよ、お姉ちゃんから。それは大丈夫だと思う。変人がヘンなことを言い出しただけだから意味なんかないってごまかしておいた」

「残ってるかつての力を使ったりもしました。眼をつぶってはもらっていましたけど……」

「そっちはかなり危ない。前のあんたたちが持ってた力にちょっとだけとはいえ関係してるんでしょ。でも、幾いくらなんでも言われなければ気づかないほどショボいし、お姉ちゃんはあんたたちのふざけた言い訳を心の底から信用してくれてるみたい。だから言い訳自体を疑うことがない限りは平気のはずだよ」

　ショボくてよかったと安心しかけたが、茉那は眼光を鋭するどくして続ける。

「ただし！　一回限りだけだから平気なのかもしれないからね。もう二度と余計なことを訊いたり力を使ったりしないこと！　それと、もしもあんたたちの手に余るようなことが発生したら、すぐにわたしに報告して。お姉ちゃんにわたしへの伝言を託してくれればいいから。きちんとオブラートに包むのを忘れないでね。魔王様に伝言お願いします、とか言ったら──」

「……言ったら？」

「思いっきり張り倒しちゃうよ。こうやって」

　茉那はぶんぶんと手を振る。その幼い仕草におれは身震いした。ささいな咎とがで処刑された幾人ものかつての同どう僚りようを思い出したのだ。

　手を休めた茉ま那なは疲つかれたようにカップを口に運んだ。それがテーブルに置かれるのを待ってから、おずおずと訊きいてみる。

「おれたちの手に余るようなことって、なにが起きるっていうんですか……？」

「それはわたしにも分からない。なにも起きないかもしれない。でもね、考えてみて。この広い世界でわたしたちとあんたたちはこうして出会ってしまっている。確率的にはあり得ないぐらい低いはずなのにね。なにか、因いん縁ねんが引き合わせたとか、あるいは出会ったことで運命が動き出したとか、そういう感じがしない？　これからなにが起きても不思議じゃないと思う」

「はあ……。運命、ですか。それはまたずいぶんと、乙女チックなことをおっしゃるようになられましたね……」

「乙女でしょうが、今のわたしは！」

　怒声に身を縮こませると、克かつ昭あきが取りなすように口を開いた。

「しかし驚きました、魔王様と──」

「その呼び方はやめて。自己紹介したでしょ」

「し、失礼しました。──茉ま那なさんと勇者が姉妹だとは、想像もつきませんでした。光の波動、大丈夫なんですか？　菅かん田ださんが転校してきた日など、ぼくらは死ぬような目に遭あっているのですが……」

「全然平気。普通にしてれば闇やみの波動で打ち消せるもん。さっきみたいにわざと放出を止めれば別だけど、そんなことする意味もないしね」

「それはなによりで……」

　そこで押し黙った克昭を茉那はじと眼で見る。

「で、なにが訊ききたいの」

「え？」

「え、じゃない。今のは訊くまでもないことでしょ。とっかかりにしてなにか他のことを訊きたかったんでしょう？　はっきり言いなさいよ、なに」

　こういう鋭するどいところはまるで変わっていない。

「その、ぼくらはかつての力の大半を失って、おっしゃる通りショボいだけしか残ってないのですが、茉那さんはいかばかりなのかと、少し気になりまして……」

　少しのわけがない。おれはずっとそれが知りたかった。克昭だってそうだろう。

「なんだ、そんなこと。──ううん、だいたい半分ぐらいかなぁ」

　簡単に言う茉那。しかしおれの身体を硬直させるには充分だった。

「は、半分、ですか」

「身体を使うことはてんでダメになっちゃったけど、闇の波動を操ってやれることならそれぐらいかな」

「そ、それを、行使されるおつもり、は……？」

「ないよ？　半分って言ってもちょっと本気を出したら人間ひとり跡形もなく消しよう滅めつしちゃうもん。下へ手たすると、街ひとつぐらい吹っ飛ばしちゃうかもしれないし。──あ、でも」

「で、でも!?　でもがあるんですか？」

　茉ま那なはぐっと握り拳こぶしを作り身を乗り出した。

「お姉ちゃんを悲しませるようなやつがいたら、絶対に許さない！　力の全部を使って地獄の底まで追い詰めてやる！」

　おれたちはからからに渇かわいた喉のどで笑った。結果的におれたちの命を救ったのは『思い出すきっかけを与えないように』という行いだけじゃない。もうひとつ、『菅かん田だを悲しませないように』。これも的外れな推測からではあったが、完かん璧ぺきに正しい行動だったわけだ。

　そして今この瞬しゆん間かん、確定した。今後も菅田を悲しませることだけはできないことが。魔王様が記憶を封じたことが明らかになっても、おれたちのやることはなにも変わらないことが。

　茉那は力を抜くと手を打ち合わせた。

「はい、質問タイムは終了です。あのくだらない世界の話もこれで終わり。ここからはみんなで楽しいおしゃべりの時間。さ、お姉ちゃん呼んでくるね」

　茉那は居間のドアを開けて大きな声で姉を呼んだ。

「も、もうひとつだけ訊きかせてください！」

「うん？　なに？」

「世界征せい服ふくに興味がないというお言葉、信じてもよろしいのでしょうか？」

「信じていいって言ってるじゃない。世界征服なんてもう本当にどうでもいいもん」

　早口で訊いたおれに、茉那は面倒そうにそう答える。

「半分残したお力で人間世界に挑ちよう戦せんすることも？」

「ないない。挑戦って言われてもこの世界の武力、強すぎるから。いくらわたしでも核ミサイルに勝つ自信はないし」

「だとしても、国家転てん覆ぷくを謀はかるテロリストぐらいなら充分に──」

「テロリストぉ？　それって社会とか境遇とかに不満があるとか、よく知らないけどそういうひとたちがなるものだよね？　不満なんてひとつもないのになんでそんなのにならなきゃいけないの。不満どころか今のわたしは怖いぐらいに幸せなんだからね」

「し、幸せ？　それは──」

　ぱたぱたと階段を降りてくる音が聞こえて、食い下がろうとするおれをひとにらみで黙だまらせる茉那。そして菅田が居間に姿を現すと、おれたちに見せつけるように抱きついた。

「わわっ、急にどうしたの、茉那？」

　眼をぱちくりとさせる菅田。それに茉那は満面の笑顔で言った。

「お姉ちゃん、大好き！　お姉ちゃんがお姉ちゃんのおかげで茉那、毎日が幸せっ！」
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　九月も半ばを過ぎると生徒からはもう夏休みボケみたいなものは抜けきっている。学校で一日の大半を過ごすことを当たり前と思えるようになっていて、生徒たちの誰もが自分が今なにをするべきか最初から知っているかのようにきびきびと動き回っている。

　それは、この頃になるとそれぞれの立場が鮮明になってくるからというのもある。

　一年生は高校生活のサイクルにも新しい人間関係にも慣れて張り切り出す時期だし、三年生は卒業後を見み据すえてなにかと忙しそうだ。

　挟はさまれた二年生だって、暇ひまというわけじゃない。二年生は二年生でやるべきことがたくさんあるのだ。放課後、つまり部活動がこの翠すい晶しよう高校内を支配する時間となるとそれが顕著になる。この時期は大半の部では三年生が引退している。だから二年生は三年生が抜けても部が腑ふ抜ぬけないよう、一年生を引っ張って頑がん張ばっている。それはここまで届く青春の叫び声を聞いていれば分かることだ。

　しかし、そういうものとは無む縁えんの存在だってある。

　例えば、おれたちだ。

「微分のやつめ、このおれをここまで手こずらせるとはな」

　おれはペンを片手に数学の勉強中。

「克かつ昭あき、回復遅いで。はよ、はよ」

「もう、たまには源げん治じくんがヒーラーやってくださいよ……」

　源治と克昭は携けい帯たい型ゲームに熱中している。

　詩し吟ぎん部ぶは今日も通常運転だった。

「ああ死んでもうた。ドラゴンのブレスで丸焼きや。克昭、お前の回復が遅いせいやで」

「源治くんが食らいすぎなんですよ……。次は前衛後衛を変えましょうよ」

　話しぶりからするに、同時プレイのゲームのようだ。詳くわしくないが、流行しているらしい。

「いいや、おれがまた前衛や。おまえは後衛で回復──あ、くるな」

　ゲーム機を持ち直した源治の顔が上がった。誰がくる、とは言わない。言わなくとも分かる。

「今日はなんの用でしょうね」

「またまた自宅へご招待やなければええんやけど」

　ふたりはゲーム機を机に置いた。おれもペンを休めた。

「妹様絡みも勘弁して欲しいな」

　おれたちは椅い子すに座りなおし、襟えり元もとを正した。だいぶ慣れたとはいえまるっきり緊張しないわけでもない。

　ややあってドアをノックする音が聞こえた。続いてもうおなじみと言ってもいい顔が覗のぞく。

「失礼しまあす。──って、あれれ？」

　元気よく挨あい拶さつした菅かん田だの顔がいきなりきょとんとしたものになった。

「おう、香か澄すみちゃん。……ん、どうしたんや？」

「みんながこっちを向いてるからびっくりしちゃった。なんだかわたしがくるの、知ってたみたいだね？」

「あ、いや、別に知ってたわけやないで。ただの偶ぐう然ぜんや。偶然、そろそろ香か澄すみちゃんがくるんやないかと話してたところだったんや。なあ、鉄てつ次じ郎ろう」

「そうだったな。それより菅かん田だはなんの用？」

「えっとね、前に北きた瀬せくんに言ったよね、わたし、授業についていけていないって。それで、もしよければ分からないところを教えて欲しいんだけど……お願いしてもいいかな？」

　おれは招待でも妹関係でもなかったことにまずは内心で胸をなでおろす。そして以前にそんな話をしていたことを思い出した。

「お安い御用だよ。もっとも、教えるほどおれが分かっていればだけどね。どの教科？」

「数学。微分がよく理解できなくて……」

「おれもちょうどそれやってた。一緒にやろうか」

　おれは立ち上がって壁かべに立てかけてある折りたたみのパイプ椅い子すを広げて、自分の隣となりに置いた。親指で座るように促うながすが、菅田は少し困ったような顔をしていた。

「どうした？　ここに座りなよ」

「図書室で教えてもらおうと思っていたんだけど……ここだと浦うら河かわくんと相あい羽ばくんに迷惑だったりしない？」

「遠慮なんかしなくていいで。おれらと香澄ちゃんとの仲やん。鉄次郎と好きなだけ勉強してったらええよ。それに、おれと克かつ昭あきはそろそろ帰ろ……」

　源げん治じの語尾が消える。菅田がおれの後頭部だけを透視することができたならば、般若はんにやになっている面相を見たに違いない。

「迷惑なんてとんでもないですよ。さあ、どうぞどうぞ」

　源治のあとを継いで、克昭が後あと退ずさりしながらにこやかに言うという器用なことをやってのけた。それで菅田も遠慮がちにだが、部室に足を踏み入れてきた。

「じゃあ、ずうずうしいけど、お邪魔しちゃいます」

　菅田が隣の椅子に腰を下ろした。

　その瞬しゆん間かん、おれの息が詰まりかけた。

　椅子を置いた場所が近すぎたらしい。最近は悲鳴をあげてひっくり返るようなことはほとんどなくなった。それで少しばかりたかを括くくってしまったかもしれない。浴びせられる光の波動は授業中よりもずっと多い。だが、今さら離すには不自然すぎるし、勉強を教えるとなると必然的にこの距離にならざるを得ない。

　おれの胸に安請け合いしたことへの自責の念が湧わき上がり始めた。

「どうしたの？」

　辛つらそうな表情になっていたのだろうか。バッグから教科書を取り出した菅田が心配そうにおれの顔を覗のぞきこんでいた。

「おれも微分ってそんなに得意じゃないからさ。うまく教えられるか心配で」

「そうだったんだ。北きた瀬せくんにも苦手な分野ってあるんだねえ」

「鉄てつ次じ郎ろうの苦手はおれの大得意やで」

　源げん治じが茶々を入れてくる。

「分かってるならおまえも勉強しろよ。なんなら一緒に教えてやるぞ」

「気持ちだけで充分や。おふたりの気を散らさんよう、ゲーマーどもは眼の届かんところにいるわ」

　源治と克かつ昭あきは椅い子すを菅かん田だからできる限り離れた隅すみっこに持っていくとこちらに背中を向けて座った。そしてそそくさとイヤホンをつけて携けい帯たい型ゲームを再開する。

　うまい理由をつけやがってという言葉を飲みこんで、おれはミリ単位で椅子をずらしながらさりげなさを装って訊きいてみた。

「そういえば、妹さんはどう？」

「茉ま那な？　どうって、普通にしてるよ？　どうかしたの？」

「この間は何回か怒られちゃったけど、嫌われたりしてないかな、おれたち。二度と会いたくないとか、今後一切わたしの前に連れてこないでとか、そういうこと言ったりしてない？」

「まさかあ。嫌うどころか、みんなのことすごく頼りに思ってるみたい」

「……そうなの？」

「うん。だって、もしもお姉ちゃんに少しでも困ったことがあったらあの三人を頼るといいよ、絶対に力になってくれるからって言ってたんだ。みんなのことは頼もしいお兄ちゃんたちっていう風に思ってるんじゃないかなあ。うちは二人姉妹だし、それにほら、お姉ちゃんのわたしがちょっとドンくさいから……」

　菅田はえへへと鼻をかく。

「……もしかして、おれに勉強を教えてもらえってのも、妹さんが？」

「実はそうなの。本当に教えてって頼んだら迷惑かもしれないって思ってたんだ。でもね、それを茉那に相談してみたら、絶対に迷惑なんて言わない、むしろ喜んで教えてくれるよ、って」

「……なるほどね」

　つまり、これは魔王様からの命令というわけだ。

　もとより逃げるつもりはなかったが、そうしたくなったとしても退路はすでに断たれているようだ。

「あっ、ごめん。茉那が勝手に言ってるだけだから気にしないでね。喜んで、なんて北瀬くんに失礼だよね」

「いいえ！」

　つけたした菅かん田だの言葉に反応したのは克かつ昭あきだった。ゲームをやりながら聞き耳を立てるというこれまた器用なことをしていたらしい。

「鉄てつ次じ郎ろうくんは喜んでいます。菅田さんに頼られてこれ以上なく喜んでいます！」

「──え？」

「鉄次郎くんだけではありません、ぼくもです。困ったことがあればなんでも言ってください、喜んで助けになります。そこのところ、妹さんに報告よろしく！」

「おれもや、おれも香か澄すみちゃんのためならなんでもするで！」

「あ、ありがとう、ございます……」

　面食らった様子の菅田。

　おれは部室の隅すみに視線を移した。そこには勇ましく放たれた大声とは裏腹な、哀あい愁しゆう漂ただよう背中があった。場所と合わせて、真冬にうっかり這はい出てしまった害虫を連想させた。

　──うかつな行動は殺虫剤をまかれる運命に繋つながることを知っている、哀れな虫けら。

　おれもふたりと似たような背中をしているだろう。

　菅田が転校してきて半月ほど。改めて思う。これが泣く子も黙だまる三魔将の末路かと。

　気がつくと、菅田がうかがうような眼をこちらに向けていた。ふたりの言葉が気を遣ってのものなのか、それとも真実から出たものなのかを尋たずねている。

「妹さんの言う通りだよ。遠慮なんてしなくていいから、いつでも頼ってくれていいよ」

　こう言う以外に選択肢しはなかった。




　即席の勉強会は最初に考えていたよりもずっとスムーズなものだった。

　菅田は授業についていけないと言っていたが、基礎的な理屈の部分はほとんど理解していた。だから分からない部分だけを教えて、あとは実じつ践せん問題をこなして解法をパターン化させていく手法でそれほどの時間をかけずに教科書レベルはマスターできそうだった。

　おれの方も実入りがあった。勉強は他人に教えると教えた方も理解力が上がると聞いたことがあるがまさにその通りで、頭の中にだけあったものを分かりやすくまとめて言葉にするという作業は自身の知識を整理しなおすということに繋がった。

　光の波動の影えい響きようも思ったよりはたいしたことがない。教えるという新しん鮮せんな行為が集中力を増加させているのだろう。

「──ええと、ここはどうするんだろう？」

「この方程式を代入すればいいんじゃないかな。そうすれば解が出てくるよ」

　やはり、学問はいい。

　知識を増やし世界の真理を暴いていく過程はなによりも楽しい。

　ふと、可愛かわいい模様の入ったペンを走らせる菅田があれっ、と声をあげた。見ると、ノートに書きこまれた数字がかすれていた。

「インクがなくなっちゃった？」

「そうみたい。弱ったな、黒ペン、他にあったかな……」

　バッグに手を伸ばしかけた菅かん田だに、おれはすっと自分のペンを差し出した。

「これ使いなよ」

「いいの？」

「いいよ。いっぱいあるからね」

　ワイシャツの胸ポケットから別のペンを取り出し、指の上で回してみせた。

「筆箱に入れておくもの以外に、いつも身に着けるようにしてるんだ、ペン」

「そうなんだ？」

「そういう習慣があると便利だよ。ペンを切らさないし、それにいつでも勉強できるから」

「なるほど、さすが北きた瀬せくんだね。わたしもそうしてみようかな」

　感心してくれる菅田。源げん治じと克かつ昭あきとはまったく違う反応に、おれは気分をよくした。

「よければこのペン、あげるよ」

「え？　でも……」

「いいからいいから。家に山ほどあるから、遠慮しないで」

　ボールペン仲間を作れそうなことに少々高揚していたおれは強引に、菅田の方にペンを押しやった。

「じゃあ……うん、ありがとう、北瀬くん。大事にするね」

　菅田がペンを受け取った。

　その瞬しゆん間かん、全身に電流が走った。管田の指先がおれの指に触れてしまったのだ。直接流し込まれる光の衝しよう撃げきに、おれは思わずペンから指を離す。

　せっかくのいい気分に冷水をかけられた思いだ。しかし、菅田はそんなおれに気がつくことなく、バッグから小物入れを取り出した。そこに入っていたウサギのシールをあげたペンに貼はりつけた。

「えへへ、可愛かわいくなった！」

　本当だ。無愛想な黒ペンがシールひとつで華やいだ。女の子のこういうセンスは見習いたくとも男にはとてもマネできない。

「このペン、北瀬くんみたいにいつも持つようにするね！　筆箱を忘れたときなんか、きっと役に立つよね」

　筆箱を忘れるようじゃペンを持つのも忘れてるんじゃ、とは言わなかった。そんなツッコミが無ぶ粋すいなぐらい、菅田は嬉うれしそうにしていた。

　それぞれ新しいペンを使い、勉強を再開した。

　手を休めたのは、学問への情熱をもってしても頭と肩への疲ひ労ろうが気になり出したときだった。おれは腕時計へと眼をやった。

「もう五時過ぎか。あっという間だね」

「二時間近くもお邪じや魔ましちゃっていたんだねえ」

　窓の外はまだまだ明るいが、空には夕暮れらしき色があった。このしつこい残暑もようやく秋に場をゆずる気になり始めているらしい。

　きりもいいし、この問題が終わったらお開きにしようか。

　そう言おうとしたときだった。

　ドアを叩たたく音が聞こえた気がした。

　それは完全に意識の外からやってきたもので、実際に鳴ったのかどうか定かではなかった。

　イヤホンをしてゲームをやっている源げん治じと克かつ昭あきには聞こえるはずもなく、ふたりとも背中を向けたままだ。菅かん田だの方もノックを聞いた様子はなかった。

　ドアの向こうからはそれっきりなんの気配も感じられない。

　おれの空耳だったらしい。

　あるいは、テニス部がボールをラケットで叩く音かなにかがノックに聞こえたのか。

　おれは今度こそ先ほどの言葉を口にしようとした。

「この問題が──」

　そこから先が音として空気に伝わるより先に、声はかき消された。

　部室のドアがいきなり開いたのだ。

　そこにいたのは菅田と同じぐらいの背格好をした女の子だった。制服につけた校章の色からすると一年生らしいが、見知った顔じゃなかった。女の子はドアを開けたまま、身動きひとつせずにじっ、と部室の中を眺ながめている。その視線はなにかを確認するかのようだ。

「急になんなんや。ていうか誰や」

　さすがにドアが開いた音はイヤホン越しにでも届いたらしい。首だけひねった源げん治じがそう訊きいた。ゲームの分が悪かったのか少し不ふ機き嫌げんそうだ。

　女の子は源治に瞳を動かしたが、なにも答えなかった。その幼いが眼を細めて厳しくしている表情からはなにを考えているのかさっぱり分からなかった。

「克かつ昭あき、おまえやないの？　女絡みはおまえの領分やろ」

　促うながされて克昭も顔をドアに向けた。見かけのいい克昭は結構、女子にモテる。マザコンという中身を知らない相手ならばという条件がつくが。

「いえ、知らない子ですが……ねえ、きみ、ぼくに用事？」

　女の子はそれにも口をつぐんだままだ。

　源治と克昭はわけが分からないという風に顔を見合わせた。

「もしかして、入部希望の子じゃない？　上級生ばかりで緊張してうまく話せないのかも」

　菅田がそっとそうささやいてきた。

　新入部員の可能性など考えたこともなかった。が、そうだとしたら少し面倒だ。この部は詩し吟ぎん部ぶであって詩吟部ではないのだから。

　どうするべきか迷ったとき、女の子の視線が一か所に固定された。

　その先にいたのはこのおれ──ではなく、おれの後方。

「え？　……わたし？　わ、わたしになにかご用かな？」

　問われ、女の子が肩を震わせながら部室へと入ってきた。そして、感情を爆ばく発はつさせたような声があがる。

「お懐なつかしいです、勇者様ぁっ！」
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　気づいたときには女の子は全身を使って菅田に抱きついていた。




　おれは眼の前で起きている事態がまったく理解できず、ぽかんと口を開けていた。

　この女はいったいなんだ？

　いきなり部室にやってきて、おれたちを無視して、菅かん田だに抱きついて──。

「ちょ、ちょっと、なに？　なんなの？　なにが起きてるの？」

　飛びつかれた菅田は椅い子すからずり落ちてしまって、女の子に床に組み敷かれるようになっている。しかも完全に混乱状態にあるようで、抱きつかれるまま抵抗らしい抵抗もしていない。

　おれたちも同じだ。男三人は瞬まばたきをただ繰り返すことしかできていなかった。

　元気なのは正体不明の女の子だけ。先ほどまでの厳しい顔とは打って変わって、今は喜色満面、眼をらんらんと輝かせて菅かん田だに抱きついている。

「まさかこんなところで巡り合えるなんて！　廊下を通りかかったら懐かしい気配を感じ、まさか、まさかと思いましたが──勇者様がこの学校にいらしたなんて！」

「ゆ、勇者様？」

「はいっ、わたしの勇者様ですっ！　この暖かな波動、間違いありません！」

　女の子は感極まった様子で菅田に頬ほおずりをした。

　ちょっと待て。

　なんでこの女が菅田が勇者だと知っている？

　そのことを知っているのはおれ、源げん治じ、克かつ昭あき、それに茉ま那なの四人だけのはず。

　なのに、この女がどうして知っているのか。

「その女をひき離せぇっ！」

　答えが出ようとしたとき克昭の裏返った声が響ひびいた。我に返ったおれは女の子に飛びついて菅田から引きはがす。

「な……なにをするんですか！」

「きみこそなんなのかな？　赤の他人にいきなり抱きつくって上級生として感心しないな」

　無理矢理に作った笑顔に自分でも薄気味の悪い猫なで声。ただし女の子の両肩を後ろから掴つかんでいる指には充分に力を入れている。

「他人じゃありません！　よく知っています！」

「そうか、詩し吟ぎんに興味があるんだな。けど入部にはまずおれに話を通すことになってるんだ」

「詩吟もあなたもどうでもいいです、わたしがお話ししたいのは──」

「ここだけの話、今ゲーテも腰抜かすほどの詩ができそうなところだったんだよ。悪いけどちょっと静かにしていてくれないかな？」

　噛かみ合わない会話をしながらも女の子はなんとかおれから逃れようと暴れる。しかし、この体格差でどうなるものでもない。

「一名様お帰りや！」

　源治が素早く動いてドアを開いた。おれは女の子の背中を掴んだまま強引に部室の外へと追いやった。そして即そく座ざにドアを閉めて内側からノブを握る。

「開けてください！　せっかく勇者様に会えたのに、あなたたちはどういうつもりなの！」

　ドアの向こうも押し開けようとしてくる。おれは渾こん身しんの力をこめてノブを引っ張った。

「詩吟の心は古典の心！　礼儀作法だって大切だ！　礼儀を知らないきみは詩吟部には向いてないな！」

　そう叫ぶと同時に、抵抗がなくなった。静かになった。

　ノブにかけていた手を少しだけ緩ゆるめると、向こうからこれまでとはうって変わった冷静な声が聞こえてきた。

「確かに、興奮のあまり礼を失していたようです。勇者様に対して失礼をいたしました。出直してまいりますので、次はふたりきりでゆるりとお会いしましょう……」

　それっきり、廊下側の反応はなくなった。

「帰ったみたい、だな」

　おれはドアに背中を預けてずるずると床に腰を下ろした。

「香か澄すみちゃん、大丈夫か？」

「う、うん、平気だけど……なんだったんだろう、あの子？」

　菅かん田だが身を起こして頭を振る。怯おびえたり怖こわがったりしているというよりも、あまりの意味不明さに混乱しきっているといったほうが正しそうだ。

「香澄ちゃんの知り合いやないんやろ？」

「うん、知らない子だった。けど、あの子はわたしのこと、知ってるみたいだったよね。どういうことなんだろ？」

「ど、どうって言われてもな……」

「それに、勇者様がどうとかって──」

「い、いや、そんなことゆうてない。ゆうてないで。なあ、克かつ昭あき」

「ええ、言ってないですね！　菅田さんの聞き違いですよ」

「え？　ううん、そんなこと……北きた瀬せくんは聞いたよね？」

「さ、さあ。あの子を菅田から引きはがすので手いっぱいだったから。どっちにしても、あんなヘンな女の子の言うこと、真に受けたってしょうがないよ」

「う、うん。でも……」

　菅田は急に不安そうな顔になる。戸惑いが薄れてきて恐怖が上書きし始めたのかもしれない。

　そりゃあ、怖いだろう。見ず知らずの人間がわめきながら抱きついてきたらおれだって怖い。

「とにかく、今日はもう帰ろう。おれたちが家までついていくよ」

「そうやな。ひとりにならんほうがええな。あのアホ女がまたくるかもしらんし」

　源げん治じがカバンを取ろうとすると、克昭が手で制してきた。

「少しだけここで待っていてください。そうですね、一〇分ほどで済ませてきますから」

　そう言うとおれたちの返事も聞かずにドアを少しだけ開けた。廊下にあの女の子がいないのを確認するとどこかへ行ってしまった。

　胸に手を当てて呼吸を整えている菅田を落ち着かせているうちに克昭は戻ってきた。

「お待たせしました。あの子の情報を仕入れてきましたよ。帰り道に話します」

「本当に？　たったこれだけの時間でどうやって？」

「廊下を歩いていた一年生の子に訊きいただけですよ、彼女の容姿を伝えて心当たりはないかってね。運よく同じクラスだったようで、すぐに色々と教えてくれましたよ。最近の女の子は素直ですね」

　元合ごう成せい獣じゆうにして現マザコン男、克かつ昭あきの見た目のよさもたまには役に立つ。




　菅かん田だ宅に到着した頃には菅田はもうすっかり落ち着きを取り戻していた。

　送ってくれたお礼にお茶でも飲んでいって、というお誘いを全力で固辞して、おれたちは菅田が家に入っていくのを見届けた。

　その後ろ姿が消えてから、三人で深々とため息をついた。

「またまた面倒が転がりこんできましたねえ……」

　克昭の疲つかれきった声がおれたちの心情を表している。

　おれたちは人通りもまばらな駅への道をとぼとぼと歩き始めた。

　克昭の手に入れた情報によると、女の子の名前は君きみ島しま望のぞ未み。一年生でクラスはＡ組、所属部はなし。成績優秀だが他人と打ち解けない性格で、友人らしい友人はいないとのことだった。

「友人がいないのは性格だけではないようです。菅田さんがいるときには言いませんでしたが、一度だけ、前世がどうのこうの口走ったことがあるとか……それで気味悪がられているみたいです」

「決まりやな。あのアホ女、絶対に前の世界の関係者やで」

「確実だろうな」

　菅田のことを一方的に知っていて、勇者だの光の波動だの言い出す。その理由は、つまりはおれたちと同じ存在だからだ。

「なんでそんなのがこの世界にきてるんやろな。あのとき魔王城の玉座の間にいたの、魔王様と勇者とおれらだけやったやん」

「そのはずだよな？　だいたい誰なんだよ、あの女は」

「勇者に様づけして、光の波動を暖かだと言う。勇者側の人間でしょうね」

「そら分かるけど、具体的に誰やねんな」

　君島望未の言葉からするに勇者にかなり深い想いを持っていることは想像できる。しかし、そもそも人間の大半が勇者を神のようにあがめていたのだ。一方通行の知己でしかないという可能性だって大いにある。いずれにしろ、人物を特定するには判断材料が不足しすぎている。

「誰なのかは今はいいですよ。それより、君島望未さんをどうするかです」

「菅田に会わせるのだけは避さけた方がいいな。ふたりきりで話でもされたらなにがどう転ぶか分かったもんじゃない。最悪、勇者の記憶が目覚めるハメになるかもしれないからな」

「しばらくは香か澄すみちゃんから眼ぇ離せんな」

「そうだな、ひとりにはできない」

　おれたちと一緒ならば今日やったみたいに君島を追い払うこともできる。が、菅田ひとりだとまずい。いきなりあんなことをされたのだから菅田も警けい戒かいしているとは思うが、なにせあの性格だ。のんびりと君島と話そうとするかもしれない。

「家に帰れば問題はないよな。魔王様おるし」

「そっちは安心してよさそうだな」

　菅かん田だにはそれとなくではあるが、茉ま那なに君きみ島しまのことを相談するように勧すすめておいた。茉那ならば君島がどういう存在なのか理解してくれるはずだ。

「勇者側の人間なら魔王様の闇やみの波動でイチコロやからな。おれらが香か澄すみちゃんに触るとあの世に行きかけるみたいに」

「家では茉那さんに任せるとして、学校ではぼくらのうち誰かしらが常に菅田さんの近くにいるようにしましょう。同じクラスの鉄てつ次じ郎ろうくんが適任ですけど、放課後になったら今日みたいに一緒に帰った方がいい」

　おれは頷うなずいた。君島がまたこないように、と正直に言えば、菅田も一緒に帰ることに同意してくれるだろう。

　結論が出たところで源げん治じがぼりぼりと頭をかいた。

「しかし、一時しのぎにしかならんな、これ」

「そうですね。いつかは菅田さんに接触されてしまうでしょうね」

「そうなる前に君島と話をしたいな。君島の知ってる勇者と菅田香澄は別人だと分かってくれれば、もう近づこうとはしないだろ」

「それが一番だと思います。クラスは分かっていますし、早いうちにぼくらの方から訪たずねるとしましょう」

「物分かりのいい性格だといいんだけどな」

「どうやろうなあ、あれは──」

　そこで源治の言葉が中断された。立ち止まって小道の前方を指差す。

「なんや、あれ」

　少し行った先の小さな十字路、そのど真ん中にこちらに背中を向けた、通学用のバッグを片手にした背の低い女の子がいた。後ろ姿でも分かる、おれたちと同じ学校の女子生徒用の制服を着ている。それだけならどうってことないが、その女の子は十字路で立ち止まったまま妙みようにきょろきょろとして、ときどき考えこむように首を傾かしげさせていた。

　明らかに挙動不審だ。

　なんだろうと思っているうちに、左手の方に向けられた女の子の横顔がはっきりと見えた。それはたったさっき見知ったばかりのものだった。まさに渦か中ちゆうの人物がそこにいたのだ。

「君島望のぞ未みさんじゃないですか！」

「本当や、あのアホ女やん。なにをしとるんや、あんなところで」

「ひょっとしてつけてきたんじゃないのか。おれたち、というよりも、菅田のことを」

「まさかですよ、駒こま場ばくんじゃあるまいし。彼にしたってあくまで新聞のネタ探しだったでしょう。そうじゃないのにつけるって、それ、世間一般じゃストーカーって言うんですよ」

　そのとき、君島が急に背後、つまりこちらの方に向き直りかけた。が、左右に動かしすぎて眼が回っていたのだろうか。足をもつれさせ背中を思いっきりのけ反らせてしまった。

「わっ、わっ……」

　なんとかバランスをとろうと腕をぐるぐるとさせる君きみ島しま。手からバッグがこぼれ落ちた。

「ちょっと、君島さん！」

　克かつ昭あきを先頭におれたちは駆かけ寄った。伸ばされかけた克昭の腕はしかし、空を切った。掴つかむよりも先に、君島はついにぺたんと尻しりもちをついてしまったのだ。

「いたた……」

　腰だけ上げてスカートの上からアスファルトにぶつけた箇か所しよをさする女の子。

　それを見下ろす高中低の男三人。

　いきなり気まずい空気が流れかけた。

「……大丈夫ですか。どうぞ、掴まってください」

　克昭がせき払いをひとつしてから手を差し延べる。

「す、すみません……。なにもないところで転ぶなんて、お恥はずかしいところを……」

　さすっていた方と反対側の手で握り返そうとする君島。その手がはっと止まった。

「あなたたちは──」見上げる眼がおれたちに順番に動く。「さっきわたしのことを勇者様の前から追い払ったひとたちじゃないですか！」

「そうです。勇者様ではなく菅かん田ださんですけど。先ほどは手荒なマネをしてしまい申し訳ありませんでした。とにかく、立ってください。君島望のぞ未みさん、あなたに話があるんです」

　君島は促うながされるまま克昭の手を掴みかけたが、それを急に引っこめた。

「……もしかして、見えましたか？」

　頬ほおを少し染めて訊きいてくる。なんのことかおれにはもちろん見当がついた。

「なにがです？」

　鈍にぶい男、克昭が不思議そうな声でバカ正直に訊き返した。

「だから、そのう……尻もちをついたときに、その……」

「心配せんでもええ。おれらの誰もお子様パンツに興味ないから」

　見えたらしい。念のために言っておくが、とっさに眼をそらしたおれには本当にどちらなのか分からなかった。

　君島はますます頬を赤くしてしまう。それでも差し延べられた手を借りて立ち上がり、スカートについた砂を三、四回払った。それが終わるのを待ってから克昭が切り出そうとした。そこでおれは放り投げられたままの物に気がついた。

「落としっぱなしだぞ、バッグ」

「えっ？　……あっ」

　言われた君島が脚あしを折りたたんだのは反射的なものだったろう。おれは急いであらぬ方向を見やった。

　だからはっきりとは言えない。しかし、気づいたのは確かだった。バッグにキーホルダーのようにしてぶら下げられた、銀色の輪っかに。大きさは直径十五、六センチ程度だろうか。そして、それに不思議な既き視し感かんを覚えたのだ。いつどこで見たんだろう？　おれは思い出そうとした。

「ひゃっ……！」

　過去に旅立ちかけていた思考を短い悲鳴が引き戻す。視線をやるとしゃがみこんだままの君きみ島しまが顔を赤くしてスカートのすそを強く押さえていた。

「み……見えました？」

「なにがです？」

「ループさせとる場合か！　はよ話進めんかい」

　源げん治じのチョップが克かつ昭あきに飛ばされる。その間に君島はスカートを押さえたまま弱々しく立ち上がった。

「その、色々と間が悪かったようで、どうもすみませんでした。でも君島さん、こんなに早くあなたに会えてよかったです。話というのは、実はですね──」

「ま、待ってください。ふいをつかれすぎました。いつものわたしに戻る時間をください。は、話はそれからで……」

　君島は背中を向けると十字路の真ん中から小道の方によろよろとしながらも移動した。民家のブロック塀の前で止まった。そして両腕を開いたり閉じたりしながら肩を上下させる。深呼吸でもしているのだろう。おれたちもそっちに移動した。そこでまた振り返ってきた。

　おれは眉まゆをひそめた。向かい合う君島の放つ雰ふん囲い気きがまったく別人のようになっていたからだ。紅潮していた頬ほおは今は雪のように白くなっていて恥はずかしそうにしていた色はどこにもない。バッグを持って立っているだけなのにたたずまいからはやけに張りつめたような感じを受ける。そしてなによりも変化していたのは眼だ。さっきまでおたおたと揺れ動いていた瞳は今は冷たさすらある光を放って、おれたちを真っすぐに見み据すえていた。

「き、君島さん、そんなに警けい戒かいしなくても、ぼくらは決して怪あやしい者ではありませんから……」

　ここまで場を仕切っていた克昭も変化に戸惑っているのだろう。そこまで言って口ごもってしまった。

「話があるそうですが、わたしからも訊ききたいことがあります」

　切り出したのは君島の方からだった。これまたさっきまでとは違う、抑よく揚ようの薄い、落ち着いた声。部室の前から離れ際に投げてきた言葉と同じ調子だった。

「あの方をどこに隠かくしたのですか？」

「隠したって、どういう意味です？」

「自宅から反対方向の電車に乗ってまであとをつけてきたのに、急にあの方の気配が感じられなくなった。あなたたちがなにかしたと思って当然ですよね」

　君きみ島しまがなにを言っているのか、すぐに分かった。菅かん田だが放つ光の波動を感じなくなったということなのだ。さっき十字路で迷子のようにきょろきょろとしていたのはそのためなのだろう。感じられない理由は自宅に帰ったことで茉ま那なの放つ闇やみの波動と打ち消し合っているからなのだが、それをおれたちに原因があると考えたらしい。

　が、今大事なのはそれじゃない。

「やっぱりつけてきてたのか！」

　おれは思わず大声を絞り出した。しかし、君島は平然としたまま顔色ひとつ変えない。その落ち着きぶりからすると本人の言う通りこっちが普段の君島で、菅田に抱きついていたときや、さっきおたおたとしていたときが特別なのかもしれない。それにしたって落差がひどいと、文句のひとつも言いたくなってくるが。

　どう対応するべきか迷っていると君島がひとりで呟つぶやくように続けた。

「あなたたちがあの方をどうこうできるはずもありませんでしたね。わたしの言う『感じる』の意味も理解できないでしょうから。となると、単に感知できるよりも遠くに行ってしまわれたのでしょう。まあいいです。同じ学校にいると分かっただけで充分。再会の楽しみは明日に取っておくことにして、今日はこれで引き上げます。それではみなさん、さようなら。次はちゃんと正面から声をかけてきてくださいね」

　別れの挨あい拶さつを残すと君島はまたまたおれたちに背中を向けて、立ち去ろうとした。そのあまりの自然さと流れるような動作におれたちは揃そろってお見送りの手を振りかける。

　そこでおれははっとする。

「違う、さようならじゃない。おれたちからも話があるって言ったじゃないか！」

「そういえばそうでした。なんでしょう」

　本気で忘れてしまっていたのか、振り返った君島に悪びれたところはまるでない。

　どうも相手のペースになっている。落ち着く暇ひまなど与えずに畳たたみかければよかった。おれはペースを引き戻すために強い口調で言った。

「二度と菅田に勇者様だとか言わないでくれ。近づくことすら控ひかえて欲しいぐらいなんだ」

「菅田、とはあの方のことですね。どうしてあなたたちにそんなことを言われなければいけないのでしょうか」

「菅田さんは勇者様などではなく、普通の女の子だからですよ」

　もっともな疑問に克かつ昭あきが単刀直入に言い切る。

「普通の女の子？」

「そうです。彼女は至って普通のひとなんです。あなたの知っているひととは別人です。あなたにとっては残念でしょうけど、菅田さんもあなたのことは知りません」

　諭さとすような克かつ昭あきの口調。それに対して君きみ島しまは黙って視線を宙にやり、考えこむ眼になった。

　やがてぽん、と手が打たれた。

「なるほど。そういうことですか。理解しました」

「分かってくれましたか。たったこれだけの説明で分かるなんて成績優秀は伊だ達てじゃないようですね。それで、ここからが重要なのですが、どうしてそうなったかと言うとですね──」

「よくあることでしたから。勇者様のお力を認められず、凡ぼん人じんに過ぎないんだと思いこんでいる無理解なひとたちと出会うのは」

「……はい？」

「けど、それは大きな間違い。いずれあなたたちも気づくでしょう。あの方は普通などとはほど遠い、選ばれしひとだということを。──ああ、わたしの勇者様。ようやく巡り合えましたね。長かったです、本当に長かったです。わたしがどれほど寂さびしい想いをしたか、分かって頂けますでしょうか……」

　後半部分は抑よく揚ようのなさを消してうっとりした語り口になっている。言うまでもなくおれたちに向けられてはいない。頭の中で描いた勇者に語りかけたのだろう。

　──思慮深そうな雰ふん囲い気きは上辺だけ。思いこんだら他人の話を聞かず一直線の危険人物。

　君島望のぞ未みという人物の本質はこういうものだと、今このとき、やっと分かった。

「そういうことじゃなくて、ですね──」

　引きつった笑いを浮かべながら誤解を解こうと続けかける克昭。それを源げん治じが大きくため息をついてさえぎり、うんざりした口調でこう言った。

「言ってええんちゃうの、おれらのこと。言わんと分からんで、この有あり様さまやと」

　君島が勇者側の人間であった以上、おれたちが三魔将と呼ばれていたことは伏せておくべき事こと柄がらだった。まず間違いなく恨うらみを持たれているだろうからだ。いきなり殴りつけられるか、それ以上のことをされても文句を言えないことをしてきたのだから。

　とはいえ源治の言う通り、そのことを明かさなければなにを言っても君島は分かってはくれないだろう。同じことを考えたらしい克昭から視線が送られてきた。それに頷うなずいてやると克昭は一歩前に進み出る。

「君島さん、願わくば心こころ穏おだやかな気持ちのままに聞いてください。ぼくらは実は──」

「すみませんが、そろそろ切り上げさせてもらいます。知らない男のひとと長話をするなとお母さんにきつく言われていますので。では、さようなら。陽も落ちてくる頃ですし、帰り道には気をつけてください」

　一方的に言って立ち去ろうとする君島。

「あ、ああ。そっちも気をつけて──じゃないだろ！」

　おれは大おお慌あわてで君島の前に回りこんで通せんぼをした。

「菅田は普通の女の子じゃないって、おまえの方がよっぽど普通じゃないぞ！　いきなり抱きつくわあとはつけるわ他人の話は聞かないわ！　自覚あるのか！」

「鉄てつ次じ郎ろうくん、落ち着いて！」

　完全に頭に血の上っていたおれは克かつ昭あきの制止に我に返った。

「怒鳴ったりしてすまなかった。気を悪くしないでくれ」

　おれは素直に頭を下げる。が、返答はなかった。

　顔を上げたおれが見たもの、それはわずかに敵意らしきものを浮かべた君きみ島しまの瞳だった。

「帰さないつもりですか、わたしのこと」

「そういうんじゃない。話さえ聞いてくれればそれでいいんだ」

「とてもそうは思えませんけど、この状況」

　言われて気がついた。君島の前方には回りこんだおれ。後方には突つっ立ったままの源げん治じと克昭。まるで逃がすまいと取り囲んでいるようになっている。

「ち、違うぞ。そもそもおまえが話もさせずに帰ろうとするから──いや、こっちが悪かったな。誤解するのも当然だ。けど、そういうつもりじゃなかったんだ、本当に」

　おれは言いながら数歩後ろに退さがった。源治と克昭もこちらまで回ってきた。

　それでも、君島の敵意は消えることなく眼に宿ったままだった。

　言葉を失ってしまったおれたちに君島は静かに口を開いた。

「わたしは初対面の印象だけで相手のことを決めつけるような人間ではありません。けれど、どうしてでしょうか。あなたたちを初めて見たときから、なにか嫌いやな感じがしていました。まるではるか昔からの敵と相対しているような不愉快さ──これが生理的に受けつけないというものなのでしょうか」

「分かります。ぼくらが憎いのは当然なんですよ。心ゆくまで憎んでください。けどですね、それにはちゃんとした理由が──」

「今日は勇者様と再び巡り合えた大切な日なのに、どうしてあなたたちみたいなひととも出会ってしまったんでしょう。神様も意地悪なことをします。せっかくわたしの勇者様に──」

「だから今の菅かん田ださんは勇者様じゃないんですよ。お願いですから話を聞いてください。そうだ、これ以上の立ち話もなんですからどこかお茶でも飲めるところにでも行って、ゆっくりとそのことについて話しましょう」

　辛しん抱ぼう強く語りかける克昭。見かけだけはいい克昭にこう言われれば大抵の女の子は悪からず思うはずなのだが、君島の表情からは嬉うれしさの一片も感じ取れない。それどころか軽べつするような眼つきで克昭、それにおれと源治をじっと見つめ、それから重々しく口を開いた。

「よく分かりました。あなたたちがどういうひとで、どういうつもりなのかが」

「はい？」

「わたしを悪の道に誘う。要するに、そういう目的で声をかけてきたんですね」

　こいつの頭の中はいったいどうなっているんだ。思考経路をどう巡らせればそんな結論が出てくるのか。

「あなたたちが勇者様につきまとっているのも、勇者様を悪に堕だ落らくさせようとしているんですね。そう考えればつじつまが合います。──申し訳ありません、勇者様。お傍そばを離れたばかりに、このような者どもの接近を許すことになってしまいました。ああ、わたしの勇者様……」

「それや、それ。わたしの勇者様わたしの勇者様って、おまえは香か澄すみちゃんのなんなんや？」

　自分の世界に入りこむのを中断させる源げん治じの問いかけに君きみ島しまは胸を反らし、そして誇らしげな色を含めた口調でこう言った。

「わたしはあの方と結ばれる運命にある者です」

「む、結ばれるって、アホ言うなや。香澄ちゃんは女やろ」

「この世界ではそのようですけど、かつては違いました。わたしはあの方の仲間であり──そして婚約者なのです」

　顔面の筋肉がまとめて引きつった。

　勇者の仲間で、かつ、婚約者。そのふたつの条件を満たす人物に心当たりがありすぎる。おれは記憶のページを凄すさまじい速さでめくり、ひとりの人物で止めた。

　そうか。そういうことだったのか。

　君島の言葉じゃないがつじつまが合うとはこういうことだ。ジグソーパズルのピースがどんどんとはまっていく感覚をおれは脳内で味わっていた。

　そりゃあ、そうだ。君島があの女だというなら勇者に深い想いを抱いだいていて当然だ。

　魔王様と勇者とおれたち三人しかいなかったはずの玉座の間。なのにこの世界に生まれ変わった人間がもうひとり。その理由も分かった。君島のバッグにチェーンで繋つながれている、既き視し感かんのあった銀色の輪っかと結びついたのだ。いや、輪っかという呼び方はもう正しくない。うちの学校はアクセサリー類の持ちこみは禁止されている。だからこうしてキーホルダーのようにしているのだろう。実際はこれは、ブレスレットだ。どこかで似たような物を見つけて買い求めたのだろう。本物であるはずがない、本物は勇者とともに次元の境目で無に返ったはずなのだから。しかし、あのブレスレット。勇者が遺い品ひんとして身に着けていた女物のブレスレット。あの女はきっと、勇者のことを見守り続けるために魂たましいを乗り移らせでもしていたのだ。

　……死の淵ふちにあって。

　そのせいであの女は勇者と一緒に魂が次元の境目を越えてしまって、今ここに君島望のぞ未みという名前でおれたちの前に立っている。

　誰のせいなんだ。

　これは誰のせいなんだ、おい！

　おれは煮えたぎる感情をこもらせて視線を上げた。そこには整った顔立ちを台なしにさせて口をあんぐりと開ける克かつ昭あきの顔があった。

「驚きましたか？　あなたたちでは理解できないのも無理はありません」

「いや、その……分かりました、あなたが誰なのかが。それで、大変言いにくいのですが、ぼくはですね……」

「耳を貸しませんよ。わたしが悪の道に誘われるなど、絶対にあり得ません」

「そうじゃないんです。いえ、もしかするとそれに近いのかもしれないですけど……悪と言われれば反論できませんから……。ああ、しかし、まさかこんなことになるなんて……。あの頃のぼくの首を三本まとめて絞しめてやりたい……」

　克かつ昭あきは蚊かの鳴くような声で嘆なげくとがっくりと膝ひざを落とし、地面に両手をついてしまった。

　まるでカエルみたいな格好になった元合ごう成せい獣じゆうにして獣人部族の守護神、克昭。その克昭をなぜか勝ち誇った眼で見下す君きみ島しま。

　通行人がいなくて本当によかったと思う。

「……おまえのことは、よく分かった。こいつの頭を踏みつけたいなら幾いくらでも踏みつけてやってくれ。体重全部かけていいぞ、おまえにはその資格が充分あるから。だけど、おまえのことが分かったからこそなおさらに話を聞いてもらわなきゃ困るんだ。頼む、少しだけでいい」

　食い下がるおれに君島はふう、と小さく息を吐はくと言った。

「勇者様の知人だからと抑えていたのですが──悪であるなら、その必要もないようですね」

　君島はすっ、と人差し指をおれに向けた。

　その指がゆっくりと回り──いきなりおれの意識がもやをかけたようにぼやけた。視界がとろけ、足腰から力が抜け落ちる。

「これが勇者様の仲間であるわたしの力です。今日は少し眠ってもらうだけにしますが──あくまで勇者様を悪の道に誘い、わたしが勇者様と会うことを邪じや魔まするというなら、この程度じゃ済ませませんよ。わたし、悪には容よう赦しやしませんから」

　君島がそう言い終えたときには、おれの身体からだはアスファルトの上に転がっていた。




　先ほどの場所からほど近い、住宅街の一角に作られた小さな公園。設置されている遊具はシーソーとブランコだけで、遊んでいる子どもの姿はどこにもない。あるいは下校時刻の頃ならば小学生たちも集まったりしているのかもしれないが、もう、時刻は午後六時を回る。まだ陽は落ちきってはいないとはいえ良い子のみんなは家に帰る時間だ。

「あのアホ女がこの世界にいるのはおまえのせいや！　おまえが責任取れ」

　そんな小さな公園にさっきからずっと大声が響ひびき渡っている。

「落ち着いてくださいよ！　ぼくのせいと言われましてもね──」

　源げん治じに襟えり首くびを掴つかまれながらなんとかなだめようとする克昭。おれはそんなふたりをベンチに座りながら眺ながめていた。自動販売機で買った缶コーヒーを手にして。

「おまえのせいでどこもおかしくないやろ！　アホ女を殺したんはおまえなんやから！」

「そ、そんな物騒なこと言わないでください。誰かに聞かれたら誤解されますって」

「誤解やあるか！　単なる事実やないかい」

「それはそうですけど──」

「なら責任取っておまえがなんとかするのが理屈やろ！」

　源げん治じの怒りは収まる気配を見せず、克昭は防戦一方だ。抗えない睡すい魔まに襲おそわれたおれに肩を貸してここまで運んでからというもの、ふたりはずっとこの調子。

　源治の気持ちはよく分かる。

　かつての世界で常に勇者の傍そばに侍はべり、魔王軍と戦う勇者を支え、その最中に勇者と将来を約束し、最さい期ごは勇者をかばって死んでいった女魔法使い。そいつが死を前にして自らのブレスレットに魂たましいを乗り移らせ、それを勇者は形見として肌身離さず着けていた。あの魔王城の玉座の間に現れたときも──そして魔王様に組みついて次元の境目へと吸いこまれるそのときも。

　だから君きみ島しま望のぞ未みはこの世界にいる。

　それは、いい。事実として受け入れられる。

　だが、なんでブレスレットに魂を移すハメになったのか──要するになんで死ななきゃならなかったのか、源治が問題にしているのはそのことだ。

「おまえのドラゴンの頭が吹いた毒のブレスや。それであの女は死んだんや。忘れたとは言わさへんで。おまえが殺してなければあの女は今ごろ勇者の代わりの新しい男でも作って前の世界で呑のん気きに暮らしてるはずなんや」

「だから前も言ったじゃないですか、あれは不可抗力だったんですよ。ぼくは勇者を狙ねらったのにあの女が勝手に飛び出してきたんです。人間にしては魔力が強いというだけで実力はぼくの足元にも及ばなかったあの女をいちいち狙うわけがないじゃないですか」

「その割にはみっつの頭を全部どや顔にして魔王様に報告してたやないか！　勇者のもっとも大切な仲間をしとめてみせましたって！」

「それぐらい許してくださいよ！　無様に逃げ帰った醜しゆう態たいを隠かくす武ぶ勲くんが必要だったんです。あの戦いでぼくは悲しみと怒りを力に変えて大おお幅はばにパワーアップした勇者に手足を七本、尾を四本も切り落とされて死にかけたんですから！」

「勇者がおれらと互角以上の力を発はつ揮きし始めたのはそれからやったなあ！　おかげで家臣どもは殺されまくるわおれまで殺されるわで散々やったわ！　あげくに魔法使いまでこの世界にやってきて面倒を起こす！　あのアホ女が香か澄すみちゃんに前の世界のことペラペラしゃべったら絶対に勇者復活するで！　それもこれも全部お前のせいや。責任を取れ、責任を」

「そんなキテレツすぎる因果の責任なんて取りようが──」

　おれは残ったコーヒーをひと息に胃に流しこんだ。缶コーヒー独特の金属っぽい味は好きになれないが、カフェインを摂せつ取しゆしたおかげでもやがかかっていた頭の中がはっきりとしてくる。

「そこらでやめてやれよ、源治。克かつ昭あきを責めたってどうしようもないだろ」

　空になった缶を一〇メートルほど向こうのゴミ入れに放り飛ばしてそう言った。

　おれだって克かつ昭あきに言ってやりたいことがなくはないが、それがほとんど八つ当たりだということは分かっている。それに、おれまで一緒になって克昭を責めたら事態が進展しない。

　源げん治じも言いたいことを言ってとりあえずはすっきりしたのか、頭をかきむしってから一度だけ息を深く吸いこむとおれの隣となりにどっかと腰を下ろした。

　克昭は助かったとばかりに襟えり元もとを直してから訊きいてきた。

「鉄てつ次じ郎ろうくん、眠気の方はもう取れたんですか？」

「コーヒー飲んだらすっきりしたよ」

「やはり睡すい眠みん魔法でしたか」

「たぶんな。あの感じ、前の世界でも味わったことがある」

「となると、君きみ島しまさんは前の世界から魔法の力を持ちこんだということになりますね」

「待て、あっさり言うんやない。それはアカン。魔法はナシやろ」

　納なつ得とくする克昭に源治が食ってかかる。

「そりゃあ、アカンと思いますけど、現に使えるんですから……」

「魔法とは限らんやろ。超能力者かも。暗示かけて寝かせるってテレビでたまにやるやん」

「似たようなものじゃないですか。ていうかそっちの方が凄すごいですよ。魔法使いは前の世界でたくさんいましたけど、超能力者は今も昔も知り合いにはいないですからねえ」

「そうやけど、なんであいつだけ魔法なんや。おれらみたいなショボいのとえらい差やん」

「さすがは魔法使いってことじゃないんですか」

「魔力ならおれのほうが段違いで上やったやん。せやのになんでアホ女が魔法で、おれは怪かい奇きコウモリ使いなんや……」

「源治くんは色々とできすぎましたからねえ。魔法は余よ技ぎみたいなものだったでしょう」

「しかも、アホ女の言い方だと他の魔法も使えるみたいやったで。次はこの程度では済まさないってそういうことやろ」

　そう言って源治は頭を抱かかえてしまう。

　おれはコーヒーよりも苦い気分で口を開いた。

「問題はそれだな」

「ええ、君島さんも力のすべてを継ついでるわけじゃないでしょうからあまり大がかりなものはできないとは思いますが、ぼくらみたいに応用のきかない力と違って厄やつ介かいですよ」

「それはそうだけど、おれが言いたいのはそういうことじゃないんだ。──かつての世界と同じだけの魔法が今も使えたとしたら、克昭、おまえならそれを簡単に使う気になるか？」

「まさか。この世界には魔法は存在しない。なのに使ったら問題ありすぎますよ」

「そうだな、おれだって問題あると思う。けど、君島はそれをやった」

「それはぼくらにも不手際がありましたし、なによりぼくらのことを悪人だと思いこんでしまったのが──」

「そこだよ。あいつが最後に言ったこと、覚えてるだろ。──悪には容よう赦しやしない、って」

　そこで克かつ昭あきの口元がさっと引き締しまる。それからなにか言いたそうに唇を動かすが、言葉は出てこなかった。

　おれたちも駒こま場ばたちにかつての力を使った。しかし、人間相手にあんなことをやったのはあれが初めてのことだった。誤解ではあったが本気で身の危険を感じ、さらに一緒にいた菅かん田だを守ろうとしたからこそ使ったのだ。

　君きみ島しまの場合はそうではない。取り囲むようにしてはしまったが、具体性のある危機を感じるほどじゃなかったはずだ。

　なのに使った。

　それは、信念に基もとづいての行いのように思える。

　悪には容赦しないという、信念。

　そしておれたちのことを、悪人だと信じきっている。

「おれらに魔法使うのに一切躊ちゆう躇ちよしない。そうゆうことか」

「君島は絶対に菅田に会うつもりだ、あとをつけてきたぐらいだからな。おれたちでそれをどこまで妨害できるか。相手は魔法を使ってくるんだ、分が悪すぎる」

　魔法といっても万能じゃない。そんなものよりこの世界の科学の力の方がずっと凄すごいことをやってのけている。そういう意味では君島が魔法を使えるといってもこの世界をどうこうするほどの力が備わっているわけじゃない。

　ただし個人的な願望、もしくは欲望を満たすには極めて有効なはずだ。刃物や銃じゆう器きのように法に触れる物を所持するわけでもなければ証しよう拠こを残すわけでもない。たとえ魔法の力を使って誰かを痛めつけても、あるいは死に至らしめたとしても、この世界の科学を前提とした捜そう査さでは犯人は決して判明しないだろう。君島がこれまでの人生でそういうことをやっているとは思いたくはないが。

「香か澄すみちゃんのことをきちんと一から言って聞かせるのも難易度高いな。なにせ、あれや」

「話を聞いてくれそうな雰ふん囲い気きはまったくもってありませんでしたね。強引に話したとしてもよくない方向に行くことしか想像できません」

「きっとこうなるで。──勇者様のこと知ってるみたいやけど、いったいなんなんや、あんたたちは」

「なんだと言われれば、ぼくらは前の世界で三魔将をやっていた者どもですが」

「ええっ、悪あく逆ぎやく非ひ道どう、勇者様の敵、わたしを殺したあの三魔将やて？」

「その三魔将です。それで話を聞いて欲しいんですが」

「魔物の話なんか聞けるか！　悪の三魔将までいるなら一刻も早く勇者様と合流せな。ていうかその前に前の世界の恨うらみや、ここで昔のわたしの仇かたきとったる！　死んでまえ！」

　小芝居を終えたふたりの肩ががっくりと落ちた。

　おれもふたりの想像と遠からずな展開になりそうな予感がしている。

　君きみ島しまを止めようとしたら魔法の力で反はん撃げきされて死。さりとて君島を放置しておけば勇者が復活して死。

　どちらの道を選んでも待つのは同じ結論。それが今おれたちが置かれている状況なのだ。

「なんであんな女と結婚の約束したんやろな、勇者。弱みでも握られてたんやろか。それとも借金してたんか」

「まったくですね。ぼくのママのような、というのは無理な相談だとしても、もっと話の分かる女性と婚約すればよかったんですよ。まあ、この世界にきて性格が変わったということもあり得ますけど。ぼくらや魔王様のようにね」

「勇者へのこだわりが変わってなければ意味ないやん。男なんて星の数ほどおるのになんでアホ女は勇者にこだわったままなんや。せっかく新しい世界、新しい自分になったんやから、新しい男を探せいうんや」

「そうは言いますが、かつて果たせなかった約束を生まれ変わって果たそうとする。泣ける話じゃあないですか……」

「そういう感動的な物語の陰かげには損そんな役回りだけを押しつけられるやつがいつもいるんや。おれらみたいなのがそれなんや……」

「明日にでも用意しましょうか、辞世の句……」

「今度こそ、最初で最後の部活動をするときがきたんやね……」

　ふたりの口調はどんどん暗くなっていく。

　しかし──おれはまだ、前向きさを失ってはいない。

　おれたちが損な役回りを押しつけられるのは、仕方ないと言ってしまうこともできる。因果応報だと諦あきらめもつけられる。

　けど、勇者の記憶が蘇よみがえって損をするのはおれたちだけじゃない。

　勇者が目覚めれば人格を取って代わられ、菅かん田だ香か澄すみは消え去ると茉ま那なは言っていた。

　あの善良なだけの普通の女子高校生がなにも分からないまま消える。

　そんなことが許されていいはずがない。菅田の人生は菅田のものなのだから。

　おれはベンチから立ち上がり、意い気き消しよう沈ちんしている源げん治じと克かつ昭あきの背中を強く叩たたいた。

「気合い入れろよ。三魔将ががん首を揃そろえてるってのに、勇者の仲間Ａごときにまでいいようにさせてたまるかよ」

　そういう論法でおれはふたりを、そして自分を奮ふるい立たせる。

　まだ、手詰まりというわけじゃない。




　次の日の朝。

　いつもより早い時間に家を出たおれは、学校最も寄よりの駅を出たところで眼を細めていた。

　先ほど電車が到着したばかりで、周囲は駅から学校に向かう生徒たちでごった返している。

　そのひとの大波の中に、おれは目的の人物をめざとく発見した。

　──より正確に言えば、感じたものを頼りにして、見つけた。

　おれは生徒たちの合間をぬってそこに向かう。すると日射しがきつくなり汗の量も増えた気がするが、もうそうなることにも慣れてしまった。

「菅かん田だ、おはよう」

「あっ、北きた瀬せくん。おはよう、本当に一緒に行ってくれるんだ」

「昨日メールで約束したじゃないか。しばらくは学校まで一緒に行こうって」

「そうだけど──起きるの大変じゃない？　北瀬くん、いつもはもうひとつ遅いのに乗ってるんだよね？」

「早起きぐらいなんでもないよ。それにあれに乗ると遅刻ぎりぎりになっちゃうから、ひとつ早いのにした方がいいかなって思ってたところだったんだ」

　おれと菅田は肩を並べて生徒たちの流れに乗って歩きだした。

　上空は今日も雲ひとつない青一色。陽が高くなる頃にはさぞ暑くなることだろう。

　おれはそんな空の下を歩きながらも絶えず周囲に眼を配り続けた。もちろん、君きみ島しま望のぞ未みが接触してくることを警けい戒かいしてだ。

　もっとも、おれ自身は君島がそうしてくるとは思っていない。周囲にひとが多すぎる。それに騒がしすぎる。君島は恐らく静かな場所で、菅田とふたりきりになれるときに会おうとするはず。とはいえ菅田を無防備にさせるのはあまりにも危険だ。だから駅から学校まで一緒に行く約束を取りつけたのだ。

　菅田の自宅から駅までは茉ま那なが同行するそうなので、そこは心配いらない。電車の中も学校に向かう学生や会社通いの社会人でぎゅうぎゅうだから、会おうとしても会えるものではない。

「あの君島さんっていう子のことなら、そんなに気にしなくてもいいよ。昨日のはなにかの間違いだったんだよ、きっと」

　辺りをうかがうおれを察したのだろう、菅田が気き遣づかうように言ってくる。昨日別れたあとのことは伝えていないから、そんな風に言うのだ。

「そうもいかないよ。あれはちょっと普通じゃなかったから」

「でも、もしもまた昨日みたいなことをされたら鈴すず木き先生に相談してみるつもり。だから北瀬くんがそんなに心配してくれなくても──」

「茉那さんはなんて言ってた？　話したんだろ？」

「それは……君島さんのことは北瀬くんたちに任せろ、って言ってたけど……」

「ほらね。茉那さんの言う通りだよ」

「けど──」

「それに、おれたちは友だちだろ？　連れそって学校に行くのがそんなにおかしいかな？」

　少しばかり卑ひ怯きような言い方だったかもしれない。しかし、菅かん田だはそれまでの悩むような表情を打ち消して、にこりと笑いかけてきた。

「そうだね、どこもおかしくないね。──ありがとう、北きた瀬せくん。頼りにさせてもらうね」

　その言葉と吸いこまれそうな笑顔に頬ほおが上気するのを感じ、おれは慌あわてて眼をそらす。

　照れてる場合じゃない。

「それで、考えてみたんだ。もしまた君きみ島しまが菅田になにかしてきたら、そのときに言って欲しいことがあるんだけど──」

　君島対策に練ねった作戦。おれはそれを真ま面じ目めな表情を作って話し始めた。




　予想通り、登校時にはなにかが起きたりはしなかった。

　おれたちはすんなりと教室に到着した。

　それから午前の授業、昼休み、午後の授業と平へい凡ぼんな時が流れていく。

　その間、片時も菅田から眼を離さなかったが、やはり君島は姿を現さなかった。

　今日一日はこのままごく穏おだやかなものとして過ぎ去るのだろうか。

　──分かってる。そんなはずがない。

　ホームルームを終えてすぐ、おれは席を立って隣となりに言った。

「さてと、帰ろうか。放課後は特に用事はないよね？」

「うん、わたしはなにも。でも、北瀬くんはいいの？　詩し吟ぎん部ぶに顔を出さなくても」

「いいよ、自由さが売りの部だから」

　くすっと笑った菅田とふたり、教室をあとにする。

「君島さん、こなかったねえ。やっぱりあれはなにかの間違いだったんだね」

　校門から出たところで菅田はそう言うと、ひとりでうんうんと頷うなずいた。

「だといいんだけど。それならおれも安心できるから。けど、とにかく今日は一緒に帰ろう。菅田には迷惑なのかもしれないけどさ」

「あ、ううん、そういう意味で言ったんじゃないの。こう言うと心配してくれている北瀬くんには失礼かもしれないけど、わたし、君島さんに感謝してるぐらいなんだ」

「感謝？　なんで？」

「だって、こうして友だちと学校に行き帰りをする機会をくれたんだもの。ね？」

　心臓が奇き妙みような高鳴りを見せた。菅田が向けてきた邪気のまったくない笑顔に。朝と同じように頬に血液が集中するのが自分でも分かってしまう。ほんの一いつ瞬しゆんだが思った。菅田の笑顔は本当に魅み力りよく的てきだと。もっとはっきり言えば……可愛かわいいなと。

　そこではっと我に返った。

　いったいなにを浮ついているんだ、おれは！　今どういうときなのか分かっているのか！

　おれは自分への戒いましめのためにも厳しい声で言った。

「感謝するのはそれでいいけど、もし君きみ島しまがまたきたら朝に言ったこと、忘れないでくれよ」

「う、うん……大丈夫、ちゃんと言うから」

　学校から駅までの道のり、そして電車の中と、絶えず周囲に眼を光らせていたが、何事もなかった。

　電車を降りて駅から出たところで、おれは菅かん田だに確認してみた。

「茉ま那なさん、家にいるんだよね？」

「そうだよ。今日はどこにも寄らずに真っすぐ帰るって言ってた。茉那もすごく心配してくれているんだ。朝に駅まで一緒に行くのも茉那が言い出したことなの。中学校から反対方向だし、遅刻しちゃうかもしれないからそこまでしなくてもいいよって言ったんだけど、どうしてもお姉ちゃんをひとりにしたくないって」

「いい妹さんだね」

「うん！　自じ慢まんの妹だよ。──でも、ね」

「なに？」

「ときどき怖こわいことを言うから、それが心配なんだ。実を言うとね、君島さんのことを相談したときも、凄すごい怒っちゃって。わたしが話をつけるからその君島ってひとに会わせて！　って。そんなことしたら危ないからって、どうにか落ち着かせたんだけど……」

　おれの口から乾ききった笑いが漏もれてきた。

　菅田を介せば茉那に君島が勇者の仲間だった女魔法使いであると伝えることはできただろう。しかし、そうはしていない。その判断は大正解だったと確信した。かつての世界の人間というだけでこれなのだ。勇者と繋つながりの深かった婚約者ともなれば、間違いなく恐ろしいことが起きてしまう。

　この件はなんとしてもおれたちだけで処理しなければという想いを新たにする。

「いつもはすごくしっかりしてるのに、わたしのことになるとすぐ興こう奮ふんしちゃうんだ。……そんなに頼りないお姉ちゃんなのかなあ、わたし」

　それからしばらくは授業のことを話したりしながら、ふたりで菅田宅への道を歩いて行った。

　やがて大きな通りを折れて、住宅街の小道へと入る。

　例によって人通りはほとんどない。ランドセルを背負った小学生とたまにすれ違うぐらいだ。

　途中、何度も振り返ってみたが、君島の姿はなかった。

　次第におれは焦あせりを覚えてきた。

　どうして接触をしてこない？

　まさかとは思うが、菅田の家で姉の帰りを待っている、闇やみの波動を放つ人物の存在に勘かんづいたのか？　それで恐れをなして逃げ帰ったか。いや、それはないはずだ。君島の波動を感じる能力はおれたちよりかなり低い。それは同じ学校にいながら詩し吟ぎん部ぶの部室の前を通るまで菅田の存在に気づかなかったり、昨日、菅田の位置をあっさりと失ったことからも分かる。この場所だとおれですら闇やみの波動を感じることができない。ましてや君きみ島しまならとても無理だ。

　しかし、それならどうしてこうもなにもないのか。

　今日はずっと一緒にいられたが、明日もいられるとは限らない。いつかは菅かん田だをひとりきりにしてしまう。そうなる前に、おれがちゃんといるときに、ふたりを会わせなければ。

　こうなったら、いちかばちかだ。おれは思いきって足を止めた。

「それでね、北きた瀬せくんに教えてもらったみたいに、たくさん問題を解こうと思ったんだけど、ひとつ解くのにも時間がかかっちゃってなかなか難しくて──あれっ、どうしたの？」

　数歩だけ先に行った菅田が話の途中できょとんとした表情で振り返ってくる。

「あのさ、近くに小さな公園があるよね。そこ、ちょっとだけ寄っていかない？」

「公園に？　どうして？」

「今言ってたところ、教えるよ。君島はおれの取り越し苦労だったみたいだしさ」

「それは嬉うれしいけど……それなら、わたしの家の方がよくないかな？　外だと暑くない？」

「いや、お邪じや魔ましたりしたら茉ま那なさんにまで気を遣わせちゃうから。それに、外で勉強ってのも意外と悪くないよ。頭に入りやすくなるんだ」

　おれはそう言って返事を待たずに近くの角に足を進める。すると、少しして後ろから菅田もついてきた。

「そうだね、普段と違う場所で勉強すると覚えやすかったりするかも。じゃ、お願いしちゃおうかな」

　公園に到着すると、遊んでいる子どもはひとりもいなかった。昨日、がらんとしていたのは時間の問題ではなく単に人にん気きがないだけだったようだ。

　──好都合だ。

　菅田はベンチに座ると、さっそくとばかりにカバンから問題集を取り出した。

「ええと、昨日のあの問題は──」

　ページをめくる音がする。

　しかし、おれはそちらを見てはいなかった。

　おれの注意力は今やってきた公園の入口だけに注がれていた。

　拳こぶしをぎゅっと強く握ったのは、紙と紙がこすれる音がやんだときだった。

「あ、これだ。この問題が難しくて、解けないまま眠っちゃったんだ。──北瀬くん？」

　その声もただ音として耳に届いただけ。

「北瀬くん、どうしたの？　──あっ」

　気づいたのだろう、菅田が息を飲む。

「きたな」

　おれと菅田、ふたりの視線は入口に向けられていて、そこにはひとりの少女が立っていた。




　ふたりの視線を浴びながら、君きみ島しま望のぞ未みはゆっくりとこちらに歩んでくる。

　その表情は消えている。なのに、どこか抑おさえきれない悦よろこびのようなものが見え隠かくれしていると感じるのは、おれの考えすぎというわけじゃないだろう。

　婚約者のつもりの人物と会うのだ。そりゃ、嬉うれしいに決まっている。

　君島の足が止まる。その眼は、ただ菅かん田だにだけ向けられていた。

「昨日は大変な失礼をいたしました。驚かせてしまったこと、どうかお許しください」

　そう言った君島の頭が深々と下がった。

　この声も、平静ぶってはいるがわずかにうわずっている。ただし、事情を知らない人間ならば気がつかないレベルでだ。事情を知らない人間──例えば菅田香か澄すみには。

「う、ううん、いいんだよ。びっくりしたのは本当だけど……」

　菅田が戸惑いがちにだが普通の受け答えをして、おれは眼をむいた。

　話が違う！　朝、君島が現れたらどうすればいいか、あれだけ言ったのに。

　焦あせるおれをよそに、菅田はなおも言った。

「昨日のは、なにかの間違いだったんだよね？」

「はい。あのことはどうかお忘れください。みっともないところをお見せしてしまい、心から恥はじています」

「恥ずかしがることなんてないよ。間違いは誰にでもあるんだからね」

「なんとお優しいお言葉……感激にたえません」

「そんな大げさな。それより、顔を上げて。誰かに見られたらヘンに思われちゃうよ。あれ、なんだかこれ、ちょっと前にも言ったような」

「いいえ！　あなたがはっきりと、わたしを許すと言ってくださるまでは！」

「だ、だから、別に気にしないで、って」

「許す、とおっしゃってください」

「う、うん。じゃあ──許します」

　その瞬しゆん間かん、君島の顔が上がり──そのまま凄すさまじい勢いで突進してきた。

　止める間もなく、通学用バッグを放り投げ、両腕を広げて菅田にダイブする。

「ああ、勇者様！　お懐なつかしいです！」

　問題集が宙に舞った。

「君島さん、落ち着いて──」

　のしかかられるように抱きつかれた菅田は手足をばたばたとさせる。その眼が救いを求めるように動いた。

　あ然としていたおれは、それでようやく我を取り戻した。

「結局そうするのかよ！」

　おれは君島を引きはがして背中を押しやった。

「き、北きた瀬せくん──」

　おれは菅かん田だと君きみ島しまの間に立ちはだかる。

　君島がゆっくりとバッグを拾い上げた。キーホルダー状にした銀色のブレスレットが揺れた。それから初めておれに眼を向けてきた。先ほどとは真逆の据すわった、冷たい眼。昨日、近くの十字路でおれたちに見せていたものと同じ光を放つ眼。

　君島はなにも言わない。

　しかし、それでよかった。危険なことを言い出す前に一気に決めてしまえる。

　おれは期待をこめてベンチから立ち上がった菅田を見やった。

　が、あっさりと裏切られることになる。

　菅田は大きく胸を上下させながらも、おれにこう言ったのだ。

「君島さんにはなにか深い事情があるんだよ、きっと。そうじゃないとこんなこと、二度もしないもん。だからあんなひどいこと、言えないよ」

　──いくらなんでもお人ひと好よしすぎるだろうが。

　菅田は顔を強こわ張ばらせたおれから君島に視線を移動させた。

「ねえ、君島さん、勇者様って──」

「ダメだ！」

　おれは叫んでその声をかき消した。

　菅田の身体がびくっと震えた。

　一瞬の静せい寂じやくのあと、おれを見る君島の眼がわずかに熱をこもらせたものになっていた。

「あなたに気遣ってあげたんですよ、わたしは」

「どこがだよ。懲こりもせずにあんなマネをしやがって──」

「あなたが勇者様から離れるのを待っていたんです。なのに、ふたりでこの公園にきてしまった。きっとこのまま家までついていくのだろうと思って、それで仕方なく姿を現したんですよ。あなただって勇者様の前で本性をバラされたくはなかったでしょう。けど、こうなったら致し方ないですね」

「き、北きた瀬せくんの本性？」

　菅田が頓とん狂きような声をあげると、君島は自信に満ちた口調で言った。

「勇者様、この男を近づけてはいけません。あなたのためにならない人間です」

「そ……そうなの？　どうして……？」

「この男は、悪人です」

「あ、悪人？　北瀬くんが？」

「誰にでも分け隔へだてなく接する勇者様のこと、正体を見抜けなかったのはご無理もありません。でも、本当のことなのです」

「そ、そんな、北瀬くんはとっても優しいひとだよ。転校してきたその日に友だちになってくれたし、家に遊びにきてくれたし、勉強も教えてくれる。悪人だなんて──」

「騙だまされてはいけません。そうやって甘い顔をしてあなたに接近しようとするのがこの男の手なのですから。裏にはどす黒い思惑があります。その証しよう拠こにわたしが昨日、この男とその仲間たちになにをされたか」

「なにをされたの……？」

「ふいをつかれて転倒させられたうえに甘言で悪の道に誘いこまれかけました」

　顔面が引きつけを起こしそうになった。

「待て待て待て！　いきなりなにを言い出すんだ！　滅茶苦茶すぎるだろ！」

「さらに言うと、下着まで見られました」

「バカ言うな！　み、見てない、見てないぞ！　本当に見てないんだ、おれはぁっ！」

　おれはアメリカ人みたいな大きな身振り手振りをしながら菅かん田だに叫ぶようにそう言った。すると安心させるような笑顔が返ってきて、おれだけに届くささやき声が聞こえた。

「大丈夫。北きた瀬せくんがそんなことするわけないって、信じてる」

　それでおれも幾いく分ぶんは冷静さが戻ってくる。乱れた呼吸を平らにして君きみ島しまをにらみつけた。

「いいからもうさっさと帰れ。おまえは菅田に近づいていい人間じゃあない」

「帰るのはあなたの方です。せっかく勇者様に再会できたのに、その場所にあなたみたいな悪人が一緒にいる。思い出が汚れます」

「き、君島さん、そんな言い方──」

「黙だまってて」

　口を挟はさみかけた菅田にぴしりと言うと、君島の顔がゆがんだ。

「誰にそんな物言いをしているかも分からずに──。とにかく、あなたはどうあってもこの場から去らない気なんですね？」

「当たり前だ。去る理由がない」

「なら、また眠ってください」

　君島が昨日、別れ際にやったようにおれを指差す。

　睡すい眠みん魔法をかけるつもりだ。菅田にかつての世界の力を見られるのはまずい。しかも魔法となると言い訳がきかない。おれは菅田の視線上に立ちはだかった。腰に力を入れてその場に踏ん張る。昨日のような不意打ちならともかく、くると分かっていればそうそうかかるものではない。しっかりと気を持っておけば今のおれでも充分に耐たえられる。

　はずだったのだが。

「な、なんだと……」

　頭の中に霧きりがかかり、それが急速に広がりだした。眼がどろんとするのが自分でも分かる。

　こんなバカな。光の波動を至近で浴びていて力が下がっているとはいえ、睡眠魔法なんかにかかるはずが──。

　そこでひとつ失念していることに気がついた。光の波動は魔物の力を低下させるだけじゃない。勇者側の人間の力を増ぞう幅ふくさせる効果もあったのだ。

　つまり、この魔法も昨日より強力になっている。守る対象が護衛の力を下げて敵の力を上げているというふざけた事態になっているのだ。

　前の世界では常識だったことを忘れていた自分のうかつさを呪のろいながら、単純な方法で睡眠魔法に抵抗することを諦あきらめて、もうひとつのポピュラーな抵抗法を取ることにした。おれは唇の端はしに前歯を立てた。鋭するどい痛みとともに鉄の味が口内に広がった。

　同時に、眠気も吹き飛んでいく。

　おれはまぶたをしっかりと開いて魔法使いの女を正面から見み据すえた。

「……失敗しましたか。鈍にぶいひとにはかかりにくいのが欠点ですね」

　唇を嚙かんだことに気がつかなかったようで、口調は冷静なもののわずかに驚いた顔になる君きみ島しま。おれは血を舐なめ取りながらその奥、公園の入口へと視線をやる。

　身体に痛みを与える方法で睡眠魔法はこらえたとはいえ、君島の手の内はこれだけではないはず。早く予定通りに動いてくれないと、いつまで時間を稼かせげるものか。とっくに状況がおかしいことに気づいているだろう。なのにどうしてなにも起きてくれない？　いったいどこからこちらの様子をうかがっているんだ？

　胸をじりじりと焦こがすおれに君島が薄い笑みを浮かべた。

「帰りたくなりましたか？　構いませんよ。追いかけたりはしませんから、どうぞいつでも帰ってください」

「うるさいな、そんなわけないだろ」

「じゃあ、誰かが助けにくるのを待っているんでしょうか。ひょっとして、悪人仲間のあのふたりに期待しているんでしょうか？」

「うるさいって言ってるんだ。だいたいな、例えそうだとしても、それを素直に──」

「言ってもいいですよ、どうせあなたのお仲間はここへはこられませんから」

「なんだって？」

「わたしのあとをつけてきていたんです。懲こりずに悪の道に誘うつもりだったんでしょうね。だから、大人しくなってもらいました」

「大人しくなってっておまえ、あいつらになにをした？」

「あなたと同じで眠らせることができなかったので──」

　ぞっとするほど冷たい眼をした君島が右手をかざす。

　幾いく本ほんかの光の線が、君島の指に絡みつくようにして走った。

[image: ]

　──電撃魔法か。

「見えますか？　これもわたしの力のひとつです」

「その電気でやったのか？　源げん治じと克かつ昭あきを？」

「言ったはずです。わたしは悪には容よう赦しやしないと」

　おれは背筋が冷たくなるのを感じていた。

　──そこまでやったか。

　おれたちが元三魔将だと知っていて電撃魔法を使ったというなら話は分からないでもない。それだけの恨うらみを持たれる心当たりは充分にある。だが、君きみ島しまは知らないのだ。おれたちをかつての世界とは無関係の、普通の人間だと思っていながら使った。寝かせるだけの睡眠魔法とはわけが違う。気絶させるには有効だが、電撃魔法は痛みをともなう。

　おれたちを悪人だと思いこんでいる君島が魔法を使うのに躊ちゆう躇ちよしないと認めつつも、そこまではしないだろうとどこかでたかを括くくっていた。

　そのあては完全に外れたわけだ。

　巨人族最強の戦士と呼ばれたおれも、もはや戦いの勘かんが鈍にぶりきっている。──そのことに気がつけないほど、鈍っている。

　源げん治じと克かつ昭あきは離れたところからおれたちを見守り、君島が現れて雲行きが怪あやしくなったら決死の覚悟で菅かん田だを担ぎあげて、おれが身体を張って君島のことを食い止めている隙すきに遠くへと逃げる手はずになっていた。

　しかし、君島の手によりそれはもう不可能になった。

　おれはちらりと背後を見やった。

　菅かん田だはおれと君きみ島しまの会話を不思議そうに聞いているだけだ。源げん治じと克かつ昭あきのことは伝えていないし、魔法を使う君島の姿はおれが背中で見えなくなるようにしているのだから、そうなるのも当然ではあった。いずれにしても、あの言葉は言ってくれそうにはない。

　菅田と眼があった。なにか言いたそうにその口が動いた。

　おれは首を振ってなにも言わせなかった。

　そして腹をくくる。

　ここは、独力でどうにかするしかない、と。

「……なにをするつもりですか？」

　足元から小指の爪の半分にも満たない大きさの石を拾ったおれに君島がそう訊きいてきた。おれは答えずに小さな石、というよりも砂じや利りの一粒を右手に握る。狙ねらうは、ブレスレットをバッグに繋つなぎとめる、チェーン。それを、この砂利粒でぶっちぎる。そうすれば、さすがの君島も動どう揺ようするだろう。その隙すきに死ぬ気で菅田を持ち上げ、ここから逃げる。

　できれば、やりたくはない。菅田がそこにいるのだから。おれのことを元ガラスのエースと信じきっているらしいからまず大丈夫だろうが、茉ま那なの言った通り、積み重ねというのもある。

　しかし、これ以外にここを突とつ破ぱする方法はなにも思いつかないのだ。

　おれはゆっくりと腕を持ち上げていった。

「投げてくるんですか？　それで気が済むなら、どうぞ」

　君島は手のひらを見せつけるようにしてこちらに向けてくる。

　が、手で防ごうというんじゃない。なにをしたかおれには分かる。恐らくは障しよう壁へき魔法を使った。見えない壁かべで飛来する物を弾はじくことができる魔法を。

　しかし──魔将の腕にそんなものが通じるわけがない。

「暴力はダメぇっ！」

　背後から叫び声が聞こえたのは砂利粒が手から離れるその瞬しゆん間かんだった。

　おれの腕の筋肉がぶれた。

　そして放たれた砂利粒は障壁があるはずの空間を突つき破り──チェーンどころか通学用バッグにもかすりもせずに公園の端はじに植えられている木の幹にぶち当たり、そのまま落ちてこなかった。

　おれは首だけを後ろに振り返らせた。

「そうだな。ダメだ、こういうのは。あんな力に頼るのはよくない。止めてくれてありが──」

　感謝の言葉は最後まで言えなかった。胸になにかが押しつけられる感覚があったからだ。顔を戻すと、君島が眼の前に立っていた。当てられているのは少女の小さな手だった。

　次の瞬しゆん間かん、強烈な電撃が身体を走り抜けた。

　がっくりと膝ひざが落ちた。土ぼこりを巻き上げながらおれは前のめりに倒れこんだ。

「あんなものでわたしの障壁を破るなんて──少し驚きましたよ。ありがとうございます、勇者様。わたしのために大声でこの男の注意を逸そらしてくれたのですね」

　君きみ島しまの声が遠い。電撃魔法を食らって意識が朦もう朧ろうとしている。完全にかき消えるまで、そう時間はいらないだろう。

「勇者様、あなたに成り代わり悪を成敗しました。これでようやくふたりきりに──」

「北きた瀬せくん！」

　菅かん田だが駆け寄ってくるのはかろうじて分かった。それから傍そばにしゃがみこむのも。

　そして、声にならない絶叫をおれはあげた。

「北瀬くん、どうしちゃったの!?　しっかりして！」

　菅田がおれの肩を揺さぶってきたのだ。

　大量に流れこんできた光の波動が電撃魔法以上の衝しよう撃げきとなっておれの中で暴れ回る。

「ねえ、大丈夫なの!?　北瀬くん、北瀬くん！」

　──大丈夫。大丈夫だからその手をどけてくれ。このままだと、大丈夫じゃ、なくなる……。

　途と切ぎれかける意識でそう呼びかけてみても通じるはずがない。菅田はおれを揺さぶり続けた。

「勇者様、そんな悪人のことはもうどうでもいいでしょう。それより、やっとふたりきりになれましたね。このときをずっと待っていました、わたしの勇者様」

　三さん途ずの川の冷たさをいよいよ実感し始めたときだった。君島のそんな声が聞こえた。

　揺さぶりが止まった。手がおれの肩から離れ、立ち上がる気配があった。

「……あなたが北瀬くんになにかしたのね？」

「えっ？　ええ、そうですけど、どうされたんですか？　そんな怖こわい顔をして」

「どうして──どうしてこんなことをするの？」

「どうしてと言われても……この男は悪人で、しかも勇者様とわたしの仲を邪じや魔ましようとしたんですよ。このぐらいの目に遭あうのも当然です」

　菅田はなにも言わなかった。

　少しの静せい寂じやくのあと、先に口を開いたのは菅田の方だった。

「──知らない」

「は……？」

「わたしはあなたなんか知らない。だからもうわたしにつきまとわないで！　わたしはあなたとなんの関係もないんだから！」

「し、知らない？　そんなはずありません、あなたは確かにわたしの──」

「知らないったら知らない！　わたしにだけじゃなくて、北瀬くんにまでひどいことして──ごめん、北瀬くん、わたしがちゃんと言わなかったから……」

　菅田がまたおれの傍にしゃがみこむのが分かった。

「う、ウソですよね？　姿こそ変わってしまいましたが、勇者様、わたしはあなたの婚約者ですよ？　なぜ、知らないなんてそんなことを……」

「なにを言ってるか全然分からない！　勇者様？　婚約者？　そんなこと、あるはずがないじゃない！　わたしはただの高校生なんだよ!?　あなたの妄もう想そうになんかつき合ってられない！」

　菅かん田だの叫び声には涙が混じっていた。

「妄想だなんて──わ、わたしは」

「聞かないよ！　あなたがなにを言ったって、わたしはもうなにも聞いてあげない！　だから──二度とわたしの前に顔を見せないで！」

　それっきり、聞こえるのは喉のどをしゃくりあげる音だけになる。

　光の波動による衝しよう撃げきと痛みが電撃魔法のそれを上書きして、どうにか意識を繋つないだおれは思う。よく言った、と。

　菅田が叫んだ一連の言葉。それは今日の朝に君きみ島しまがきたら言うようにと伝えた、君島の眼を覚まさせるためにおれが考えだしたものだった。

　一度は拒否したものの、この場面でついに言ってくれたわけだ。

　──あとは、君島が分かってくれるかどうかだけだ。

　身体を動かせないままのおれは、ことの推移を見守るしかない。

　やがて、ずっと黙だまりこんでいた君島がぽつりと言った。

「言いたいことは分かりました。だけどひとつだけ、聞かせてください」

「な、なにを？」

「先ほどわたしはこの男の悪行を並べ、それをこの男は否定しました。──わたしとこの男、どちらを信じますか？」

「どうして、そんなことを？」

「お願いします、教えてください」

　少しの間のあと、菅田が言う。

「北瀬くんの方を信じます……そんなことするひとじゃないって、知ってるから……」

　またしても、沈ちん黙もく。

　今度は先ほどよりもずっと長い。

　静けさに耐たえかねてきたおれの鼓動がふたりにまで聞こえるんじゃないかと心配になってきたとき、君島がはっきりとした声で言った。

「そういうことだったんですね。やっと分かりました、菅田さん」

　初めての呼び方だった。勇者様ではなく菅田さんと、確かに言った。

　呼び方の変化の意味するところは──。

　結論が出る前に靴くつ音おとが響ひびいておれの背中にまた手が置かれた。

　衝撃も痛みもない。むしろ柔らかで、温かかった。菅田のものではない。となると、君島の手か。

　心地よさとともに全身の感覚が戻ってくる。たぶん、治ち癒ゆ魔法がかけられたのだ。

　手が離されて、真上から声が聞こえた。

「これですぐに動けるようになるはずです。余計な苦痛を与えてしまってすみませんでした、菅かん田ださんのお友だちのひと」

「君きみ島しまさん……？」

「菅田さん、あなたにも謝らないといけませんね。わたしの勘違いから嫌いやな思いをさせてしまいました。すみませんでした」

　感情の薄い、淡々とした声。

「そんな、わたしこそひどいことを大声で言ったりして……」

　しばらくして、遠ざかっていく靴音が耳に届いた。

　身体に力が戻ってきているとはいえ、まだ立てるほどじゃなかった。おれはうつ伏せのままあごだけを起こした。

　背中を向けて歩いていく君島の姿が視界にあった。

　おれは声を投げようとしたが、しびれたままの舌がうまく動いてくれなかった。

「君島さん──」

「今日はこれで失礼しますが──また近いうちに会いにきます。今度こそ、ちゃんとした形で」

　そう言い残して君島は走り出した。

　カバンのブレスレットもそれに合わせて揺れる。大きく、しかし、しっかりとチェーンに繋つなぎとめられたままに。

　少女の姿があっという間に公園から消えて見えなくなった。
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「君きみ島しまさんは欠席のようです」

　一限目終了後の休み時間、一年Ａ組から出てきた克かつ昭あきは廊下で待っていたおれと源げん治じにそう告げた。

「欠席ぃ？」

「ええ。学校にきていないとのことです」

「なんでや？」

「さあ、そこまでは。クラスメイトも知らないそうなので」

　克昭の表情も声も拍ひよう子し抜ぬけの色が濃こい。

　おれも同じ気分だ。

「どうしますか？」

「どうもこうも、いないのになにをどうしろっていうんだよ」

　投げやり気味に言って、三人で二年生の教室が並ぶ三階へと戻り始める。

　階段にさしかかったところでおれは舌打ちをひとつした。するとそれが聞こえたのか、克昭が言ってきた。

「君島さんは勇者と菅かん田ださんが別人だと分かってくれたんでしょう？　なら、もう平気ですって。ぼくらがきちんと確認するまでもないですよ」

「けどなあ。アホ女はまた会いにくるって言ってたんやろ。それってまだ勇者を諦あきらめてないってことやん」

　源治に言われ、克昭は黙だまりこんだ。

　そう、おれもそれが気になっていたのだ。だからこそ君島にはきちんと言うつもりだった。どうして菅田はかつての世界のことを忘れているのか、記憶を蘇よみがえらせたらどうなるか、そしておれたちは何者なのかを。もちろん危険はあるだろうがそれは覚悟の上だったし、それに菅田から知らないと言われた今なら以前と違って話を聞いてくれるという予感もあった。

「香か澄すみちゃんの方はどうなん？」

「君島のことをずいぶん気にしてた。ひどいことを言ったから謝りたいって」

　源治がやれやれと言わんばかりに頭を振った。

「相変わらずお人ひと好よしやなあ。おれなんか電撃魔法食らわされたの、まだ頭きとるで」

　自分も謝りたいから君島さんに会いたい、一緒に行く。そう言って聞かなかった菅田をまずはおれたちが様子を見てきてからと説得するのはずいぶんな難作業だった。駅から学校までの登校時間のほぼすべてをそのことに使いきったぐらいだ。

「とにかく、明日だ。明日またこよう」

　そう言ってその場はふたりと別れた。

　しかし次の日、同じ時間に君島の教室に向かったおれたち三人が聞かされたのは、今日も休んでいる、という事実だった。

　さらに次の日も、君きみ島しまが学校にくることはなかった。




　一限目の終わりを知らせるチャイムが鳴った。

　おれは教科書とノートを机の中に手早く片づけた。立ち上がろうとすると隣の菅かん田だが訊きいてくる。

「今日も君島さんの教室に？」

「うん、行ってくるよ」

「そっか。君島さん、今日はきているといいんだけど……」

　菅田の心配そうな表情は上うわっ面つらだけのものじゃない。心の底から君島を気き遣づかっている。今日の朝なんかはもしかして自分がひどいことを言ったから休んでるんじゃ、と泣きそうな顔で言うほどだった。

　おれも君島が学校にこないことに焦あせっている。

　とはいえ菅田のように君島のことを気遣っているからじゃない。あいつがどうなろうと知ったことじゃない。が、明日からもうシルバーウィークが始まるのだ。菅田は連休中は家で過ごすという。家族でシベリアにでも旅行してくれればありがたかったのだが、父親はずっと仕事らしいので仕方ない。とにかく、おれたちの眼が届かなくなる日がしばらく続くのだ。茉ま那ながいるとはいえ、四六時中べったりとくっついているというわけにはいかないはず。それに茉那が君島は勇者の婚約者の魔法使いであることを知ってしまうような展開になってはやはりまずい。茉那は茉那でなにをしでかすか分かったものじゃない。だからなんとしても、今日のうちに決着をつけたいところなのだ。

「北きた瀬せ、ちょっとこいよ」

　教室を出ようとしたところでふいに背後から声をかけられた。窓際で手招きしていたのは新聞部部長、駒こま場ば喬きよう平へいだった。

「なんだよ？」

「おまえに話があってさ。いいからこっちこいよ、時間は取らせねえ」

　無視して出て行きたいところだが、こいつの性格からするとそうしたらついてきてしまう。なら話とやらをさっさと終わらせてしまった方がいい。そう判断しておれは窓際に向かった。

「なんだ、話ってのは？」

　駒場は無言で一枚の写真を差し出してくる。制服姿のおれと菅田が写っていた。場所がどこかまでは分からないが屋外をふたりで話をしながら歩いている。そんなショットだった。

　盗撮は犯罪ということを知らないのかと怒りかけたが、ふと奇き妙みように思った。写真はなんの変へん哲てつもない日常のひとコマにすぎないようだったからだ。将来の夢はパパラッチと公言してはばからないこの男の撮った一枚にしてはセンセーショナルさが足りない。

「やけに落ち着いてるじゃねえか、もっと焦るのを期待してたんだがな」

「落ち着いてなんかない、勝手に写真撮られて腹立たしい。けど、これ見て焦あせりゃよかったのか、おれ？　なんで？」

「昨日の登校中の写真だぜ、それ」

「そいつはびっくりだけど、おまえが忍者みたいに陰かげに潜ひそんでシャッターを下ろしてるなんてみんな知ってる。今さら焦るやつなんかいないよ」

「そういうことじゃなくてだな……。ひょっとしておまえ、こういうことには堂々とするタイプだったのか？」

「はぁ？」

「だからさ、登下校は一緒だし、学校でも離れようとしねえ。おかしな関係じゃねえかと勘かんぐって当然だろうが？」

　やっと言いたいことが分かった。そして、思い出してしまった。あの日の帰り道、笑顔を向けてきた菅かん田だのことを一いつ瞬しゆんだが、本当に可愛かわいいなと思ったことを。おれはそのことを表に出さないようにしながらぶっきらぼうに言った。

「そういうんじゃない、おれと菅田はただの友だちだよ」

「それにしちゃずいぶんと楽しそうにしてるじゃねえか」

「友だちが楽しく会話しちゃ悪いのかよ」

「とんがるなよ。ますます怪あやしく見えちまうぜ」

「ひとりで見えてろ。で、用件はなんなんだ？　写真を見せたかっただけならもう行くぞ」

「待ちな、ここからが本題だ。──学年屈指の優等生が転校生をわずか半月あまりでスピード攻略、その秘ひ訣けつとは。次の校内新聞、そんな感じの記事を入れようと思ってんだよ。それで一応はおまえのインタももらおうと。ノーコメントならこっちで適当に書くけど、どうする」

「……本気でそんな記事作ったら出るとこ出るからな。弁護士用意しとけよ」

　イエロージャーナリストの妄もう言げんにこれ以上つき合う気はない。おれは憤ふん然ぜんと踵きびすを返した。

　そこで顔面が引きつった。

　机がひとつ、空いている。

　おれの席の隣となりの机が。

「お、おい、駒こま場ば、菅田はどこ行った？」

　思ったよりもずっと動転した声で訊きくと、駒場は平然と答えた。

「さっき吉よし川かわと岡おか島じまと一緒に教室から出て行ったぜ」

「なんだって？」

「あのふたりも気になってるんじゃねえのか、おまえと菅田のこと──」

　言い終わるより先に、おれは走りだしていた。

　廊下に飛び出ると、首を左右に振る。

　──いた。

　休み時間で廊下に出ている何人もの生徒たちが壁かべになっているものの、ちらりと見える。ずっと向こう、２─Ｄの前あたりにいる菅かん田だの姿が。

　誰かが一緒にいる。両りよう脇わきにいるのは駒こま場ばの言った通り、吉よし川かわと岡おか島じまだろう。そして、向かい合っているのは──。

　おれは再び走りだす。

　凄すごい形相になっているようだ。廊下にいる生徒たちはとがめもせずに道を開けてくれる。

　表情まで見える距離になったとき、菅田たちと向かい合っている人物の眼がおれを捉とらえた。口元が少し動いたあとに視線が戻された。

　その人物は一度頭を下げたあとに背中を向けた。おれが到着したときにはもう、すっかり立ち去ったあとだった。

「か、菅田！」

　息を切らすおれとは対照的に、菅田は嬉うれしそうにほほ笑んでくる。

「北きた瀬せくん。今ね、君きみ島しまさんがきたんだよ」

「知ってる！　それで、なにしにきた、あいつ？」

「それがね、今まで迷惑をかけてすみませんでした、ってわざわざ言いにきてくれたんだ」

「今まですみません？　ほ、他にはなんて言ってた？」

「他に？　ええと、風か邪ぜをひいて学校を休んでいたので謝りにくるのが遅れてすみません、って。……あ、これも『すみません』だね」

「また意味不明なことをわめきだしたりはしなかったか？」

「ううん、そんなことは。君島さん、今日はとても落ち着いていたから」

「本当に？　本当に謝っただけ？」

　ここで吉川と岡島が割りこんできた。

「本当だよ。あの一年生、ひたすら香か澄すみに謝ってた。すっごい真剣な顔して」

「そうそう。謝ってる最中もずっと香澄の眼を見ていたもん。わたしなんか実はガンくれてんじゃないかと思ったぐらい。──で、あの一年生はなんなの？　なんで香澄に謝ってたの」

　おれは答えずにその場からまた走りだした。君島に直接なにをしにきたのか訊ききだそうと思ったのだ。

　しかし、階段でも、一年生の教室が並ぶ二階の廊下でも追いつくことはなかった。

　やがて、君島のクラスの前までやってきてしまった。

　おれは顔面の汗をぬぐいながら、ちょうど教室の出入り口のところでおしゃべりしているふたりの男子生徒に用事があるから君島を呼んでくれと声をかけた。

「君島ですか？　ここ何日かずっと休んでますよ。今日もきてないです。え？　そんなはずない？　いや、そう言われても……。あそこが君島の席ですけど、誰も座っていないしカバンとか教科書とか、なにもないですよね？　休んでるからですよ」




　自室の勉強机と向かうおれは手を止めてボールペンをノートの上に放り投げた。机の前に座ってまだ一時間と経たっていないのにもう三度目の中断。雑念だらけで勉強にまるで身が入らない。

　君きみ島しまのせいだ。君島が菅かん田だに本当になにもしていないのか、気になる。気になりすぎる。

　一言謝るためだけに風か邪ぜをおして学校にやってくる。そんなことがあり得るのだろうか。

　あり得るわけがない。そう思ってあのあと菅田にしつこく訊きいてみても、君島は本当に謝るだけだったという。

　ウソをついているようには見えなかった。つく理由もない。吉よし川かわたちだって証言は同じ。

　なら、やはり君島はなにもしていない？　菅田の言う通り、迷惑をかけたことをとても気にしていただけなのか。今度はちゃんとした形で会う、というのは落ち着いた状態で謝りたいというだけだったのか。

　いや、しかしそんなことがあるか？　おれたちを油断させるためにひと芝居うっただけじゃないのか……。

　おれは息を吐はいて背中を深く椅い子すにもたれかけさせた。

　結局、どうどうめぐりだ。

　いくら考えてみても決め手になるようなものがなく、思考は同じ道をたどるだけ。

　ボールペンを拾い指の上でくるくると回してみても、新しく思い浮かぶことはなにもない。

　おれは考えるのをやめて勉強に戻った。ノートに英文を記した。が、字はかすれていてほとんど書けてはいなかった。ちょうどインクが切れたようだ。

「こんなときに不吉だな……」

　迷信じみたことを信じる方じゃないが、なにか胸騒ぎがしてきた。ずっとしていると言えばそうだが、一段と強く。

　胸騒ぎはあっという間に大きくなって、内側から胸を圧迫してくる。

　おれは思いきって菅田に電話してみることにした。自宅で茉ま那なに守られている菅田の無事な声を聞けば、とりあえずは落ち着くだろうからだ。

　携けい帯たい電話に登録してある菅田の番号にかけてみる。

　無機質なダイヤル音が一〇回、一一回、一二回……。

　一五回しても、菅田に繋つながることはなかった。

「なんで出ないんだよ……」

　部屋の中を無意味にうろつきながらひとりごちたとき、留守番電話の案内に切り替わった。

　通話終了のボタンを押すおれの心を支配しているのはもう胸騒ぎじゃなかった。テレビに夢中で着信に気づかない。勉強中だから着信音を切っている。単におれと話す気分じゃない。電話に出ない理由なんて幾いくらでもある。なのに、胸騒ぎは悪い予感と呼べるものに変化していた。

「よし、決めた」

　菅かん田だの家まで行ってこよう。このままじゃ勉強どころか寝つくことすら難しそうだ。時刻はもう午後九時を回っている。普通ならこんな時間に訪たずねるのは非常識だろうというところだが、おれなら菅田を家の外からでも感じられる。菅田が茉ま那なと一緒にいることさえ分かれば安心できるというもの。

　おれはそう考えて、シャツだけ着替えようと携けい帯たい電話をベッドの上に放った。

　着信音が鳴り響いたのはマットに落ちたそのときだった。

　ひったくるようにして取ると、ディスプレイに菅田香か澄すみの文字が表示されていた。

　着信があったことに気がついて、折り返してきたということか。おれはたかだか電話に出なかったぐらいでおたおたしていた一いつ瞬しゆん前までの自分を恥はじながら、通話ボタンを押した。

「もしもし」

　受話口はなにも言ってこなかった。

「もしもし？」

　これにも反応がない。

　間違えて切ってしまったのかとディスプレイを見直したが、ちゃんと通話中になっている。電波だって良好だ。

　もう一度呼びかけようと携帯電話を耳に押し当て口を開きかけた。

「……くん」

　ようやく聞こえた菅田の声は小さくかすれていた。

「もしもし。そっち電波悪い？　よく聞こえないんだけど」

「北きた瀬せくん──」

「あ、ちゃんと聞こえるようになったよ」

「身体が……けて……くん……」

「もしもし、どうした？」

「助けて、北瀬くん！」

　いきなりの絶叫がおれの鼓こ膜まくを大きく震わせた。

「助けてって──なにかあったのか!?　もしもし、もしもし！」

　負けじと大声で呼びかけても、それっきり返事はない。それでも何度も何度も呼び続けたが、やがて通話が終わったことを示す機械音が聞こえてきた。

　おれは携帯電話を耳から離して、呆ぼう然ぜんとディスプレイに眼を落とした。

　悪い予感ではない。

　悪いことが起きているのだ。




　自宅の玄関から夜空の下へと躍り出たおれに、待ち時間はそれほどいらなかった。走ってくる私服姿の源げん治じと克かつ昭あきはすぐに見えた。

「鉄てつ次じ郎ろうくん！　菅かん田ださんになにかあったって、なにがあったんですか？」

「分からないんだ。なにかあったらしいんだけど、なにがあったかは分からない」

　訊きいてきた克昭に答え、おれは菅田との電話での短いやり取りをふたりに説明する。

　街灯に照らされるふたりの顔色がみるみるうちに失われていった。

「そら、間違いなくなにかあったな……。やっぱり君きみ島しま絡みやろか」

「そうとしか考えられないでしょう。君島さんが家にまでやってきたのかも」

　克昭が唇を噛かんだ。失意がありありと浮かんでいる。

「アホ女が謝るだけで済ますわけがなかったんや。香か澄すみちゃんになにかしたに決まってる。くそったれが、今日は眼ぇ離すんやなかった、おれらで香澄ちゃんの家に泊まりこむぐらいするべきやったわ！」

　まくし立てて、源治は悔くやしそうに拳こぶしと拳を打ち合わせる。

　克昭も頷うなずいた。そこでおれをはっと見てきた。

「茉ま那なさんは、魔王様はどうされたんです？　君島さんが菅田さんになにかしたって、茉那さんがついているはずじゃないですか」

「それも分からない。どうして魔王様は君島を防がなかったのか……」

「まさか、君島さんにやられたんでしょうか？　ぼくらが気絶させられたように……」

「それこそまさかやろ！　アホ女ごときが魔王様をどうこうするなんてあり得んわ。竹たけ槍やりで爆ばく撃げき機き落とす方がまだ現実味あるで」

「なら、魔王様がなにをされていたのか、源治くんには分かりますか？」

　反論はしたものの答えを用意していたわけではなかったようで、源治は言葉を詰まらせた。

「ここで考えててもどうにもならない。菅田の家に行ってみよう。菅田か魔王様か、それとも君島か、誰がいるかは分からないけど、このままじっとしているわけにはいかない」

「賛成です。大通りに出ればタクシーがつかまるはずです。学生の身分で贅ぜい沢たくですけど、そんなことも言ってられません」

　おれたちは夜の家々の合間を縫ぬうように走り、大通りに出るとタクシーをつかまえた。

　三人で後部座席に座り運転手に目的地を伝えた。

「急いでるんで、できるだけ速くお願いします」

　返ってきたのははいよという気のない返事だった。

　タクシーが動き出した。それっきり、車内の誰もが口を閉ざす。

　菅田の家まで一五分といったところだろうか。

　無言の車内で気持ちだけがはやる。

　まだ明かりの灯る商店が立ち並ぶ通りに差しかかったところで、タクシーのスピードが落ちた。フロントウインドウに赤信号が点灯していた。源治が忌いま々いましげに舌打ちする音が聞こえ、おれは脚を組み替えた。

　膝ひざ頭がしらを指で叩たたいているうちに信号の色が変わり、アクセルが踏み直された。エンジンが回転する音にもうひとつ、音が重なった。おれの携けい帯たい電話の着信音だった。ズボンから取り出すと、ディスプレイに表示されている名前は今、もっとも話したい人物のものだった。おれは耳に当てるよりも早く通話ボタンを押していた。

「か、菅かん田だ──」

「お姉ちゃんがいないんだけど！」

　その声は菅田のものじゃなかった。

「ま、魔王、いや、茉ま那なさん？」

　茉那の名前が出て、源げん治じと克かつ昭あきの顔がこちらにさっと向けられる。

「そう、茉那だよ！　ねえ、お姉ちゃんがどこにもいないの！　どういうことなの!?　まさかあんたたち、お姉ちゃんになにかしたんじゃ──」

「お、落ち着いてください、おれたちがなにかするはずないじゃないですか！」

「落ち着いていられるわけない！　お姉ちゃんがいないんだよ!?」

「いないって、どういうことです？　茉那さんは自宅にいるんですよね？　そっちでなにがあったのか教えてください」

「お風呂から出たらお姉ちゃんがいなくって、携帯電話だけ居間に落ちてて、それであんたに電話して……どういうことなの、なにが起きてるの？」

　電話越しにでも相当混乱しているのが分かる。おれは努めて冷静な口調で話した。

「なにが起きているかおれも知りたいんです。今タクシーでそっちに向かってます。源治と克昭も一緒です」

　それから菅田からかかってきた電話のことを伝えた。

「助けてって──やっぱりなにかあったんじゃない！　ねえ、なにがあったの？」

「分からないから向かっているんです！　それより、菅田は本当にどこにもいないんですか？」

「う、うん、わたしがお風呂に入っている間にどこかに行っちゃったみたいで──」

「どこかって、家族のひとも知らないんですか？」

「お父さんは残業だし、お母さんはパートの集まりでわたしとお姉ちゃんしかいなかったの！」

「風呂に入ってたって言いましたよね？　どのぐらい入ってたんです？」

「さ、三〇分ぐらい……」

「そんなに!?　じゃあその間、ずっと菅田をひとりにしてたんですか？」

「しょうがないじゃない！　女の子のお風呂は急いでもそのぐらいかかっちゃうんだもん！」

「姉妹なら一緒に入るとかすればよかったじゃないですか……」

「誘ったけど断られたの！」

　おれは空あいている手で頭をかきむしった。いつか菅かん田だから眼を離してしまうときがくると思っていたが、そのときがきたというわけだ。そして、それが最悪の事態を招いているらしい。

「これってやっぱり、例の前の世界の関係者の仕業なの？　そいつが誘ゆう拐かいとかしたわけ？」

「間違いないと思います……」

「でも、家に忍びこんでお姉ちゃんを連れ出すなんて、どうしてそんなことができるの？　戸と締じまりはちゃんとしていたのに！」

　おれは判断に迷った。君きみ島しまの素す性じようを伝えるべきかどうかを。その答えが出る前に、茉ま那なが低い声で言ってくる。

「ひょっとしてあんたたち、わたしになにか隠かくしてる？」

「な、なにかとは？」

「それを訊きいてるの。隠しごとがあるなら、言いなさい。──今ならまだ間に合う」

　最後の部分はこれまでとはまったく違う、迫力をこもらせた声。おれは全身の毛が一気に逆立つのを感じていた。

　源げん治じと克かつ昭あきに視線を送った。いつの間にかふたりともそっぽを向いていた。どんな会話になっているのか見当がついているらしい。責任をおれひとりに押しつける気で満々だ。

「……間に合わなくして欲しいんだ？」

　もう隠し通せない。おれの口から君島がどういう人間で、これまでなにをしてきたのかということがせきを切ったように流れまくった。

　しゃべり終えると、しばしの沈ちん黙もく。生きた心地がまるでしない。

「なるほどね、あの女か。魔法使いのあの女か……」

　呟つぶやくような言い方に、受話口を通じても分かる怒りが含まれている。

「報告を怠おこたったあんたたちへのペナルティはあとで考えるとして、君島とかいう女がお姉ちゃんになにをしたか分かった。……魅み了りよう魔法ね」

　あっ、という声がおれの口から漏もれた。

　どうして思いつけなかったのか。今日、学校で謝りにきたというあのとき。君島は真剣な眼まな差ざしで菅田の瞳を見続けていたと吉よし川かわと岡おか島じまは言っていた。そのときに魔法をかけていたというわけだ。相手の身体の自由を奪うばい、かけた者の思い通りに動かすことができる魅了魔法を。

　電話で身体が……と言いかけたのも納なつ得とくがいく。身体が勝手に動くなりしていたのだ。それで、最後に残った意思を振りしぼっておれに助けを求める電話をかけた……。

「たぶん、ひとりきりになったときに発動するように仕こんであったんだと思う……。お姉ちゃんをおもちゃみたいにするなんて、あの女、許せない……」

　静かな怒りという表現ではまるで足りないほどの感情がこもった声だった。

「魔法がかかっているなら魔力の跡が残っているはず。これからそれを探るから、あんたたちはそのままこっちにきて。急いでね。あの女がなにをするつもりか、わたしには分かったから」

　電話が一方的に切られた。

　のろのろと携けい帯たい電話を閉じるおれに、源げん治じがささやいてくる。

「……どうだった、魔王様。アホ女のことを黙だまってたの、なにか言ってたか」

「怒ってた。ペナルティがあるって」

「おまえに？」

「おれたちに。それと、このまま家にこいってさ」

「そか。……どうする？　行くか？　それとも夜逃げに切り替える？」

「逃げる根性あるなら逃げてもいいよ」

「いや、おれも行く。筋金入りの根性なしやから」

　血の気を失った克かつ昭あきのママ……といううわずった声が聞こえた。

　おれは運転席に向かって声をかけた。

「すみません、もうちょっとスピードを出してください。人命がかかっているみたいなので」




　目的地に着くと、おれたちはタクシーをその場に待たせて菅かん田だ宅の敷地をまたいだ。チャイムを鳴らしてみても誰も出てこない。扉に手をかけると鍵かぎはかかっていなかった。両親はいないらしいし、勝手に入ってこいということなのだろうと解釈しておれたちは玄関に上がる。

　数日前に訪おとずれたばかりの居間に入ると外から感じた通りに茉ま那ながいた。待っていたという雰ふん囲い気きはない。紙をいっぱいに広げた楕円形のテーブルの前に座って、なにやら瞑めい想そうしていた。

　声をかけるのもためらわれて無言のまま近づくと、紙の正体が分かった。縮尺がかなり大きい、この街の地図だ。

　ふいに、茉那の指が地図の上に置かれた。指先が小さく移動しては止まり、また移動するということが何度か繰り返される。

　やがて止まった指がそれっきり動かなくなった。

　茉那の眼がかっと見開き、開口一番にこう言った。

「ここ。お姉ちゃんはここにいる」

　おれたちはテーブルの上を覗のぞきこんだ。茉那の指が置かれている場所、その脇わきに書かれている文字はよく知っているものだった。

「ここって──」

「翠すい晶しよう高校。お姉ちゃんとあんたたちの通う学校だね」

「ここに菅田がいるんですか？」

「それに、例の女も」

「学校なんかに連れ出して、君きみ島しまはなにをするつもりなんです？」

　茉那は指を地図から離すとおれたちを見上げてきた。

「言ったよね、お姉ちゃんはお姉ちゃん。けど、わたしに封印をかけられた勇者の記憶もまだ、存在だけはしているって」

「え、ええ」

「君きみ島しまとかいう女はそれを呼び覚まそうとしている。魂たましいを揺り動かして戻すなんてことはせずに、封印を解くことで。あんたたちの話と、お姉ちゃんのいる場所から考えるとそれしかない」

　断定口調の推論に驚いて口を閉ざすと、源げん治じが言う。

「そら、アホ女は魔法使いですしそういうこともできんことはないでしょうけど……それ、相当に大がかりな魔法になりますよね。アホ女もそこまでの力は残してないと違いますか？」

「普通ならできないはず。でも、お姉ちゃんと君島がいる場所を考えてみて。それに、君島はしばらく学校にきていなかったんでしょう？」

　源治がはっ、となにかに気づいた顔になる。

「そうか、大がかりな魔法でも……やれんことはないか！　学校に行ったのも、確かにここならスペースは充分や」

　源治は理解できたようだが、おれにはピンとくるものはなにもない。巨人という魔力が低い種族だったおれは、魔法についてそれほど知識がない。

「魔法陣、ですか」

　あごに手を当てた克かつ昭あきがぽつりと言う。それでおれもやっと分かった。魔法使いが自らの魔力をこめて描く魔法陣。前準備という手間がかかる分、効果は魔法使いが単体で唱える魔法を大きく上回る。発動できる魔法の種類は紋もん様ようによって様々だが、かけられた封印を解除する魔法陣も確かにあった。

「けど待ってくれ。魔法陣と君島が学校を休んでいたことになんの関係があるんだ？」

「休んでいる間に一生懸命に描いていたってわけや。三日もあればそこそこ複雑なものでも描けるやろ」

「描くって、今は学校にいるんだろ。休んでいたのに学校のどこに、どうやって描く？」

「そんなもん、家でたくさんの紙に描いておいて、あとで繋つなぎ合わせればええ」

「そんな簡単なものなのか？」

「知識さえあればできるはずや。あの世界とは紙の質が段違いやしな」

　源治の説明に克昭が補足してきた。

「魔法陣はかなりの大きさになるでしょうけど、学校なら場所も確保できます。しかもこんな時間なら邪じや魔まも入らない。うってつけです」

「じゃ、じゃあ、まさか、菅かん田だはもう……？」

「いえ、魔法陣の発動には時間がかかります。まだ無事でしょう」

　おれはほっと胸をなでおろした。

「そやけど、余裕たっぷりってわけでもないで。はよ学校に行かな。おれら三人で香か澄すみちゃんを助けるんや！」

「その通りです。行きましょう、ぼくら三人で。茉ま那なさんはここで吉報をお待ちください」

　慌あわただしく踵きびすを返しかける源げん治じと克かつ昭あき。おれも釣つられてあとに続こうとした。

「待ちなさいよ！」

　雷が落ちたような声がした。おれたちは肩を震わせて動きを止める。

「なに勝手に話を進めてるの。わたしの話がまだ終わってないでしょうが」

「し、しかし急ぎませんと……タクシーを待たせていますけど、ここから学校まで結構な時間がかかりますから」

「急ぐから待てって言ってるの！　わたしの力を使えば手っ取り早いでしょ」

「そんな、君きみ島しまごときに魔王様が出るまでもありません！　ここは我らにお任せください」

「はぁ？　だから、あんたたちに任せるんだってば。なんのためにあんたたちを家にまでこさせたと思ってるの」

　当然、茉那も強引にでも一緒にくるものだとばかり思っていた。おれは面食らって、他のふたりと顔を見合わせた。

「翠すい晶しよう高校であんたたち三人が揃そろって愛着の強い場所ってある？」

「急になんです？」

「いいから教えてよ」

「ええと、詩し吟ぎん部ぶの部室がそれだと思いますが……それが？」

　わけの分からないまま答えると、茉那はテーブルの前から立ち上がる。

「あんたたちを転移魔法でそこに送る。そっちの方がタクシーより断然速いでしょ」

「転移魔法って、それ、最上級魔法のひとつやないですか。まだ使えるんですか？」

「使えるよ。他人にだけで自分にはかけられなくなっちゃったけどね。だからあんたたちだけ先に行って」

　そう言うと茉那は両腕を精一杯横に広げた。こいということなのだろうが、おれたちはさすがにためらった。

「なにしてるの、こっちにきなさいよ」

　せかす茉那に、克昭がぎこちない声を出した。

「いや、その……大丈夫ですか？　この魔法、最近使いました？」

「使ってないけど、それがどうかしたの？」

「失敗すると異次元送りですよね、転移魔法って。タクシーで行った方が安全なんじゃあ……」

「……地じ獄ごく送りでもいいんだよ。そっちの方がいいのかな？」

　逆らえるはずがなかった。おれたちは観念して茉那の前へと進み出た。

「さっき言ったところを頭に浮かべて。そこに行きたいって強く念じて」

　おれは眼を閉じて、毎日のように通っている詩し吟ぎん部ぶ部室の風景を脳のう裏りに描く。そこには源げん治じがいて、克かつ昭あきがいて、それに菅かん田だがいた。

「じゃあ、いくよ。わたしもすぐに向かうけど、間に合うかどうか分からない。だからあんたたちだけが頼りなの。……お姉ちゃんのこと、お願い。絶対に助けて」

　しおらしげな言葉は魔王様としてではなく、菅田香か澄すみの妹としてのものだったろう。だからおれも魔王様の部下ではなく、菅田の友人として答える。

「お姉さんのことは心配しないでください。おれたちが必ずなんとかしますから」

　姉を愛するこの妹のためにも君きみ島しまは阻止しなければ。おれはそう決意した。

「それと──あの女を痛めつけるのまでは許すけど、殺しちゃダメだからね。虫の息でもいいから生かしておいて。お姉ちゃんをもてあそんだことをわたしが直じき々じきに後こう悔かいさせてあげなきゃいけないから。生まれてきてしまったことを呪のろうぐらいにね」

　──ご冗じよう談だんを。

　そう言おうとしておれは眼を見開いた。

　そこに茉那の姿はもうなかった。

　それだけではなく、まぶたを上げたというのに視界は闇やみに近かった。

「……転移したみたいですね。ふたりとも、無事ですよね？」

　すぐ横から、克昭の声。

　おれは携けい帯たい電話を取り出してディスプレイを明かり代わりにした。

「心の準備をする暇ひまもなかったな。失敗する確率はどんだけやったんやろ」

　少量の光の中で源治の背中が動いた。その腕が壁かべのスイッチに伸びると、蛍けい光こう灯とうの明かりが降り注いできた。

　眼に映るのはほんの数秒前までいた菅田宅の居間ではなかった。おれたちが今いるのは翠すい晶しよう高校詩吟部部室だった。

　そしてわずかにだが、感じる。肌を刺し、脳を揺らしてくるあの波動を。おれは床に視線を落とした。

「下だな。たぶん、一階だ」

「魔法陣を敷しくだけの広さがあるところです。そうなると、体育館でしょうね」

　おれは部室のドアノブに手をかけた。そこで背後から源治が訊きいてきた。

「魔王様、最後に凄すごいこと言うてたけど、聞こえたか？　あれ本気だと思うか？」

「源治はどう思う？」

「……八対二で本気と見とる」

「菅田の家からここまでタクシーで一五分から二〇分ってとこだ。魔王様が到着する前におれたちだけでぐうの音も出ないほど完かん璧ぺきにかたをつけて、それから君島をどこかに隠かくしてしまおう。姿さえ見なければ少しは怒りも鎮しずまるだろ……」

　それは一〇対〇で願望だった。




　部室から飛び出したおれたちは誰もいない廊下を一直線に走りだした。天井の蛍けい光こう灯とうは役目を果たしていないが、窓から月と街の明かりが入りこんでくるので真まっ暗くら闇やみというわけでもない。それでも、陽のあるうちとは校内の印象はまるで違うものだった。

「夜の学校って怖こわいもんやな。暗いし誰もおらんし静かやし。幽ゆう霊れいとか出てきそうや」

　下への階段を降り始めたところで最後尾の源げん治じがそうぼやいた。

「おまえの軍団に死し霊りよう兵士とかいたじゃないか。今さら幽霊が怖いもないだろ」

「そら、あの世界には霊は普通におったしな。おれらも怨おん念ねんになったぐらいや。けどこの世界にはそういうの、おらんやろ」

「いないならなんで怖いんだよ」

「おらんはずのもんがおるから怖いんやないか！　アカン、口にしたら本気で怖くなってきたわ。一番後ろは嫌いやや、背中がら空きは危ない。克かつ昭あき、おれ真ん中がええ。代わってくれ」

　バカなやり取りをしてるうちに一階、玄関前ホールへとたどり着いた。当然だがガラス張りの出入り口は当然だがすべて閉ざされていて、玄関は静まり返っている。登校時と下校時には生徒であふれるところと同じ場所とは思えないほどに。

　おれはいったん、足を止めて左側、つまり体育館へと続く廊下の方を見やった。光の波動の気配はやはりそっちから流れてきている。体育館に菅かん田だがいるのはもう確実だ。

　おれたちは玄関前ホールを横切ろうと足を踏み出しかけた。

「待った、なんかおるで！　あそこや、靴くつ棚だなの脇わき！　幽霊やないの！」

　おれは源治が指差した先に眼をこらした。しかし、ただ暗いだけとしか思えなかった。

「なにも見えないけど、誰かいたのか？　まさか君島が──」

「アカン、見つかった！　ほら、こっちきとるやん！」

　焦あせりきった源治の声におれはますます眼を細めた。その瞬しゆん間かん、暗闇に赤く輝く点がふたつ、浮かび上がった。

「な、なんだ？」

　正体が掴つかめず立ち尽つくしていると、不気味な輝きは音もなく接近してきた。

　影が動いた気がした。同時に、頬ほおに衝しよう撃げきがあった。よろめいて床に片手をついてしまう。

「殴ってきたぁっ！」

　克昭の身体からだがよじれるのが見えた。同じく影に襲おそわれたらしい。

「くそったれ、なんだってんだよ」

　おれは体勢を立て直しながら階段のふもとまで飛び退すさる。

「やっぱり幽霊がおったやん！」

「幽霊が殴ったりするか！」

　おれはいつの間にか階段の踊おどり場まで逃げていた源げん治じに怒鳴り返し、ふたつの赤い輝きの正体を掴つかもうと眼をこらす。すると、闇やみが一段と濃こい箇か所しよがあるのが分かった。それはぼんやりとだが人型の輪りん郭かくを成していて、克かつ昭あきの腕をねじりあげている。

「幽霊とちゃうやん！　守衛魔法やないんか、こいつ！」

　近づくものを片かたっ端ぱしから排はい除じよしようとする、闇に溶けこむような真っ黒い人型の守衛を作り出す魔法。そいつが設置されてあったらしい。としたら、誰が設置したのか？　もちろん、君きみ島しましかいない。

　克昭がどうにか影を振りほどき、おれたちのところまで退たい却きやくしてきた。

「守衛魔法なら距離を取れば安全なはずですが……」

　源治の推測が正しいことを証明するように、瞳にあたる赤い輝きは遠ざかっていった。

　しかし、停止したその場所が問題だった。玄関前ホールのど真ん中で止まってしまったのだ。

「やり過ごすのは無理そうだな」

「倒していきましょう。三人もいれば楽勝です」

　いつにない克昭の強気な発言には根こん拠きよがある。この守衛の攻撃は、さっきみたいに殴ったり掴みかかったりと原始的な手段だけ。消しよう滅めつのさせ方は、胴どう体たいの部分を地面に押さえつけるだけ。そう、非常に弱いのだ。そんなだからかつての世界で本気で守衛として使おうとする魔法使いなどいなかった。でなければ本職の衛兵たちは商売あがったりだ。

　ただし見た目のインパクトだけはたいしたものだ。影を圧縮して人間にさせたような姿形と闇に浮かぶ赤い輝きはなんとも言えず不気味だ。守衛魔法を知らない者ならそれこそ幽霊かなにかだと思うはず。設置した君島も万が一に玄関から誰かがきた場合に驚かせて退散させようとするのが目的だったろう。

「ぼくは左から飛びかかります。鉄てつ次じ郎ろうくんは右から。源治くんはぼくらが押し倒したあと、身体の上に乗っかってください。それで消えるはずです」

　克昭のささやき声は守衛には聞こえていない。聴ちよう覚かくがなく赤い瞳に映ったものにしか反応できないのだ。こういうところも役に立たない一因だ。

　おれたちは階段からそろそろと離れ出す。

　赤い輝きがぎらりと光を増した気がした。接近するこちらに気づいたのだ。

「今です！」

　おれは動きを一気に加速させた。床を蹴けり、右側から守衛に飛びつく。

　伸ばした腕が空を切るのと守衛の拳こぶしが胸板にぶち当たるのは同時だった。肺が圧迫されて息がつまる。気がついたときには情なさけなく尻しりもちをついていた。

「そんな──」

　克昭も同様だった。守衛に腕一本で跳ね返されて長身を床に転がせていた。

　──強いじゃないか、おい！

　楽々と押し倒せるはずが結果は真逆。しかし、よく考えてみれば当たり前か。守衛が弱いといってもそれは武装して押し入ってくるようなやつが相手の話。普通の男子高校生相手なら充分に強いのだ。かつてのおれたちならひとにらみしただけでかき消せるような存在だったから、弱いという知識があるだけで具体的にどの程度の強さなのかよく知らなかったのが災いした。

「ちょっと、おまえらどうなっとるんや！」

　おれたちが簡単に倒されたのを見て源げん治じは慌あわててブレーキをかけていた。しかし、時すでに遅い。とっくに守衛に察知されている。

「ま、待った！　くるな、くるなぁっ！」

　情けなく哀願するも、心を持たない魔法造物にそんなものが通じるはずもなく。

　おれは源治の小さな身体が投げ飛ばされる光景を瞬しゆん時じに脳に描いた。

　が、意外な現象が起きていた。守衛は源治に触れることなく、ぴたりと停止したのだ。

「な、なんや……？　どうしたんや、こいつ？」

　源治にもなにが起きているか分かっていないらしい。

　困惑する源治を前に守衛は戦意を失くしたかのようにだらりと腕を下げてしまった。

　それを見て疑問が氷解した。

「そうか、こいつ、源治の命令には逆らえないんだ！」

　魔界の大だい公こう爵しやくはあらゆる悪魔を従える。魔法で生み出された守衛、すなわち魔法使いの『使い魔』も、カテゴリーとしては悪魔の部類に入るというわけだ。

「なるほど！　それなら源治くん、そいつは任せました。この場にとどめておいてください！」

「え？」

「頼んだぞ、おれたちは先に行ってるからな！」

　おれと克かつ昭あきは立ち上がり、さっきまで守衛がいた場所を一気に走り抜けた。

「お、おれとこいつ、ふたりきりでここにおれ言うんか？　アカン、怖こわいんやけど！　ちょっと待ってくれ、おれも一緒に──ああ、動くな！　動くなゆうとるやろ！　待て、待てぇっ！」

　叫ぶ源治を置いておれと克昭はただ走り続けた。保健室、進路相談室などの前を駆かけてゆく。

「余計な時間を食ったけど、まだ大丈夫だよな」

「体育館から感じる光の波動はいつも通りの菅かん田ださんのものですからね。勇者の記憶が復活したらこんなものじゃ済みませんよ、きっと。……それにしても」

「どうした？」

「なんだかぼくたち、魔王復活を阻止する正義の味方みたいになってきたなと。救い出す姫もいることですしね」

「はるばると世界を越えた恋人同士の再会を邪魔しようっていうんだから、馬に蹴けられて死ぬ悪党の方じゃあ──うわっ！」

　食堂を通過して、体育館への渡り廊下を残すまでとなったところでいきなり視界がオレンジ色に染まる。走るおれたちの前に立ちふさがったのは燃え盛さかる炎だった。おれたちはそれに突つっこむ寸前で走っていた勢いをどうにか殺すことに成功した。

「が、ガス爆発？　いや、テロリストの爆ばく弾だんか!?」

「違いますよ、炎えん壁へき魔法です！　火元をよく見てください。これも君きみ島しまさんの仕掛けですよ！」

　炎は床、左右の壁、天井の四方向から発生している。まさに炎の壁かべとなって行く手を阻はばんでいるのだ。が、言われてみれば床や壁が焦こげている様子はない。魔法の力で発生した炎であることは明らかだった。

「君島のやつ！　関係ない人間が火傷やけどしたらどうしようとか考えないのかよ！」

「考えなかったというより考えが回らなかったんだと思いますけどね！」

　火元に影えい響きようがないとはいえ、炎であることには変わりはない。熱に追い立てられるように、おれたちは後あと退ずさる。

「外から迂う回かいしたいところだけど、この向こうにはもう窓はないよな」

「ありませんね。体育館に行くにはここを通る以外にないですよ」

「なら消火だ、消火！」

　おれは食堂の前まで戻り、備えつけの消火器を持ち出す。避ひ難なん訓くん練れんのときに習った手順のことを思い出しながら安全栓を抜いて、ノズルを床の火元に向けた。

「文明の利器、これでどうだ！」

　怒鳴りながらレバーを握るとノズルから白い泡あわが噴ふん射しやされる。

　炎は消火剤に鎮ちん圧あつされるかに見えた。

　が、火元から消えた以上の炎が瞬時に巻き起こってくる。壁と天井の炎も意思を持つかのように踊おどり狂い、消火剤を飲みこんでいった。

「くそ、ダメなのかよ！」

　これ以上は時間の無む駄だだ。おれは魔法の力の前に敗者となった消火器を乱暴に放った。派手な音がして炎に照らされる赤い筒つつが廊下に転がる。

「こうなったら──」

　強引に突とつ破ぱしてやろうか。炎の壁は一メートルほど続いている。ひと息にジャンプして抜けることもできなくはない。髪や服に火が燃え移ったらえらいことになるが、そうなったとしても着地した勢いのまま廊下を転がり回ればすぐに消せるはずだ。

「やってやる。心しん頭とう滅めつ却きやくすればなんとやらだ」

　このセリフを吐はいた坊さんは焼け死んだのだがそれは置いておいて、おれは助走をつけようと数歩、後ろに下がった。

「無茶は嫌いやですよ。ぼくはごめんです、ママから貰もらった肌を火傷やけどさせるなんて」

「なら炎が消えるまでのんびりと待ってるのか？　そんな余裕があると思ってるのか」

　炎の明かりで陰いん影えいのくっきり出た克かつ昭あきの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。おれはたたみかけるように続けた。

「消火器の通用しない魔法の炎なんだぞ。水をぶっかけまくったってたぶん無む駄だだ。ここはもう突っこむしかない。違うか？」

　疑問形に対して克昭がさっと口元を手で押さえた。眼が炎の壁に動き、指の間から低い声が漏もれてくる。

「魔法、それに水。そうだ、前の世界の力を使うならぼくの方がずっと……」

　克昭はくるりと背中を向けた。止める間もなく廊下を戻り食堂へと消えていく。

　再びオレンジ色の廊下に姿を現したとき、顔面のシルエットがおかしなことになっていた。頬ほおがパンパンに膨ふくらんでいたのだ。

　なにをしようとしているのか瞬しゆん時じに理解できた。場所を入れ代えるようにしておれは後退し、克昭は炎へと接近する。

　克昭が膨らんだ顔で振り返り、頷うなずいてきた。

「行くぞ！」

　おれは一声叫んで床を蹴けり、突とつ撃げきを開始する。

　炎の壁がぐんぐんと迫ってくる。しかし、脚の動きに迷いは一切ない。

　克昭の横を走り抜けようとしたとき、口に含んだ水が氷のブレスとして吹き出される音が聞こえた。停電したときのように周囲が闇やみに包まれる。一瞬前まで炎の壁があったところを通過するときも熱はまったく感じなかった。むしろ季節外れの吹雪ふぶきを浴びた思いがした。

　おれは走りながら背後に眼をやった。そして気がついた。先ほどまで炎の壁があった場所が、てらてらと輝いていることに。そいつは、氷だった。透明な氷の壁がそびえているのだ。

　──克昭の力と君きみ島しまの残留魔力が妙みような反応を起こした。それで氷のブレスが予想以上に強力になって、氷壁を作るまでに至ったらしい。

「今行きます！」

　頬のしぼんだ克昭が躍やく動どうしかけた。自分で作った壁の存在にまるで気がついていない。

　止めるより早く、くぐもった、鈍にぶい音が響いた。顔面から氷の壁に衝しよう突とつする、その音が。

　透き通ったぶ厚い壁の向こうで背の高い肉体がずるずると沈んでいった。

「……眼が覚めたら、追いかけてこいよ！」

　おれはひとりで渡り廊下を飛ぶようにして駆かけ、体育館への扉に取りついた。

　光の波動の在りかはもう明確に感じることができる。この扉の向こう側。菅かん田だはそこにいる。

　おれは扉を乱暴に押し開いた。




　体育館の中は薄暗いとはいえ、、明かりがあった。天上の照明はひとつかふたつ明かりを放っていた。しかし、見上げかけた視線は即座に落ちる。

　明かりがあるおかげですぐに気づいたからだ。体育館の風景がいつもと違うことに。

　体育館の真ん中あたりに一〇メートル四方ぐらいの紙が敷かれている。そこには奇き妙みような紋もん様ようが円系に描かれていて、中央には女の子らしいピンク色のシャツを着た少女が横たわっていた。
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「菅かん田だ！」

　横たわる菅田は意識を失っているようで、おれの叫び声にも反応はない。

　紙に描かれた紋もん様よう、これが勇者の記憶を復活させるための魔法陣なのだと気づいたときにはおれは走りだしていた。周りのことを警けい戒かいする余裕なんかどこにもなかった。

　たった数歩だけ走ったところでふいに上半身が前につんのめる。慌あわてすぎて脚をもつれさせたらしい。勢いのまま床に手をついて、四つん這ばいをするような格好になってしまう。

「くそ！」

　おれは腕に力を入れて立ち上がろうとした。

　そこで異変が起きていることを知った。

　ひんやりとした体育館の床から手のひらが離れないのだ。

　手のひらだけじゃなかった。膝ひざも、すねも、それに靴くつ下したのままのつま先も。要するに床についた身体の部分すべてがそのまま張りついていた。

　──瞬しゆん間かん接着剤!?

　浮かびかけたその想いを打ち消したのは後ろから聞こえてきた静かな声。

「いい格好ですね。あなたにはお似合いです」

　不自由な姿勢で振り向いたおれの眼に飛びこんできたのは、制服姿のままの君きみ島しま望のぞ未みがこちらに歩いてくる姿だった。

「まさかここを探し当てられるとは思いませんでした。念のために魔法陣の周囲に捕ほ縛ばく魔法を敷いておいて正解でしたね。守衛と炎えん壁へきはどうされたんです？　あなたが突破できるとも思えないので、作動しなかったのでしょうか」

「君きみ島しま」

「なんです？」

「すぐに菅かん田だを解放するんだ。今ならまだ間に合うかもしれない」

　君島は鼻で笑いすらしなかった。冷たい眼でおれを見てくるだけだった。

　おれは声を荒げる。

「菅田を解放しろって言ってるんだ！　いいか、もうすぐここに──」

　魔王様がくるんだぞと言いかけたところで君島の眼が細まった。それとともにおれの口から言葉の代わりにひゅうひゅうという音が漏もれた。自分の意思でそうしたわけじゃない。急に声が出なくなったのだ。

「あなたの周囲の音を消しました。あなたの声、うるさいので」

　おれはそれに言い返そうとした。が、やはり声が音として空気に伝わることはなかった。

　──沈ちん黙もく魔法か。

　動きと声、その両方を封じられたおれを冷ややかな眼で見ながら君島は口を開く。

「どうしてここをかぎつけられたのか、実に不思議です。ひょっとすると、菅田さんのストーキングをしていたんですか？　最低ですね」

　それはおまえだろうが。

「あなたを悪と断じたわたしはやはり正しかったです。でも、悪行もこれまでです。あなたは身動きできず、声も出せないのですから。──そうだ、今のうちに教えておいてあげます、わたしがなにをしようとしているかを」

　知ってる。教えてもらわなくても全部知ってる。

「わたしの望み──それは勇者様の復活です。……もっとも、勇者様のことを知らないあなたにこの意味が分かるはずもないですけど」

　知らないどころかおれの方があいつとのつき合いは長い。

　そうやって叫ぼうと試みても、声が出てくることはなかった。

「でも、もうすぐ分かりますよ。菅田さんは勇者としての記憶を蘇よみがえらせるのですから。わたしを知らないなどと二度と言ったりしません。──さて、そろそろ魔力が満ちた頃ですね」

　君島のその一言を待っていたように、魔法陣に変化が起き始めた。眠るように横たわる菅田の周囲に淡い光が浮かびだしたのだ。

「魔法陣が発動しました。……あなたとのおしゃべりはここまでです」

　君きみ島しまはおれへの興味を完全に失った眼をすると魔法陣に向き直った。

　ぴくりとも動かない菅かん田だから発せられる光の波動。それが普段よりも増してきている。周囲に漂ただよう光が淡いものから強い輝きへと変わっていくのに合わせるように。

　まさか。まさか本当に勇者は復活してしまうのか。眼の前にいながら指をくわえて見ているしかないのか。

　記憶を取り戻した勇者はきっとおれのことを有無を言わせずに殺すだろう。眼が覚めてそこに魔将がいたらそうするに決まっている。よしんば勇者から逃げられたとしても、愛する姉を失った魔王様が地獄の底まで追いかけてくるだろう。

　しかし、そんなことはもうどうでもよかった。それよりずっと大事なことがある。

　おれは声の出ない口を必死に動かす。どうしても君島に言いたいことがあるのだ。

「──さあ、勇者様、お目覚めになってください。記憶を取り戻して、わたしとかつての世界のことをたくさんお話ししましょう」

　恍こう惚こつじみた声とともに魔法陣が強い光を放った。

　突風のような衝しよう撃げきが襲おそってきたのはその一瞬後だ。手と膝ひざをついた身体が浮くのが分かった。そのまま無造作に放り投げられるようにして、おれは数メートルも後方の床に背中から叩たたきつけられた。あばらがきしみ、肺はいが圧迫される。口からうめき声が漏もれてしまう。

　君島の顔が振り返ってきた。

「……なにしてるんですか。凄すごい音がしましたよ」

「なにって、光の波動で吹っ飛ばされ──」

　言いかけて、おれははっとした。床から身体が離れた。それに、声が出ている。

　君島の捕ほ縛ばく魔法を光の波動の圧力が上回ったのだ。それで吹っ飛ばされて、沈ちん黙もく魔法の効果範はん囲い内ないからも出た──。

　その事実を理解したとき、おれの口から言葉がほとばしっていた。

「聞け、君島！　さっきから勇者勇者って、おまえの望み通りに勇者が復活して、それで──それで本当にいいのかよ。それであの勇者が喜ぶと思っているのか！　誰かを犠ぎ牲せいにしてまで復活させられて、あの勇者が嬉うれしがるのかよ！　あの勇者が！」

　やっと言えた、この言葉。昂たかぶりすぎて話の筋道もなにもあったものじゃないが、それでも言えたのだ。

「……なにを言ってるんですか？　それに勇者様のこと、知ってるみたいな言い方はやめてください。なにも知らないくせに」

「知ってるんだよ！　おれ以上にあいつを知ってるやつはそうはいないぞ！　ドラゴンの牙きばで作った剣でばったばったと魔物を斬きりまくったあいつのことだろう！」

「なっ……」

　君きみ島しまの眼が見開かれた。

「魔王十二軍団の並み居る精兵を倒しに倒して、ついには三魔将！　あげく魔王様まで倒してしまったあいつだろうが！」

「な、なぜ……あなたが、それを？」

「おれもおまえと同じなんだよ、あの世界からやってきたんだ！」

　眼がさらに大きくなった。信じられないものを見たと言わんばかりに。

「う……ウソ、ですよね……？」

「冗じよう談だん言ってどうなる、こんなときに！」

　君島の喉のどがひくついてきた。眼は見開かれたまま瞬まばたきすらもしていない。

「おまえのこともよく知ってる、勇者の婚約者のあの魔法使いだろ！　親衛軍団長に殺されたけどブレスレットに魂たましいを乗り移らせて、それで次元の境目を越えてこの世界までやってきた！　おまえが前の世界で叶かなわなかった想いを遂げようとするのも当然だ、けどな、いいか、よく聞け！　勇者の記憶を蘇よみがえらせたらな──消えちゃうんだよ、菅かん田だは！　勇者に記憶を上書きされて、菅田はどこにもいなくなっちゃうんだ！」

　幼さをたっぷりと残す顔が絶句した。

「それで勇者が喜ぶか！　あいつは自分のために誰かが犠ぎ牲せいになるのが一番嫌いだったはずだろう！」

　君島はなにも言わずにごくりと息を飲んだ。

「おまえがあいつに会いたいのはよく分かる、婚約者だもんな！　けど、そのために犠牲になる菅田のことを──」

「あ、あなたは菅田さんが消えると知っていたから、わたしに接触してきたのですか……？　悪の道に誘いこもうとするためじゃなくて……？」

「当たり前だろ！　悪の道ってなんなんだよ!?」

　ここで君島の表情が一気に変わった。冷然ぶりも呆ぼう然ぜんとしたところもなくなり、焦あせりに驚きが取って代わった。

「なんでもっと早く教えてくれなかったんですか!?　そうと知っていたらこんなこと──」

「ずっと教えようとしてたんだよ！　でも言わせてくれなかったんだろ、おまえが！」

　一瞬だけ考える眼になったが、当然ながら思い当たる節があったのだろう。君島はしわくちゃにした顔を両手で覆おおった。

「またやっちゃったんだ、わたし。ひとの話を聞かないところがあるから注意しなさいって、お母さんにもお父さんにも言われてたのに……」

「なんでもいいけど勇者復活をやめる気があるのかないのか──」

「あ、あります、もちろんあります！　菅田さんを消しちゃうなんてできません！　そんなことしたら勇者様は絶対に許してくれないし、菅かん田ださんが可哀かわいそうすぎます！　紙を破けばすぐに魔法は止まりますから！」

　君きみ島しまが魔法陣に向かって走りだした。狼ろう狽ばいぶりは菅田宅の近くの小さな十字路で声をかけた直後にそっくりだ。あのときは「いつものわたしに戻る」などと言っていたが、この慌あわてきった姿こそが君島の地ということなのだろう。

　たった一〇メートルかそこらの距離を走るのに三、四回は転びそうになりながらも君島が魔法陣の端はじに到着した。その腕が床へと伸びた。

　あとは紙を破いて終わり──。

　と、そのとき。

　魔法陣の光が痙けい攣れんを起こしたように見えた。かと思うと紙がみるまに紋もん様ようごと黒く染まっていき、ほとんど同時にかがみかけた君島の小さな身体が跳ね飛ばされた。床を滑すべるのと回転するのを一緒にしながら吹き飛ぶ。止まったのは背中から壁にぶち当たったときだった。

　はりつけにされるような格好になった君島の口から短い悲鳴が漏もれ出て、顔が苦しげに歪ゆがんだ。

「お、おい！　なんだよ、今の！」

「こんなときに封印の抵抗が……」

「なんだと？」

　訊きき返しても答えの代わりに返ってきたのはうめき声だった。

「だ、大丈夫なのか、おまえ？」

「激突の勢いは魔法で殺しましたから……でも」

　歯を食いしばった君島の身体が小刻みに震える。なんとなくだが分かった。身をよじろうとしているがそれすらできないのだ。話すのがやっとといったところらしい。

　おれはもう一度、さっきはなにが起きたのかを訊こうとして口を開きかけた。

　視界の色が変わったのはそのときだった。

　こうこうと白く輝いていた魔法陣からの色が薄れているのだ。魔法陣を染め上げた黒が今は光と同じように立ちこめていて、輝きを飲みこもうとしていた。

「ここは危険です、あなたはもう逃げてください……」

「そりゃ逃げてもいいなら逃げるけど、なにひとつ事態が解決してないじゃないか！　なにが起きてるのかを教えてくれ」

「勇者様を封印している強大な闇やみの力……それが蘇よみがえろうとした勇者様に反応して、光を食い潰つぶそうと暴走を起こしているんです。魔法陣で抑えられるはずなのに、こんなに強いなんて……」

　つまり、魔王様のかけた封印の力と目覚めかけている勇者の力がぶつかっていると、そういうことなのか？

「そ、それでどうなるんだ？　光と闇のどっちが勝つ？」

「分かりません、それは……。けれど、光が勝てば勇者様が復活して、闇やみが勝てば……」

「勇者が封印され直してめでたしめでたし？」

「いいえ、封じていた闇の力は暴走しています……。魂たましいはそれに飲みこまれることに……」

「分かりやすく言ってくれ、菅かん田だはどうなる？」

「恐らくですが、心が砕かれて廃人に……」

　絶望的な答えにくらりとしかけた。

　それではどっちに転んでも結果は最悪ということになる。

「どうすればいい？　どうすれば菅田を助けられる？」

「まだどちらも勝利していないうちに魔法の発動を止めれば、光と闇は収束を……」

「紙を破いてしまうのが手っ取り早いってことだな？　それなら！」

　封印の抵抗とやらのおかげで光の波動の量が減っている。今なら充分に身動きができる。

「ダメです！　今近づけばわたしのように跳ね返されます！　わたしは魔法で衝しよう撃げきを軽減できましたが、あなたでは……」

「おまえが動けないなら危険だろうとおれが行く以外にないじゃないか！　それともなにかいい手でもあるってのかよ！　ノーリスクで円満に菅田を救い出すいい手が！」

「……闇と戦っている光は、勇者様です。勇者様ならきっと、なにもかもを解決してくれます。菅田さんの記憶を消さず、魂が闇に飲みこまれることもない。そんな、わたしたちでは考えもつかない方法で、勇者様が決着をつけてくれる。わたしたちにできるのはそうなるよう、祈ることだけです……。あの頃のように、勇者様に祈ることだけ……」

　言葉自体が祈りであるかのような君きみ島しまの声。そいつを聞いた瞬しゆん間かん、おれの頭の温度が急上昇した。

「祈り!?　祈りで済ますのか!?　おまえら不利になったらいっつも祈ってたのか!?　ちくしょうめが、おれはこんなやつらに負けてたのかよ！」

「な、なにを急に──」

「おれたちが勇者に勝てなかったのは祈りのせいなんかじゃない！」

　吐はき捨てておれは改めて魔法陣に向き直った。今や菅田の姿はぶつかり合う光と闇の向こうに消えている。弾はじき合うふたつの色の余波はこちらにまで届いてきて肌をびりびりと震えさせる。ここに突っこむというのは確かに危険だろう。それでもやるしかない。菅田とおれと源げん治じと克かつ昭あきと、ついでに君島の明日のためだ。

　口元をひとつぬぐってそう心を決めたときだった。

　魔法陣から放たれる色がまた変わった。

「ひ、光が！」

　闇が光のほとんどを隠していた。瞬まばたきする間もないうちに魔法陣の上は闇が占めて、光は隅すみに追いやられていた。

　あああああ……という君きみ島しまの絶叫が跳ね返った。

　広がった闇やみがまき散らす波動にあてられたのだ。

　勇者の記憶を封印する闇は魔王様の力の一部。それをこの至近距離で浴びることは人間に相当な苦痛をもたらす。

　しかし、おれは今こそ駆かけていた。

　闇の力が活力を与えてくれる。今ならこの運動音おん痴ちでも百メートル一一秒台で走れそうだ。

　溢あふれる闇に入りこんだ。視界を失いながらも足元の紙の感触を手当たり次第に破りまくりながら突き進んだ。

　指が柔らかいものに触れた。おれはそいつの一部をしっかりと掴つかんで後退した。

　闇から抜け視界が戻ってもひたすら後ろへと進んだ。まだ腕から先が、引っ張っているものが闇の中だ。

「菅かん田だ！」

　腕を掴まれ、引きずられながらも眼を覚ましていない菅田が明るみに出たとき、おれは思わず叫んでいた。

　どうして眼を覚まさない？　まさか、まさかすでに心が闇に飲みこまれたっていうのか？

　不吉な考えが胸をよぎったそのとき、菅田の腕を握る手から脳天まで静電気のようなものが走った。本来よりもずっと微弱な衝しよう撃げき。しかし、確かに存在しているのだ、菅田の中に光の波動が。なら、大丈夫だ。闇に包まれても光の波動がバリアーになってくれたはず。意識もすぐに取り戻すだろう。

　とはいえ、一刻も早く闇から離れなければ。この至近からの波動は危険だ。しかし、闇は菅田がいなくなったことでタガを外されたように膨ぼう張ちようの速度を増し始めている。果たして、逃げきれるか。

「あとはわたしに任せてください……！」

　壁かべ際ぎわの方から低い、しかし力のこもった声が聞こえた。勇者の婚約者にして魔法使いの女、その生まれ変わりの一年生は片手で苦しそうに胸を押さえながら、もう片方の手を突つき出していた。

　なにをするつもりなのか察するよりも早く、君島の手のひらがまばゆい光を放った。

「勇者様、お力を！」

　振り絞しぼられた声に合わせるように、膨ふくれ上がっていた闇が急激にしぼみだした。切り裂さかれた魔法陣へと凄すさまじい勢いで吸いこまれていった。

　君島の手のひらから光が消えたとき、闇は墨ぼく汁じゆうを混ぜたシャボン玉みたいな残ざん滓しを幾いくつか漂ただよわせるだけになっていた。あれだけ巨大に膨ふくらんでいた闇の大半が、魔法陣に吸引されたのだ。

「暴走した闇は、わたしの魔力のすべてを使い、封印しました。もう、安全です……」

　君島は途切れる声で言うと力尽つきたように崩くずれ落ちた。

「き、君きみ島しま！」

　おれは管かん田だを背負って慌あわただしく駆け寄った。

「君島、おい、まさか死んだんじゃないだろうな？　おい、おい！」

　我ながら必死な呼びかけ。君島のあごが上がったときはほっ、と息が出た。

「菅田さんは無事、ですか……？」

「ああ、気は失ったままだけど、光の波動はちゃんと感じるよ」

「そう、ですか。よかった……」

　そう言って安心したように君島の頭ががっくりと落ちかけたが、おれは続けた。

「まだ眠っちゃダメだ。もうひとつの危険が迫ってきてる。さっきおれに逃げろ逃げろって言ってたけど、そうしないとまずいのはそっちの方なんだよ。闇やみの力を食らったばかりで苦しいだろうけどとりあえず手近なところに隠かくれていてくれ。あとはこっちで助命嘆たん願がんしとくから」

「あなたは──」

「うん？」

「あなたは誰、だったんですか？　どうしてあの闇の影えい響きようを受けなかったんですか……？　あなたは、いったい……？」




　おれはたぶん、困った顔をしたと思う。なんとも今さらすぎる。頭をかこうとしたが菅田を背負っていてそれもできず、空せきをして言った。

「三魔将、って覚えてるよな、当然」

「……はい」

「あれだよ、あれ。あれのうちのひとりがおれなんだ」

　大きく息を飲む君島。眼が当惑と驚きとで半々になった。

「い、いや、おまえを殺したあの怪かい獣じゆうじゃないからな！　あいつもいるけど、おれは違うぞ。それに、勇者の復活を防いだのも身の安全のためだけってわけじゃないんだ。それもあるけど、菅田が消えるのが許せなかったっていうか、なんというかだな……」

　おれはなぜか言い訳じみたことを口走ってしまう。

「と、とにかく、その辺は次の機会にゆっくり話すとして、まずはどこかに隠れて──」

「どっちなんですか……？」

「どっち？」

「獣人の守護神ではないとしたら、魔界の主ですか？　それとも、巨人族の生ける伝説……？」

　そういえばそんな呼び方もされていた。

「勇者に殺されたから死んだ伝説だけど、巨人の方、かな。そんなことより早く──」

「巨人さぁん！」

　どこにそんな力が残っていたのか、かん高い声とともにいきなり君きみ島しまが抱きついてきた。

「お懐なつかしいです、わたしのこと覚えてますか!?　勇者様と一緒にいた魔法使いですよぅ！」

「そ、そりゃ知って──」

「あんなにおっきかったのに、普通の大きさになっちゃったんですね！　大きいままならすぐに分かったのに！　どうして巨人さんだって早く教えてくれなかったんですか？　けど、これからはたくさん前の世界のお話をできますね！　ううん、どれから話しましょうか。わたしが勇者様と一緒に戦うことになるきっかけの出来事を話しましょうか。あ、でも、巨人さんのお話も聞いてみたいです」

　君島の眼の輝きは菅かん田だに抱きついていたときとまったく同じ。かつての世界で敵同士だったなんてことは気にも留めていないらしい。

「お、おれの話？　おれの話なんて面おも白しろいことはひとつもないけど……いや待て、そんな場合じゃないだろ」

「あ、そうでした。すみません、わたしって人の話を聞かないところがあるみたいで……」

「よく知ってる。けど、今だけでいいから聞いてくれ。前の世界の最大の恐怖がここにくるから」

「え？　それって、まさか……」

「そのまさかだよ。魔王様だよ、魔王様。魔王様がここに向かってきているんだ」

「本当ですか!?　魔王までいるなんて、懐なつかしいなあ、ぜひぜひ紹介してください！」

「あのな……魔王様がどこの誰になったと思ってるんだ。聞いて驚け、妹だ、菅田の妹」

「か、菅田さんの妹、ですか？　それは色々と意外というか、なんというか、ですね……」

「おれだってまだ半分信じられない。でも本当のことなんだ。お姉ちゃんをもてあそんだやつは許さないって息巻いてた。わたし直じき々じきに生まれてきたことを後こう悔かいさせてやるって」

　君島は顔を引きつらせ、後あと退ずさりをする。魔王様への恐怖心を蘇よみがえらせてくれたようだ。

「あと一〇分かそこらでくると思う。それまでにどこか適当な隠れる場所を探しといてくれ。家まで帰る元気があるならそうするのが一番だけど、まだ難しいだろ」

　おれは菅田を背中から慎しん重ちように降ろした。とりあえず、引き裂さかれた魔法陣の始末をしておこうと思ったのだ。このままにしておいたらオカルト研究会あたりがえん罪をかぶる。

　菅田を床に横たえ終えても、君島はまだその場から動いていなかった。

「なにしてんだ？　魔王様がくるまで一〇分っていってももうちょっと早いかもしれない、のんびりはしていられないぞ。隠れる場所が思いつかないなら詩し吟ぎん部ぶの部室に行っとけ。鍵かぎはかかってないから」

「……行けないです」

「どうして？」

「菅田さんが眼を覚ますまで行けないです。だってわたし、菅田さんを消すようなことをして……眼を覚まして、ちゃんと謝ってからでないと、行けないです」

　うつむいた君きみ島しま。その声が震えていた。

「常識的に考えればそうするのが当然だけどな、常識外の危険が迫ってきてる。今だけは常識より現実を優先させてくれ」

「ダメです。行きません。巨人さんたちにもいっぱい迷惑をかけて、わたし……」

「あのな、そりゃあおれだっておまえに言ってやりたいことは山ほどあるけど、そういうのは全部終わってからにしよう。それに迷惑ってならおまえがここに残ってる方が迷惑なんだ。魔王様がおまえの姿を見たら怒り狂っておれたちまで巻き添えで殺されかねない。おまえが悪かったと思ってるってのはよく分かったし、そのことはちゃんと魔王様にも伝えておくから」

　君島は何事か口ごもったが、反論をしてきたりはしなかった。

　とりあえずは納なつ得とくしてくれたようだ。

　軽く手を振ってさっさと行くようにと促うながした。そこで君島がまた口を開いた。

「なにか、書くものを持っていませんか……？」

「どうした？」

「行く前に、魔法陣に最後の封印を施ほどこしておきたいんです。今の状態でも封印が解かれることは絶対にないですけど、念のために……」

　おれは頷うなずいた。こんなときでもちゃんと持っているのだ。後ろポケットから取り出したボールペンを君島に渡した。

「すぐ終わるんだな？」

「一分もあれば……」

　ペンを握った君島が足を踏み出しかけたそのとき。

　視界の端はしに黒いものが見えた。

「危ない！」

　叫んだ君島が横たわる菅かん田だの前に立ちはだかったのが分かった。その身体に一条の闇やみが吸いこまれるのも。

　君島の身体が弾はじけるようにして飛んだ。またしても背中から壁かべにぶち当たると大きくのけ反り、床に崩くずれ落ちた。

「お、おい──」

　駆かけ寄ろうとしたところで君島の腕が上がった。震える指で体育館の中央を指して落ちた。

　君島の指した方にあるもの、それは魔法陣の残がいから湧わき出る闇だった。

　それが矢と化して菅田を襲おそったのだ。

「絶対に解けないんじゃなかったのかよ！」

　君島の言に反して闇はあっさり封印をこじ開けてきた。このしぶとさ、さすがは魔王様の力の一部としか言いようがない。

　それでも、闇やみである限りおれにとっては元気の素もとだ。

「元凶は魔法陣か！　なら全部破いてシュレッダーにかけてやる！」

　おれは闇と菅かん田だの直線上に立って魔法陣まで突き進む。

　幾いく度どかの闇からの攻撃はすべておれの身体で受け止めて吸収していった。

　異変は魔法陣まであとほんの数歩のところで起きた。

　先ほどのように体育館中に広がろうとしていた闇が急にうねうねと身もだえを始めたのだ。

「今度はなんだよ」

　異変の理由は一いつ瞬しゆん後ごに分かる。分からざるを得なかった。一色であったはずの闇。その一部にくさびを打つかのようにして光が生まれていたのだ。

　闇が広がっても完全には消えていなかった光。それがこうして反抗している。魔王様と同じように勇者の力もこちらの予測を超えてくる。

　嫌いやな予感しかしない。生まれて初めて戦う前から負けの可能性を意識した、勇者との最後の戦い。この感覚はあのときとまったく同一だ。

　床を蹴けった。魔法陣に飛びついた。

　しかし、やはりと言うべきなのだろうか。

　指先が紙に触れる前に、闇は消えていた。

　そして、代わって現れていたのは一面の光。

　背筋がぞくりとした。

　圧力がきた。おれは激しい痛みとともに後方に押し戻されていった。

「くそ……！」

　前ぜん傾けい姿勢になってどうにか踏ん張りつつ、視線を横にやる。が、君きみ島しまは壁かべに背をもたれさせてぐったりとしたままだ。光の波動も気絶からの覚かく醒せいまではしてくれないらしい。

　背けた顔を戻したときだった。光の一部が膨ふくれ、光こう弾だんとなって発射された。そいつが向かってくるのがコマ送りのようにして見えた。そして、とっさに理解する。狙ねらいはおれではなくその後ろで横たわる菅田だと。菅田を光で満たし勇者の記憶を復活させるという魔法陣本来の役目を果たそうというのだろうと。

　おれは光弾を避よけなかった。

　全身を襲う凄すさまじいまでの激痛。この場から排はい除じよしようという内からの衝しよう撃げき。

　しかし、おれはその場に立ちはだかるのをやめはしなかった。

「負けられるか」

　続けざまに光弾が放たれた。今度も身体で受け止める。

「勇者の力の一部のそのまた端はしっこ。そんなものにまで負けてたまるか」

　おれは前進を開始する。

　肌と内臓、両方の痛みがひどすぎて、全身の感覚があるのかないのか曖あい昧まいになってきている。視界がやけに白んでいるのは魔法陣からの輝きだけが理由ではないだろう。

　だとしても、耐たえられる。

　おれがこの世界にやってきたのは今この瞬間、ここに立っているため。そういう考え方をすればこのぐらい、耐えられないはずがない。

　おれは一歩一歩、前に進みながらあらん限りの力で光に向かって吠ほえたてた。

「言っとくけど、おれは退どかないからな！　何発撃ってこようが絶対に退かないぞ。おまえに負けるのはもう飽あき飽きしてるんだよ！」

　光の中に赤いものが躍おどった。血だった。鼻血が出ているらしい。おれはそれをぬぐいもせずに前だけに進む。そして、聞こえているはずもない相手に向かってさらに吠えた。

「おまえが勝ったのは正義の味方だったからで、おれが負けたのは悪の手先だったからだとしたら、今のおれには勝てないな！　なにも知らない女の子を守るってどう考えたって悪じゃないだろ！　おれの根っこが何者かなんて関係ない！」

　三発目の光こう弾だんが撃うち出されてきた。それにもこらえきった。

「前の世界でおまえの登場がどれだけ待ち望まれていたか知らないけど、この世界では誰からもお呼びじゃないんだよ、勇者！」

　そう叫びきったとき、前進することができなくなっていることに気がついた。腰と膝ひざに力が入らない。肉体への負担が精神力を上回りつつあるようだ。

　だとしても。おれは両腕を大きく広げる。

　進むことができなくなったとしても、せめてこの場から動かない。すでにそう決めていた。

　そのとき、またしても光に変化が起きつつあった。




　意識を朦もう朧ろうとさせながらも立ちはだかり続けるおれの前で光の輝きがいっそう強くなった。

　それは、光弾を放つ準備ではなかった。

　高く、そして大きく広がり続けていた光の渦うずが圧縮し始めたのだ。

　光はみるみるうちに小さくなって、やがて、はっきりとしたひとつの形を作っていた。

「おまえ……」

　そいつは、ひとの形をしていた。眩まぶしいほどの光のシルエットだけだがしかし、忘れようにも忘れられない人物がそこにいた。

「おまえは……」

　威い風ふう堂どう々どうとした、しかしどこかすらりとした気品も併あわせ持つ輪りん郭かくは、遺い古こ鉄てつとかいう伝説の金属を材料にして妖精族の鍛か冶じ師しが作り上げた鎧よろいによるものだ。左腕に装着された板状のものは、神々のこぼした涙で祝福されたというあらゆる邪よこしまを跳ね返す聖なる盾。そして、右手に握られているのはもちろん、剣。折れず曲がらず歯こぼれひとつせず、なによりも硬くすべてを断ち切る、剣。おれはその由来を知っている。人間軍と戦うよりも前、まだ名前がローカルだった頃のおれが討うち取った一頭のドラゴン、そいつの牙がどういう経路を辿たどったものか剣と変わりその手に収まった。

　そう。そこにいたのは選ばれし者。光の救世主。最後の希望。

「勇者……」

　魔法陣によって解放された勇者の力の一部だったものは今、勇者本人の姿となっていた。

　ぼやけた視界の中で光で形作られた勇者がゆっくりと歩きだした。こちらへと向かってだ。こいつが菅かん田だに触れたとき、きっとなにかが起きるのだろう。そうさせるわけにはいかない。おれはへたりこんでしまいたい自分を蹴けり飛ばして、広げたままの両腕にさらに力をこめた。

「……くるならきてみろ。おまえはあいつじゃない、あいつの力の部分だけだ。たったそれだけのものでこのおれに勝てると思うなよ」

　そう言ってみても、勇者の歩む速度は変わらない。変わるはずもない。急ぎもせず、こちらへとただ足を進めてくるだけだ。

　おれはぼんやりと思った。この勇者はシルエットだけだ。兜かぶとをかぶった顔立ちまではうかがうことはできない。しかし、もし表情があるとしたらその眼はどこを見ているのだろうと。果たして、立ちはだかるおれのことをどう認識しているのだろうかと。

　おれは勇者が生まれ育った村を軍団を率いて滅ほろぼした。命じたのは魔王様だし直接やったのは部下の誰かだろうがやはり、勇者にとってはおれが家族の仇かたきだったはずだ。はっきりと恨うらみ言を言われたことはないが、おれのことが憎かっただろう。憎くて憎くて仕方なかっただろう。一度殺したぐらいでは飽あき足らないほどに。

　しかし、勇者の永い旅路の目標がこのおれであったことは一度たりともない。数々の困難と悲しみを乗り越えてあの玉座の間にやってきたのは魔王様を討うつためであり、家族の仇であるおれを倒すためでは決してない。

　おれは勇者と何度となく渡り合った。いつしかおれの第一の人生は勇者を倒すことにすべてが注がれるようになっていた。それでも勇者にとっておれは、魔王様へと向かう長い道の途と上じようにあるただの邪じや魔まくさい障害物にすぎなかったのだろうと思う。

　ただの、障害物。

　今も、同じように見えているのだろうか。

　自らの魂との間に置かれたどかされる運命にある障害物。

　そいつが、おれなのだろうか。

　世界が変わり、人間となっても結局、おれはそういう存在でしかないのだろうか。

「いや、違う。違うな……」

　おれは考えを打ち消してふっと背後を見やった。

　今おれの後ろにいる人物はあのときとは違う。おれなんかとは比べものにならないほどの絶対的な力を持つ魔王様じゃない。

　呆あきれるほどお人ひと好よしで、しかも呑のん気きで、あげくにちょっとドンくさくて、でも誰にでも優しくて、けど友人のためなら大声をあげることだってできる。背後で横たわっているのはそんな、いいやつだ。おれの友だちだ。

　そいつを守ろうとするおれがただの障害物であってたまるものか。

「小さくか弱き人間よ、されど勇気ある者よ！　こい！　ここから先へと進むにはわしの屍しかばねを踏み越えてゆくしかないぞ！」

　意識して出たわけじゃないこの台詞せりふ、おれの地の部分。どこかで聞いた覚えがあった。ああ、これは遠い昔、最後の戦いが始まるときにおれが言い放ったものだ。

　勇者が近づいてくる。

　光の波動は今や全身に食いこむ細かな鎖くさりのようになっていて、おれは指一本動かすことができなくなっていた。

　ついに、勇者が間合いに入った。

　本体と一体化して見える光で形作られた剣が無造作に振り上げられた。

　そしてなんの感かん慨がいもなく、脳天に振り下ろされてくるのだ。

　おれはそのときを待つことしかできなかった。

「魔将よ、奮ふるいなさい！　戦いはまだ続いている！　──我が力を受けよ！」

　そんな声がしたのは今まさに剣に力がこめられようとしたそのときだった。そいつは死を前にして聞く幻まぼろしじゃなかった。はっきりと耳にまで届いたのだ、体育館の扉を開け放つ音とともに！　同時に、身を縛しばる鎖が千切れ飛んだ。だけではない。溢あふれんばかりの力が身体の奥底から湧わき上がってきた。

　魔将と呼ばれる巨人だったあの頃と同じぐらいの力がこの身に宿った気がした。

　全身が、心地よいほどの重量感のある鈍どん器きと化している。

「そいつは魔法陣から溢れた勇者の力の一部に過ぎない！　やっつけてもお姉ちゃんにはなんの影響もない！　だから──勝ちなさい、魔将！」

　叫び声を浴びながら、おれは右腕でなぎ払った。渾こん身しんの力をこめて。

　かつての世界における戦歴の中で、最高の一撃はどれだったかと問われれば勇者との最後の戦いにおいて一発だけ放ったあの攻撃だったと断言できる。あっさりと避けられてまずいと思ったときにはもう死んでいたのだが、それでも生しよう涯がい最高の一撃だったことは疑いようがない。

　そして、今このときのなぎ払いもあの一撃に負けず劣おとらずのものだった。体重を乗せきったパワー、うなりをあげるスピード、虚きよをついたはずの絶ぜつ妙みようのタイミング。なにもかもが完かん璧ぺきに限りなく近かったはずだ。

　それが、なんの手応えもなかった。

　右腕は虚むなしく空を切っていた。

　またしても避けられたのだ。

　なんというやつなのだ、こいつは！　ここ一番、絶対に負けられない戦いで放った、万感の想いをこめた人生最高の一撃。それを二度も簡単に避けてみせやがった！

　無様に体勢を崩したおれに今度こそ、剣が振り下ろされた。

　直接に流しこまれる光の波動。湧わき出る力をもってしても抗えるものではなかった。おれは身体が沈みこんでいくのを感じていた。

「もろたわ！」

　膝ひざから崩れ落ちながら見たものは頭上を飛び越えていく小こ柄がらな人影だった。怪鳥のような動きをしたそいつは源げん治じだった。手には勇者の獲物と対ついを成なすかのような、禍まが々まがしい暗黒の剣が握られている。その刀身にはコウモリや黒猫、それにカラスや黒山や羊ぎといった十三体の不吉な生物の幻げん影えいがまとわりついていた。

　急降下した源治が勇者と交こう錯さくした。

　吹き飛んだのは源治の方だった。強大な魔力で実体化させた暗黒の剣は光の剣で受け止められ、そして一方的に砕け散ったのだ。対ついを成なしていたのは見た目だけだったらしい。コウモリやカラスの幻影もあっさりと消しよう滅めつしていた。

「これならどうです！」

　今度の声の主は克かつ昭あきだった。大きく息を吸いこむと言葉を発したその口から炎が吐はき出された。炎は灼しやく熱ねつの火球となって勇者へと吸いこまれていくように見えた。が、勇者が剣を振るうと火球は真っ二つに割れた。綺き麗れいに半分になって一いつ瞬しゆん後ごに音もなく消滅した。それだけにはとどまらなかった。剣を振るったときに生じた衝しよう撃げき波はが克昭を打ったのだ。

　長身が斜ななめに倒れこんでいった。

　──結局、これか。

　三魔将はまたしても、三人がかりであっさりと敗れたか。

　しかし──まだだ。

　おれたちの敗北が、すべての敗北じゃない。

　あの方が、いる。予想していたよりもずっと早く着陣してくださった、あの方が。

　体育館の冷たい床に身を転がしながらもおれは顔だけをもたげさせた。

「一応言っておくけどあんたたちのこと、ほんっとに使えないなあとか、なんでこんなに弱いの？　とか、そんな風になんて思ってないからね。まったく思ってないよ。誤解しないでね」

　源治と克昭を伴ってこの体育館に現れた人物。身を縛しばっていた光の波動を打ち消し、闇やみの力を与えておれたちのかつての力を一時的に蘇よみがえらせた人物。

　茉ま那なが、きてくれたのだ。

　勇者が身体の向きを初めて変えさせた。扉の方へと向き直らせた。

　茉那は闇に包まれていた。こうこうと輝く体育館の中で光をただ飲みこむ闇に。

　魔王様の象徴、闇の波動。その放出が眼に見えるほどに強められたのだ。夜より深い闇に包まれているにも拘かかわらず姿をくっきりと浮かび上がらせている茉ま那なを見ておれはそう理解した。

「さっさと終わらせるよ。あんただってこんなのは望んでいないって、知ってるから」

　闇やみがうねる。まるで餌えさを飲みこまんとする大だい蛇じやのようになって光へと襲おそいかかる。

　それに対し、勇者は構えた剣を振り下ろす。

　体育館全体を震わせるような衝撃が発生した。

　闇と光の波動が激突したのだ。

　茉那と勇者の中間点でぶつかったお互いの波動はすぐに力の差となって一方に押された。もちろん、勇者の方へ。

　以前、茉那は言っていた。波動を操る戦いならわたしの方が断然上だと。その言葉が事実となってこうして眼の前で展開されているのだ。

　闇がぐいぐいと光を押しこむ。勇者へと届くのも時間の問題に思えた。

　異変が起きたのはおれが安あん堵どしかけたときだった。

　闇は光を押しきることができていなかった。

　しかも、さらに驚くべきことが起きた。光がじりじりとだが闇を押し戻し始めた。

「力だけとはいえさすがは勇者。封じたときよりも強くなってる。こっちも全力でいくよ……」

　茉那が波動の放出をさらに強める。しかし、再び押しこむことはもうできなかった。それどころか光は中間を越え、さらには茉那側へと押しやりつつあった。

「う、ウソでしょ……このわたしが、こんな……」

　茉那の口から焦あせりの声が漏もれた。冗じよう談だんや遊びでやっているのではないのは明白だった。

　──魔王様が窮きゆう地ちに立たされている。

　自らが本気で放っている闇の波動すら押し返す光の波動。それを浴びれば茉那とてどうなるものか。

　このままでは菅かん田だだけではなく、茉那までが──。

　おれは立ち上がろうとした。が、できなかった。光の剣で斬きりつけられたおれにそんな力は残されていなかった。源げん治じと克かつ昭あきも身を起こそうとしては失敗していた。

　立てなくてもせめて、せめて茉那の援護をしなければ。魔将の力はまだこの腕に残っている。おれは投げる物を求めてズボンのポケットをまさぐった。しかし、あるはずのものがなかった。血の気を引かせながら視線だけ動かすと、何度も吹っ飛ばされているうちにポケットから落ちたらしく、一〇メートル以上も向こうの壁際に携けい帯たい電話は転がっていた。

　なんということだ。これでは援護もできない。必死に侵食を防ぎながらも少しずつ、しかし確実に光に迫られている茉那を、おれは傍ぼう観かんしているしかないのか──。

　胸の内がいよいよ絶望に支配されかけた。

　君島に渡し、君島と一緒に吹っ飛んでいったボールペン。あれでもいい。あれでもいいから手元にあれば──。

　そのときだった。眼と鼻の先、板張りの床に転がっているものが見えた。

　そいつは、黒のボールペンだった。

　シールが貼はってあった。見覚えのあるウサギのシールが貼られたペンは、君きみ島しまが現れる直前の勉強会でおれが菅かん田だにあげたものに違いなかった。

　──どうしてあれがこんなところに？

　決まっている。菅田が持っていたのだ。ズボンのポケットにでも入れていたのが、おれの携けい帯たい電話と同じように騒動の最中に零こぼれ落ちたのだろう。

　脳裏に菅田の声が響ひびいた。

　このペン、大事にするね。北きた瀬せくんみたいにいつも持つようにする──。

　菅田は、本当に、持っていてくれたのだ。魅み了りよう魔法をかけられ身体の自由を奪われながら、ペンだけは手放さなかった。大事にすると言ってくれた、おれがあげた黒のボールペンを。

　おれは手を伸ばしてペンを握りしめた。そして、最後の最後の力をこめ、横たわったまま両腕を振るう。

「この世界の格言をひとつくれてやる。おまえにはぴったりだ、勇者！」

　放たれたボールペンは猛もう烈れつな勢いで回転しながら一直線に突つき進み、茉ま那なを波動で追いこむ勇者の胸部にぶち当たった。

「ペンは剣よりも強しってなぁ！」

　光がぐらりと揺れ、波動の放出がほんの少しだけ弱まった。

　表情のない勇者の顔が初めてこちらへと向けられた。

　続いて弱々しく羽ばたくコウモリの幻げん影えい、それに小さな小さな火の玉が勇者へと飛ばされた。

　勇者の顔がそちらへとさらに動いた。

　そのわずかな隙すきは命取りだ。今誰と戦っているのか分かっているのか？　魔将なんかとはわけが違うんだ。闇やみの一族を力で統一し、余勢を駆かるようにして人間諸国にまで攻めこみ、そのことごとくを滅ほろぼす寸前までいった恐怖の象徴。

　魔王様だぞ。

「よくやったぁっ！」

　闇の波動が一気に押した。手元まできていた光を食い潰つぶし、さらに一瞬で真ん中まで戻し、ついには勇者までを飲みこんだ。

　闇は体育館の宙に漂ただようわずかな光の輝きまで見逃すまいとなおも膨ぼう張ちようを続けた。

　やがて、闇の広がりがぴたりと止まった。すぐにしぼみ始め、色も薄れていった。

　闇が晴れた。

　そこにあったのは切り裂さかれた魔法陣だけだった。

　光の波動は残ざん滓しすらも存在していなかった。

　そして、勇者の姿もまた消え去っていた。

　──終わったのだ。今度こそ、完全に。




「お姉ちゃん！」

　まとわせていた闇やみを消してからひと息すらつかなかった。茉ま那なは倒れたままのおれたちに一べつもくれず、横たわる菅かん田だの方に全速力で走りだした。

「お姉ちゃん」

　足を止め、菅田の隣となりにしゃがみこんだ茉那の表情が崩くずれた。

「よかった、間に合って。お姉ちゃんのままでいてくれて、よかった」

　その言葉と表情から明らかだ。菅田には何事もなかったと。

　いつの間にか全身の痛みがなくなっていた。身体に入りこんだ光の波動もすべて消しよう滅めつしたらしい。おれは立ち上がって源げん治じ、次いで克かつ昭あきを引っ張り起こしてやった。それから三人で菅田姉妹の方を見やる。

　菅田をおし抱いだいている茉那。その表情はかつての魔王様と同一の存在とは信じられないぐらい、慈じ愛あいに満ち溢あふれていた。菅田も眼こそ覚まさないが、とても安らかな顔になっている。

　おれは状況を忘れて穏やかな気持ちでふたりを眺ながめていた。

　──そう、状況を忘れたのだ、おれは。今の菅田から光の波動はほとんど放出されていない。それに合わせ、茉那も闇の波動を消している。つまり──無防備になっている。

　姉をそっと寝かせ直した茉那に凄すさまじい速さで突撃したきた影。おれも源治も克昭も、そいつに気がつくことができなかった。まだすべてが終わったわけじゃないことを、忘れていた。

「……えっ？」

　止める暇ひまはどこにもなかった。恐怖の代名詞、悪の権化、闇そのもの、地じ獄ごくからきた君臨者、極悪非道の具現化、終末予言の正体……。かつて、山ほどあるのにどれもが当てはまるふたつ名の持ち主だった茉那。そして──。

「魔王さん！」

　その茉那に抱きつく、君きみ島しま望のぞ未み。例によって表情は輝ききっている。闇の矢を受けて気を失っていたのは、そして魔王様への恐怖を思い出したのはなんだったのかというほどに。

「ちょ……ちょっと、なんで抱きつかれてるの、わたし？」

　さすがの茉那も呆あつ気けにとられてしまっている。

「魔王さんって本当に強いんですね！　凄すごいです、勇者様のお力を封じてしまうなんて！」

「う、うん、まあね、ちょっと危なかったけど……じゃなくて！」

　茉那は君島を振りほどくとおれをきっとにらんできた。

「この子が今回の元凶の、勇者の婚約者なんだよね!?　説明しなさい、なんでそんなのがわたしに抱きついてくるの！」

「そ、それは、君きみ島しまはどうもそういう人間みたいで……」

　おれはしどろもどろになりながらも話し始める。身分を明かしたおれも抱きつかれたことを。そして、君島は勇者の復活が菅田の消しよう滅めつだとは知らなかったこと、それを知ったあとは懸命に復活を阻止しようとしたことも伝えた。

「──つまり、前の世界の関係者なら誰でもよかった。そういうこと？」

「は、はあ、たぶん……」

　元魔王軍一同は揃そろって君島に視線を送る。おれが話している間、君島はなにも言わなかった。喜色もとっくに失っている。自分がやろうとしたことに恐れを抱いているかのようにして、うつむいたまま肩を震わせていた。その口が小さく開かれた。

「……言い訳はありません。覚悟は、できています。わたしは菅かん田ださんを消そうとしました」

「か、覚悟できてるって、おまえ、それがどういう意味なのか分かってるのか」

　君島は答えなかった。その眼に涙が溜たまり始めた。おれはなおも言おうとした。

「……分かってなくても、結論は同じだけどね。お姉ちゃんを消そうとした。許さない」

　茉ま那なが再び闇やみに包まれる。それが君島を飲みこもうと広がりかけた。

「お待ちを！」

　重なり合ったみっつの声。闇の侵食がぴたりと止まった。

「なに？」

「……源げん治じくん、お先にどうぞ。ゆずります」

「い、いや、おれはなにも言うてへん。鉄てつ次じ郎ろうやろ、今声あげたの。ほら鉄次郎、責任もってなんか言え」

「おれ!?　おれなの？」

「誰でもいいよ。なに？」

　さっき助命嘆たん願がんをすると約束してしまっていたおれは仕方なく、なるべく茉那と視線を合わせないようにしながらこう言った。

「その、ですね。君島のこと、助けて頂けないかな、と……」

「なんで？」

「君島にも悪気があったわけじゃないですし、お姉さんもこうして無事です。それに──」

「それに？」

「叩たたいて出る埃ほこりの量なら、君島なんかよりもこっちの方がはるかに上ですから……」

　おれたちに誰かを悪として裁く権利なんかあるはずがない。そう思うのだ。

「……そうやな。出てきた埃で窒ちつ息そくするだけでは済まんな」

「積み上げたらもうひとつできるレベルですよね、富士山が……」

　源治と克かつ昭あきが呟つぶやくように言った。そして、おれたちは揃そろってその場に正座をする。

「お願いします、君島を許してやってください！」

　三人で額を体育館の床へと擦こすりつけた。君きみ島しまが息を飲む音が聞こえたが、構うつもりはない。

　それからたっぷりと一分は経たっただろう。おれたちの丸めた背中に声が投げられた。

「顔を上げて」

　おれたちは恐る恐る、頭を戻す。そこには嫌いやそうな顔をした茉ま那ながいた。

「そういうのするなって言ったでしょ。わたしはもう魔王じゃないんだから」

「も、申し訳ございま──」

　おれたちはまた頭を下げかけてしまう。その途中ではっと気がついた。もう魔王じゃない。そう言ったことに。その意味を問うより先に、茉那は君島へと言った。

「ひとつだけ訊きかせて。あなたは勇者の復活をもう二度と企たくらまない。そう約束できる？」

「……はい。菅かん田ださんを消してまで、勇者様にお会いしようとは思いません」

「あなたは勇者の婚約者。なら、どんな困難を乗り越えても想いを遂げようとするのが普通だよね。なのに、どうしてそんな簡単に諦あきらめられるの？」

「だって、もう、寂しい思いをしなくていいですから……」

「……へっ？」

　君島の眼に溜たまっていた涙が一斉にこぼれ出した。

「さ、さみしかったんです、ずっと！　あの世界からこの世界に生まれ変わったら勇者様に出会うどころか全然知り合いはいないし、ひとりぼっちで知らない場所に放り出されたみたいで……もしかすると前の世界なんてなくて、わたしの記憶と力がおかしいだけなんじゃないかって不安になったりして……そんなときに勇者様と巡り合えたから、興奮してこんなことをしちゃったんです……。でも、同じ世界から来たみなさんに会えたから、勇者様はもういいんです。本当に、本当に、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　あとは言葉になっていなかった。君島は耐たえきれなくなったように大声で泣き出したのだ。

　茉那が困った顔になってこちらへと向き直った。

「この子の言ってること、どう思う」

「理解できない話ではありません。おれたちは三人とも生まれてすぐに会えましたけど、この年齢までずっとひとりだったら自分の記憶に疑問を持ってもおかしくないです。そこで記憶を証明する誰かに出会ったら、そりゃ見境なくなりますよ……」

「そう、かな。……そうかもね」

　茉那は泣きじゃくる君島をじっと見つめ、やがてぽつりと言った。

「この子を助けて欲しいっていう意見がみっつ。多数決なら過半数でもう決まってるね」

「いやに民主的な考えですね」

「社会の先生が言ってたんだもん。民主主義が世界の正義だから、多数決には従いなさいって」

「じゃ、じゃあ、茉那さんも──」

「うん、わたしも許すでいいよ。それに、あんたたちにあそこまでされたら断れない。だってほら、昔はあんたたちの主だったから」

　話の繋つながりが読めない。おれは首を傾かしげかけた。

「話の分かる魔王で通ってたもんね。その思い出を裏切っちゃうのもなんだか気が引けて」

　絶対に冗じよう談だんだと思う。茉ま那なはちょっとした冗談を言ったのだ。笑うべきなんだろう。しかし、理性以外の部分がここで笑ったらなにもかもが終わることを告げていた。

　茉那の眼光が急に鋭するどさを増した。おれは内心を読まれたかと動揺したが、言ってきたのは別のことだった。

「ただし！　許してあげるのには条件があるからね！」

「条件、ですか？」

「この子がまた勇者を復活させようと企たくらまないよう、あんたたちがしっかりと見張ってること！　もしこの子が心変わりしておかしなことをしたら、あんたたちも同罪ってことにして、罰ばつを与える。罰の内容は言うまでもないと思うけど──どう、飲める？」

　時代錯さく誤ごの連座制。しかし、ここまできてやっぱり許すのやめますとは言えない。おれたちは泣きそうな顔になりながらも頷うなずくしかなかった。

　茉那は満足そうな表情をすると、今度は優しさすら感じさせる声で君きみ島しまに話し始める。

「そういうわけで、多数決と話し合いの結果、あなたを許すことに決まりました。このどうしようもない三人組を見習ってとは言わないけど、せっかくの新しい人生だもん、過去にこだわらずに適当に生きてください」

「ありがとう……ごめんなさい……」

「でも、許したのはわたしたちだけ。謝らないといけないひとがもうひとりいるよね？」

「はい……」

　君島は涙をぬぐうと立ち上がって、茉那とともに菅かん田だの元へと向かう。おれと源げん治じと克かつ昭あきもあとに続いた。

　五人でぐるりと取り囲むと待っていたかのように菅田の口からううん……という声が漏もれた。それから、身体がもぞもぞと動きだす。

「言っておくけど、お姉ちゃんの一票は百票分だからね」

　民主的ではないことをそっと耳打ちされて、君島の緊張がいっそう深まるのが見てとれた。

　しかし、それが杞き憂ゆうってやつだということをおれたちは知っている。

　菅田のまぶたが薄く開く。一度まぶしそうに閉じられたあと、今度は大きく開いた。

「……あ、おはよう」

　第一声はそれだった。そしてぼんやりとした瞳が見守る五人に順に動き──。

「……あれっ、茉那？　わたし眠ってたの？　えっ、北きた瀬せくん？　相あい羽ばくんと浦うら河かわくん、君島さん？　ど、どうしてみんなわたしの部屋に？　あれっ、ここどこ？　学校の体育館？　今は体育の授業……わわっ、わたしこんな格好で──あれっ？」




　おれ、源げん治じ、克かつ昭あきの三人は身体を引きずるようにして駅までの道のりを歩く。空にまたたく星々と、輝く街灯の明かりを受けながらとぼとぼと、とぼとぼと。

「疲つかれた。なんかもう、くたくたや、おれ」

　ふと、源治がぼそりとそう言った。

「ぼくもです。どうしようもないほど疲れました」

「おれもだ。明日から連休で助かったな」

　言いながらおれは右腕をさすった。学校を出たあたりからずきずきと痛んできたのだ。筋肉痛だ。不吉の剣を魔力で実体化させた源治は悪寒と倦けん怠たい感かんに襲われているそうで、灼しやく熱ねつの炎を吐はいた克昭は声を少ししゃがらせているうえに唇が真っ赤に膨ふくれあがって……要するに焼きタラコみたいになっている。人間の身に魔将の力を宿らせて使ったのだから、こうなるのも当たり前だ。むしろこの程度でよく済んだと思うべきなのかもしれない。

　ただ、おれたちの疲ひ労ろうの一番の原因はもちろんそんなことじゃない。

　五日前に始まったこの事件が、とにもかくにも終結したという想いが疲れとなって身と心にどっと押し寄せてきたのだ。

「寝正月ならぬ寝連休になりそうやね、おれらみんな」

「おまえと一緒にするな。今日一晩ゆっくりと寝て疲れを癒いやしたら、あとはきっちり勉強して過ごすつもりだ。心配事も片づいて久しぶりに集中できる」

「おまえはそればっかりやなあ……」

「当然だろ、勉強こそ学生の本分だからな。克昭はなにか予定入ってるのか？　なんなら一緒に勉強するか」

　克昭は薄く笑って首を振った。

「遠慮しておきますよ。ママとショッピングという大事な大事な予定が入っていますんでね」

　そこで一度会話が途切れた。

　菅かん田だを誘ってみようかなと思いかけたところで源治が前に向かって恨うらめしそうな声を出した。

「しかし、あっちは元気やねえ……」

　菅田姉妹、それに君きみ島しまはおれたちよりも先をおしゃべりしながら歩いている。内容までは聞こえないがときどきかん高い笑い声があがり、そのたびに楽しそうな横顔が見え隠かくれしていた。

「おれらって今回の件は部外者に近いよな。なのになんでこっちの方が疲れてて、当事者のあっちはあんな元気なん」

「不思議ですねえ」

「アホ女もさっきまで泣いて謝ってたと思ったらもう平気な顔で溶けこんでるってどういうことや。魔王様も全然気にしとらんみたいやし」

「女性は分かりませんねえ」

「香か澄すみちゃんかておかしいやろ。なんであんなあっさりおしゃべりしてられるねんな」

　家までやってきた君きみ島しまに連れ出されて遊んでいる最中に眠ってしまい、君島は学校の体育館まで運んだ。姉が家にいないことに気づいた茉ま那なはお兄ちゃんのように頼りにしているおれたちを呼んで、一緒になって体育館に駆かけつける。眼を覚ましたのはちょうどそのとき。これが状況を把は握あくできないでおろおろしている菅田への茉那からの説明だった。

「おかしいやろ。なんで信じられるねん。どこからつっこめばええんや」

「茉那さんは昔から迷子になった菅かん田ださんの居場所をぴたりと当てたりしてたそうじゃないですか。今回も同じことだと思ったんでしょうよ」

「そうやとしても、君島が家にきたってきてないやろ。遊んだって遊んでないやろ。体育館に運ぶってなんでそんなとこに、そもそも人間ひとりを女子高校生がどうやって運ぶねん」

「魅み了りよう魔法の影響で記憶が曖あい昧まいだったようですからねえ。それに、細かいことをあまり気にしない性格のようですから……」

「細かいことなんやろかなあ……。まったく、記憶がないとはいえあの勇者の生まれ変わりって、光の波動がなければ絶対に信じんわ。ていうか、本当にあの勇者なん？　おれらも魔王様も実はまったく別物のなにかを勘違いしてたりするんやないの」

「いいえ、間違いなく勇者ですよ」

　克かつ昭あきがそう、ぴしりと断言をした。

「またはっきり言うな？」

「茉那さんが世界征せい服ふくをどうでもいいことと思うようになったのは、きっと菅田香澄さんというひとがお姉さんだったからでしょう。魔王を封じるのが勇者なら菅田さん以上の勇者はいませんよ。ぼくらの知るあの勇者よりもずっと偉い大だいです。誰ひとりとして犠ぎ牲せいを出さずにそれを成なし遂とげたのですから」

「……ま、そうだな」

　おれは納なつ得とくして頷うなずいたが、源げん治じは深々とため息をつく。

「で、その感動の勇者と魔王の姉妹の陰には犠牲の勘定に入れてもらえないおれらがおる、と」

「大げさだな。犠牲にまではなってないだろ」

「充分に犠牲や。一歩間違えばおれらみんな死んでたかもしれへんやん。おれなんか勇者の姿した光に吹っ飛ばされたとき、辞世の句が浮かんだで」

「……奇き遇ぐうだな、実はおれもだ。斬きられたときに思いついた」

「ぼくもです。まさか詩し吟ぎん部ぶの初活動がこんな形とは予想できませんでしたね。発表する機会、永遠にこないといいんですけど」

「どうやろうかなあ……。命いのち綱づななしの綱渡り、これからもずっとさせられるような予感がしまくっとるからなあ……」

　ここで前を行く三人のうち、茉ま那なが振り返った。そのまま足を止めておれたちを待ち受ける。

「男子たち暗いじゃないの。どうかしたの」

「……将来に不安を感じておったんです。人生設計を描き直す必要があるんやないかなと」

「なにそれ？」

　源げん治じは答えの代わりに肩を落とす。

「ま、あんたたちの将来なんかどうでもいいか。それより、今回はまあまあわたしの期待に応えられたじゃない。あんたたちへの評価点にプラス一してあげるね」

「……光栄ですわ」

「でも、結局わたしに手を下させたから減点三。それに望のぞ未みちゃんの報告を怠おこたっていたから減点一〇。足し引きすると、あらら、一二点もマイナスになっちゃった。ペナルティは適当に考えておくからよろしくね」

「アホ女の面倒見るのがペナにならんのですか？」

「なに言っちゃってるの、それとこれとは話が全然別物だよ。──さあて、どんなペナルティにしようかなぁ。考えるの、楽しみだなぁ」

　やけにうきうきとしてきた茉那の声色とは対照的に、ますます落ちる源治の肩。おれはそれを横目にして話を変えた。

「それにしても、到着するのがずいぶんと早かったですね。おれの計算じゃもうちょっとかかると踏んでいたんですけど。タクシーの運転手を脅おどしてスピードを出させたとか、まさかしてませんよね？」

「するわけないでしょうが。そもそも時間かかるからタクシー使ってないし」

「そうなんですか？　じゃあ、どうやって学校まで？」

「浮遊魔法で飛んできた。車で道路を走るより空を飛んだ方がずっと早いもん」

「……誰かに見つかりませんでしたか？」

　明日の朝刊の地方欄らんにＵＦО現るとか少女の亡ぼう霊れいを見たとかが載のるのだけは勘弁して欲しい。

「平気平気。誰にも見られてないよ」

　なんの根こん拠きよがあってそう言えるんですかとは訊きけずにいると、克かつ昭あきがあっ、と声をあげた。

「タクシー使ってないって、ぼくらが乗ってきたの、茉那さんの家の前で待たせておいたんですけど……ちゃんと返してくれましたか？」

「へっ？　ううん、返してないよ」

「じゃあ、料金カウンターは……」

「回りっぱなしなんじゃない？　知らないけど」

「ええと、その支払いは誰が？」

「あんたたちでしょ、当然。乗ってないわたしが払う義理はないもんね」

「しかし、菅かん田ださん救出作戦の必要経費が自弁というのはいかがなものかと思いますが……こういうときは司令部が出すのが通例なのでは……？」

　克かつ昭あきの正論に気まずい沈ちん黙もくが流れかけると、茉ま那なはやおらにびしっ、と指を差してきた。

「あんたたちへのペナルティが決まった！　タクシー代、払っておきなさい！」

　一方的に宣言して、菅かん田だと君きみ島しまのもとへ小走りで行ってしまう。

　高い位置にある克昭の頭部が低くなった。

「……ママ、せっかくのお小遣いをこんなことに使うこと、許してください」

　嘆なげきの声はアスファルトの地面に吸いこまれて消えた。少しでも料金を減らすために走るような気力はなさそうだ。

　茉那が去ってからたいして間も置かず、とことことやってきた人物がいる。菅田だった。

「三人とも、今日は──って、相あい羽ばくんと浦うら河かわくん、下向いちゃってどうしたの!?　どこか具合でも悪いの？　それともまさか、茉那がなにかひどいことを言ったんじゃあ──」

「いや、ふたりともちょっと疲つかれてるだけだから気にしなくていいよ。それより、なにか話？」

　菅田は源げん治じと克昭を気にする素振りを見せたが、ふたりが脚を動かす以外のことをできないと知ると、おれに肩を並べて改まった口調で言った。

「今日はどうもありがとう」

「おれたちはなにもしてないよ。茉那さんに呼ばれてついていっただけだから。それに、お礼は学校から出る間に何度も貰もらったよ？」

「うん。でも、何度でも言いたかったから」

「おれたちは友だちだろ？　これぐらいでいちいち礼を言われてたら友だちやってられないよ」

「……転校してきてからずっと、みんなにはお世話になってばかり。そんなでも友だちって言えるのかな、わたし」

「友だちってそういうものじゃないかな。少なくともおれたちはそうだよ。もうずっと長い間、源治と克昭には迷惑をかけられっぱなしだけど、こっちからかけっぱなしでもあるんだ。菅田からはそんなおれたちは友だち同士じゃないように見える？」

　菅田は眼をぱちくりとさせながらおれたちを順に見る。それからくすりと笑った。

「とっても仲のいい友だちに見えるよ」

「香か澄すみちゃん、だまされたらアカンで。当たってるのは鉄てつ次じ郎ろうがおれらに迷惑をかけてるってことだけや。おれらは友だちなんてそんなええもんやない。ただの腐くされ縁えんや」

「その通りです。こんな縁、本当に腐って土に返っちゃえばいいのに」

　下を向いたまま口を出してくる源治と克昭。それにも菅田はくすくすと笑う。

　それからしばらくは無言だったが、菅田はおれたちから離れていこうとはしなかった。

　やがて口がまた開かれた。

「みんな、ありがとう」

「いいよ、もう。礼はもういいんだ。おれたちの分は茉ま那なさんにあげてくれ」

「そうじゃないの。……あのね、わたし、夢を見てたんだ」

「夢？　さっき寝てたとき？」

「うん。──夢の中でね、わたしはわたしじゃないの。鎧よろいを着て剣を持って、それで、おとぎ話に出てくるような怪物と戦っているの……。とっても怖こわかった」

　おれの脚が止まった。源げん治じと克かつ昭あきのふたりのも。

「なるほど、それは怖いな。うん、怖い。怖くて当然だ」

「怖すぎますね、ぼくも鳥肌立ってきました」

「でも大丈夫や！　そんな夢、二度と見ることないから。ここにいる全員が保証するで」

　一緒に立ち止まった菅かん田だにおれたちは早口でそうまくし立てる。

「う、うん。それでね、夢の続きなんだけど──」

「もういいよ。怖い夢を思い出すことはないよ」

「ううん、ここからがいいところなの。夢の中のわたしは怪物に負けそうになっちゃうんだけど、そこを助けてくれるひとたちがいたんだ。誰だと思う？」

「……誰？」

「北きた瀬せくん、相あい羽ばくん、浦うら河かわくんの三人。三人が怪物を追い払って、わたしを助けてくれたんだ。──だから、ありがとう」

　思わずおれの口から笑いが漏もれる。最初は小さく、次第に大きく。源治と克昭も笑っている。気づけば三人で大笑いしていた。
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「やっぱり笑っちゃうよね、こんな子どもっぽい夢。ああ、なんでわたし、話しちゃったんだろ……」

　顔を真っ赤にして身を小さくした菅田におれは笑いながら首を振る。

「いいや、いい夢だよ。あり得ないけど、夢は夢だけど、でも、いい夢だよ」

「……そっか。うん、わたしもいい夢見れたなあって思った！」

　菅田も笑いだした。茉那と君きみ島しまが何事かと振り返ったがおれたちはひたすら笑い合った。

　やがて笑いを収めた菅田の手が伸ばされてきた。

「……これは？」

「これからもよろしく、の握手！」

　笑いが消える。おれは救いを求めてにこにこと手を差し出す菅田の向こうに眼をやった。茉那はにやりとすると片目をつぶる。それでおしまいだ。菅田に光の波動が戻ってから闇やみの波動でそれを相そう殺さいしてくれているが、直接に触れても平気なだけの分は出してくれないようだ。

　おれはすべてを諦あきらめて手を取った。

　痛みと衝撃の向こうに感じる、小さく柔らかな感触。それを吹っ飛びかける意識でどうにか味わっているとやがて手が離れ、次いで菅かん田だは源げん治じ、克かつ昭あきにも同じことを繰り返す。

「これからも、どうぞよろしくっ！」

　笑顔で手を振ると駆かけ戻っていって、今度は茉ま那なと君きみ島しまのふたりと笑い合う。残していった三人が今まさに三さん途ずの川を渡りかけたことなど知るはずもなく。

「新しい世界、新しい人生、新しいおれやったのに、これからもよろしくて……本気で一生振り回されるんやないの、これ」

　源治が荒い息を何度か吐はいてからそう言うと、克昭も胸をさすりながら口を開いた。

「かもしれませんね。しかし、だとしてもどうしようもないことでしょう。なにがどうなろうと受け入れるしかないですよ。菅田さんが勇者以上の勇者なら、ぼくらみたいなのには抵抗しようがないんですから」

「……分かっとる。その通りや。相手が勇者じゃおれらにはどうにもならん」

　諦てい念ねんたっぷりのふたりにおれはふらつく頭を振ってから大きく頷うなずいて同調した。

　世界は変わった。価値観も変わった。勇者と魔王様も変わった。おれたちも変わった。

　それでも、絶対に変わらないものがひとつだけある。

「そうだ。おれたちは、勇者には勝てない」

　顔を上げると夜空はいっそう澄み渡り、星々はさらに強く輝いていた。






　あとがき




　まず、謝辞を述べさせてください。

　第十八回電撃大賞小説部門において本作に銀賞という栄えい誉よを与えてくださった選考委員の皆様、電撃文庫編集部の皆様、選考に関わった皆様。

　作者の至らなさを笑うことなく粘り強くご指導、ご鞭べん撻たつくださった担当の佐さ藤とう様。

　本作を華やかに彩ってくださったイラストレーターのｒｅｆｅｉａリフエイア先生。

　推すい薦せん文を書いてくださり、授賞式では「魔王が勇者にやるものといえばこれだ」と世界をポンとくださった『はたらく魔王さま！』の和わヶが原はら聡さと司し先生。（世界＝地球儀型のパズル）

　作者に本作を書かせるに至った、これまでの道程で出会ってきた全ての皆様。

　そして、本作を手に取り、このあとがきを読んでくださっている皆様。

　ありがとうございます。感謝の気持ちは、言葉では表しきれないものです。

　本当に、ありがとうございます。




　さて、まずであり全てでもある謝辞が終わり……実は、参っています。

　幼い頃に『もしもぼくが小説家になったら』と空想したとき、終わりはこうでした。

「あとがきの書き方が分からないなあ」

　長じて本気で小説家を目指し始めたとき、こう思いました。

「万が一なれたとして、あとがきにはなにを書けばいいんだろう」

　銀賞の受賞、そして刊行を目指しましょうと伝えられたとき、考えこみました。

「あとがきはどうしよう……？」

　そして、あとがきをお願いしますと告げられた、今。

　……………。

　本作は、これまでの人生で培つちかってきた全てを注ぎこんで書き上げました。結果、銀賞という栄誉に与あずかることができました。

　しかし、永きに渡る悩みがなにも生まないことだってあるのです。

　未来のおれがなんとかするだろうよ。そう考えて生きてきました。

　しかし、なんともできないことだってあるのです。

　それは、あるいは宿命なのかもしれません。

　そう、魔将たちが決して、勇者に勝てないように。




　……繋つなげてみせたぁっ！
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新潟県出身。本作『勇者には勝てない』で第18回電撃小説大賞＜銀賞＞を受賞し刊行に至る。写真は授賞式で先輩作家さんから頂いた地球儀。自室の棚の上の座をソビエト連邦が現役な先代から奪い取り冷戦を終結させた。
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refeia

イラストレータになってから、都内とは思えないような山の中にずっと住んでいましたが、もうすこし都会に出ます。６年ぶりの引っ越しが楽しみです。
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勇ゆう者しやには勝かてない
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